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ABSTRACT 
National Institute of Science and Technology Policy annually conducts the expert survey on 
Japanese S&T system since FY2006. This survey tries to track the changes in the Japanese 
S&T system over the duration of the Third Science and Technology Basic Plan. The survey 
is composed of two parts, 1) expert survey on Japanese S&T system and 2) expert survey on 
S&T activities by fields. This report is the data book which shows detailed results of 2010 
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（１） 6 点尺度の質問 
○ 各問について以下の情報を示した。 
(2006 年度調査～2010 年度調査の変化) 
• 2006 年度～2010 年度調査の指数および両端 4 分の 1 の値(第 1 四分位値、
第 3 四分位値) 
• 2006 年度、2010 年度調査の指数差(<2010 年度調査の指数>－<2006 年度調
査の指数>) 
(2006 年度調査と 2010 年度調査の比較) 
• 2006 年度調査から評価を下げた回答者数(A) 
• 2006 年度調査と評価を変えなかった回答者数(B) 
• 2006 年度調査から評価を上げた回答者数(C) 
• (A+C)/(A+B+C) 
• (C-A)/(A+B+C) 
○ 指数は上から 2006 年度～2010 年度調査の値であり、2006 年度～2009 年度調査の値を黒丸、
2010 年度調査の値を白丸で示している。戦略重点科学技術の質問については、それぞれの
年度において「専門度」を大、中、小のいずれかにした回答者の回答について集計を行った。 
















○ 問 1、問 2 の 6 点尺度の質問については、指数及び両端 4 分の 1 の値(第 1 四分位値、第 3
四分位値)を示した。 
○ 問 2 の 2001 年頃と比べた変化の質問については、指数値を示した。 
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問では、回答者は複数の選択項目から第 1 位から第 3 位を選択する。そこで、第 1 位→30/3 ポイ
ント、第 2 位→20/3 ポイント、第 3 位→10/3 ポイントに変換した。次に、選択項目ごとに、各順位の
ポイントとその有効回答者人数の積を求め、次にそれぞれの積の値を合計し、第 1 位の有効回答
者数で除した。 










































2006 5.2 3.7 3.6 2.9 3.4 1.3 40.2 14.0 16.8 8.4 15.9 4.7
2007 5.3 3.7 3.6 2.8 3.2 1.4 43.3 12.5 18.3 9.6 11.5 4.8
2008 4.6 3.9 4.1 2.9 2.9 1.6 35.4 17.7 20.8 10.4 10.4 5.2
2009 5.7 4.5 3.9 2.4 2.3 1.3 47.9 16.7 17.7 8.3 7.3 2.1
2010 6.0 4.4 4.0 2.3 2.1 1.3 48.4 12.9 21.5 7.5 7.5 2.2
2006 5.7 4.1 3.4 2.1 3.3 1.3 42.6 16.8 16.8 3.0 17.8 3.0
2007 5.9 4.3 3.3 1.8 3.3 1.4 49.0 16.7 12.5 2.1 15.6 4.2
2008 5.7 4.0 3.8 1.9 3.1 1.6 45.9 16.5 16.5 1.2 15.3 4.7
2009 5.8 4.4 4.0 1.4 2.9 1.4 44.6 17.8 19.8 1.0 12.9 4.0
2010 6.1 4.7 4.1 1.0 2.8 1.3 44.4 18.9 21.1 0.0 12.2 3.3
2006 5.7 3.8 3.2 1.6 2.9 2.7 40.2 15.2 12.5 5.4 15.2 11.6
2007 5.9 3.7 3.3 1.4 2.6 3.1 42.9 17.1 12.4 4.8 10.5 12.4
2008 5.3 4.1 3.7 1.3 2.8 2.8 37.0 18.5 18.5 4.3 12.0 9.8
2009 5.7 3.9 3.4 1.3 2.7 3.1 40.2 17.5 16.5 4.1 11.3 10.3
2010 5.3 4.4 3.5 1.0 3.1 2.7 36.7 18.9 16.7 3.3 14.4 10.0
2006 5.3 3.8 3.6 2.5 3.5 1.3 36.9 14.4 18.9 8.1 17.1 4.5
2007 5.5 3.8 3.6 2.4 3.4 1.3 39.8 16.7 16.7 6.5 15.7 4.6
2008 5.8 4.0 3.8 2.3 3.2 1.1 44.4 17.2 15.2 6.1 14.1 3.0
2009 5.8 4.5 3.7 2.0 3.0 1.0 45.8 18.8 16.7 6.3 10.4 2.1
2010 5.8 4.8 4.0 1.6 3.0 0.8 42.4 21.7 16.3 5.4 12.0 2.2
2006 5.7 4.8 3.4 1.7 2.9 1.4 40.4 26.6 13.8 2.8 11.0 5.5
2007 5.9 4.4 3.5 1.5 3.0 1.6 41.5 22.6 12.3 2.8 14.2 6.6
2008 5.4 4.4 4.4 1.2 2.9 1.8 38.9 20.0 20.0 0.0 13.3 7.8
2009 6.0 4.4 4.4 1.2 2.5 1.5 46.9 16.7 20.8 1.0 9.4 5.2
2010 6.2 4.2 4.4 1.0 2.5 1.8 46.0 16.1 21.8 0.0 10.3 5.7
2006 5.9 3.5 3.9 2.3 3.6 0.9 44.6 12.9 19.8 7.9 12.9 2.0
2007 5.7 3.3 4.0 2.2 3.9 0.9 42.9 12.2 18.4 9.2 15.3 2.0
2008 6.2 3.0 3.8 2.2 3.9 0.8 47.7 10.2 17.0 4.5 18.2 2.3
2009 6.5 3.3 3.8 2.1 3.5 0.9 51.5 9.3 18.6 5.2 12.4 3.1
2010 6.2 3.3 3.8 2.3 3.6 0.8 44.6 12.0 19.3 4.8 15.7 3.6
2006 5.6 3.5 3.1 2.0 4.2 1.6 44.5 14.5 10.9 5.5 20.0 4.5
2007 5.3 3.8 3.0 1.9 4.4 1.6 43.4 17.9 7.5 3.8 22.6 4.7
2008 5.1 3.7 3.3 1.8 4.2 1.8 39.6 16.5 13.2 3.3 22.0 5.5
2009 5.7 3.6 3.3 1.8 4.0 1.6 45.3 17.9 11.6 3.2 16.8 5.3
2010 5.3 3.7 3.5 1.7 3.9 2.0 40.7 17.6 14.3 3.3 17.6 6.6
2006 5.1 5.1 4.9 1.1 2.8 1.1 31.4 23.3 27.9 3.5 9.3 4.7
2007 5.8 5.0 4.3 1.0 2.8 1.2 38.1 22.6 22.6 2.4 10.7 3.6
2008 5.9 4.7 4.7 0.9 2.6 1.2 38.4 23.3 26.0 1.4 8.2 2.7
2009 5.8 4.4 5.0 1.3 2.6 1.0 38.9 15.3 30.6 1.4 11.1 2.8















 1. 基礎研究段階の人材　　　　　4. 知的財産の取得・管理・活用部門の人材
 2. 応用研究段階の人材　　　　　5. 産学官連携を推進する人材(産学官連携コーディネーターなど）













































東アジア諸国の台頭に対し、実際に売れる製品の技術を開発する人材の質が低下してきた。 2   1   3 2   3   1
大学院博士課程進学者の減少。 3   0   0 1   3   2
マネージャーが多い傾向あり。 1   6   3 3   1   2
アジア諸国の研究者の活躍が著しく、その理由の1つに基礎研究の充実が考えられる。日本も、もっ
と基礎研究に力を注ぐべきと思う。 2   1   3 1   2   3
米国における○○○車のリコール問題発生はコストダウンと倫理観欠如から起こったと考えれば、




2   1   5 3   2   1
大学の基礎研究成果を企業で開発研究に結びつける人材が必要。「目利き」が必要。 3   5   1 5   2   3
連携が重要となる局面が増加しつつあると感じるため。 1   6   4 1   6   5
最近、この状況は急速に変わっている。どんどん応用が強調され、基礎ができなくなっている。 1   2   3 1   0   0
環境分野では、文理融合型研究の重要度が高まっている。 1   4   6 1   6   4
地球温暖化対策、原子力、放射性廃棄物等の応用研究の重要性および緊急性が増大しているに
もかかわらず、人材は質量ともに低下していると感じる。 6   1   3 2   1   3
研究レベルは、実用化により近づいていると思われる。 2   5   3 3   5   6
近年、研究したことが一般にどう役立っているのかということが、頻繁に問われている。「実用化」は
そこに直結するから。 1   3   4 1   3   2
単年度～3年程度の短期間で結果を求められる課題が年々増加している中、じっくりと基礎研究を
行うよりは、応用から実用化に向けての研究を担う人材が必要になってきたと考えたため。 1   5   2 2   5   1
研究成果の社会実装、社会還元に関係する人文社会系の研究需要が増してきた。 2   1   6 2   6   1
素材に関する研究が進んでいるが、異分野の間を取り持つ人材あるいは分野間の連携をはかる人
材が不足して、あるいは能力不足のため進展が妨げられている感じを、最近は強く感じる。 2   5   6 5   4   2
知的財産に関る組織が少し充実してきた。 1   4   5 1   5   2
知的財産についてはその必要性が認知され、その人材が確保されつつある。 6   1   4 6   1   5
実社会への応用のため。 3   5   2 3   2   1
人文社会と工学の両方を知っている人材が必要。 1   2   3 1   2   6
人員削減の中で、特に6番目の人材は増やすところが、真っ先に減らされている。 1   3   6 1   6   3
ICT技術の急速な進展に法制度がマッチしなく、逆に障害となっている場合が多い。クラウドNWに
おける情報管理、著作権などが好例。 1   5   2 1   5   6
2を第一としたことは、今日の先端市場を見ると、Qualcom、Intel、IBMなどのハード、Microsoft、
Googleなど応用研究レベルで新たな種が不足。 4   6   5 2   5   4
近年、本分野における研究開発人材の層が全般的に薄くなってきている。 3   4   5 3   2   1
工業製品などで、製品化の段階が重要と思うようになった。5は増えた。異文化対応のため6。 2   1   5 3   1   6
コーディネーターが期間終了で不在となる。 2   3   6 2   3   5
本研究科では産学コーディネーターが機能するようになった。 2   6   5 2   6   0
日本特有の研究と実用化を結びつける研究者がどんどん減ってきており、研究そのものが興味中
心になってきている。このため、日本の産業力をどんどん弱めている。 2   3   1 3   2   1
産学官連携は進んできた。本分野の最大の課題はビジネスに結びつけることと考える。 5   6   3 3   6   5
所属が変わり、5の必要性を認識した。 3   2   4 3   2   5
人材はすべての分野で不足しており、順序の意味はあまりない。 1   3   2 1   3   2
製品化のレベルで他国より遅れ、また売れるもの（収益となるもの）を作っていないため、経済の発
展に寄与していない。その認識のもと、実用化、応用、基礎の順とした。 1   3   6 3   2   1
近年、基礎研究を行う希望を持った若い人材が不足していると実感している。 3   2   5 3   2   1
大学、公的機関の知財戦略の基本がないところで、力だけ入れ、失敗あるいは害が多いだけである
ため、人材を育成する方向性が見えていない。 1   2   4 1   2   5
知財管理について若手が育ってきていないため。 3   6   5 3   4   6
応用と実用化の区分けは曖昧であるが、より実用化に近い人材の不足を感じたため。 2   3   5 3   2   5
自由記述 2009 2010
大学等の教育機関で若手教員の採用が少なくなっているために、基礎研究を行う人材の不足が目
立って来ている。 4   3   6 1   3   6



















































新規産業の起業が強く求められている。産業の日本の特化した新産業の創出が必要。 1   5   4 3   5   4
近年、コーディネーターの能力不足を感じている。 3   5   2 3   5   2
研究資金など、基礎研究の環境が一段と厳しくなっている。 4   2   3 4   2   1




3   2   5 1   3   5
知財、人文系で、若手人材が少ない。 1   2   3 1   4   6
応用研究段階の人材は少しずつ増えているが、さらに難しい実用化段階の人材が少ない。 2   3   0 3   2   0
基礎から応用に移ろうとしており、基礎研究の人材より実用や応用の人材が必要となってきていると
考える。企業は、資金的な関係から、研究に対する人材と資金を引き上げている。 3   2   5 3   5   2
特に6の問題がclose-upされてきた。エネルギー、環境問題について。 1   6   2 1   3   6
材料の研究において、イノベーションが少ない。そのため、応用や実用化の成功体験を持てる研究
者たちが減少している。産学官連携に関係する人が増加した。 2   3   5 2   1   3
「高速炉サイクルの実用化研究開発(FaCTプロジェクト)」のフェーズⅠの取りまとめ時期に来てい
る。実証プラントの設計に向けて、実用化段階の人材が求められている。 4   5   1 3   1   2
知財活用部門の人材も不足しているが、やはり研究者の数が減少しているため、変更した（退職
等）。 1   4   5 1   2   5
NEDOの活動で連携が進み始めた。 6   1   5 6   1   4
基礎研究の実用化が今必要であるが、その人材が必要である。基礎研究を行ってきた人材（ある程
度の年齢になってから）を利用して実用化段階を強化するのも一案と考える。 1   3   5 3   1   5
社会との連携が促進されたため、実用化段階の人材には問題がなくなりつつある。 1   6   3 1   6   5
前回と同じですが戦略的な考えをもった人が不定しています。特に、上からの圧力で“やらされてい
る感じ”が強く、一方で腕力のある人の負担が増大する傾向にあります。 3   5   4 3   5   4
大学内、大学間等の共同研究の重要性が高まった。 3   5   4 5   3   4
我国の産業、経済構造の変化及びグローバルな動きによる変化。 2   3   1 2   1   3




6   3   2 6   1   2
実用化されても、知財戦略で負け、事業で失敗する例が散見されるようになった。 1   2   5 1   4   2
基礎研究を理解してない人が、知財云々は無意味なので、4を削除。 1   4   6 1   6   3
社会の制度の新技術時代への対応を扱う人材が必要。 1   2   4 1   2   6
4は以前より充実してきたように思う。 4   5   3 3   5   4
社会の不景気に関連に実用化をめざす課題が増えているにもかかわらず人がいない。 1   2   3 1   3   2
知的財産の取得は盛んに行なわれているが、活用されていない。 1   3   0 1   3   4
ここ数年のナノテクノロジーについては基礎応用研究の進み方に比べ実用化が遅れてきていると感
じている。 5   3   2 3   5   2
産学官連携による大型予算が必要と考えたため。 3   4   6 3   4   5
現在はあまりにも応用研究に偏りすぎている。将来のことを考え、基礎研究に力を入れ、人材を育
成すべきと思う。ただし、重要な分野の応用研究には人材は必要である。 5   1   4 1   5   2
人文社会学系の人材の役割が見えなくなった。 3   2   6 3   2   5
実用化段階での課題が多くなってきていると考えられるので。 1   2   3 3   2   1
材料・ナノテク分野で世界的に優位にある我が国の現状を維持・発展させることが必要。 1   4   6 1   2   5
産学官連携コーディネーターはある程度充実してきたが、知財部内の人材が不充分のため。 5   4   6 4   5   6
4については人材増を感じるため。 3   4   5 3   2   5
基礎は大切だが、実用化にかけたリテラシーも必要。 1   4   5 5   6   1
実用化は企業、基礎は大学にて、10年あまり精力的に行われてきたと思う。一方、基礎と実用をつ
なぐ、あるいは変換するための応用が不足。それにより、組織間の融合が進んでいない。 2   1   3 2   5   6
研究費の削減から基礎研究をする人材が益々少なくなってきたのを感じる。 4   3   5 4   3   1
産学官連携に関して進めておられるが、その成果が見えないように思う。 1   2   6 1   2   5
産学官連携はあまり役に立たない。 1   2   5 1   2   3
基礎研究を支える若く優秀な人材が減少しつつある。 4   5   2 5   2   1
エネルギー、ナノテクなど次世代の分野を切り拓く基礎研究を推進できるリーダーが不在であること
が著在化してきた。 2   1   5 1   2   5
最近産学連携コーディネーターの不足を痛感している。 3   5   1 5   3   1
産学連携コーディネーターが官僚化してあまり役に立たない。 5   2   1 2   1   5



































近年の早期に成果を求める風潮による基礎研究段階の蓄積を失いつつあることを実感している。 3   4   5 3   1   2
4、5の人材は充足してきている。1、2の人材が欧米に比べて不足と考える。 3   4   5 1   2   3
産学官連携コーディネーターが充実してきている。欧米、それに次ぐ各国の進歩に対抗するため
の、基礎研究、実用化研究が重要。 5   3   1 1   3   5
技術成果を実用化する段階でフロンティアは関係諸国との協力、調整が重要となっている。 3   2   4 3   2   6
これから大型国際共同研究が重要になると思われる。その一翼を担う専門家が不足している。 1   2   5 5   1   2
「ものづくり」が日本から流出する将来を見通し、実用化段階の人材は海外に依存する傾向。 1   3   2 1   2   3
コーディネーター的仕事の役割が増えつつある。 1   2   3 1   2   5
・知財管理活用人材は、外部委託も出てきており進展があるため。　・環境問題についても国際法
に精通した人材を必要にするため。 1   3   4 1   3   6
最近プロジェクトを進めてみて、実用化、事業化が弱いと感じたから。 2   3   5 3   2   5
研究開発は、世の中のニーズに大きく影響される。したがって今どんなテーマで何が必要とされて
いるのかを分析し、着手できる人材が必要。 1   2   3 2   3   1
基礎研究はある程度進み、今後は、適用、応用、実用化研究の人材がより必要になってくると考え
る。 1   5   4 2   5   3
産学官連携コーディネーター等、産学官連携を推進する人材が増えてきたから。 3   2   5 3   2   1
少しずつ充実しているが、技術を社会実装する上での制度の問題を解決できる人材が欲しい。 2   1   4 2   1   6






5   4   3 5   3   1
人文社会学系を専門とする人材は少しずつ育ってきているが、基礎研究段階の人材不足が目立っ
ている。 6   1   4 1   6   4
個々のプロジェクトで完成度の高い研究を仕上げる必要性が増してきている。 1   2   3 2   1   3
この分野は連携が遅れているように思われます。 1   4   5 5   4   1
連携コーディネーターは増加している。 1   2   5 1   2   4
5は最近、大学などで重点的に補強し、その効果が出つつある。 3   5   1 3   1   2
6については世の中での認識が進んできたため。 2   3   6 2   3   1
産学官連携の成果が見えてきた。 1   5   3 1   3   2
基礎の人材が最も重要なことに変わりないが、社会基盤には人文社会系の人材が重要である。また
実用化に至っていない。 1   4   5 1   6   3
経済状況を反映してか、基礎的段階に従事する人材の層が薄くなってきている。 6   4   5 6   5   1
ドクターに進学する学生が減少している。このため、例えば助教を公募しても、応募人数が集まらな




6   1   5 6   3   1
3の人材の多くがretireの年代になり、そのかなりが、中・韓など海外へ流出する例が挙げられてい
る。技術継承など3の人材育成の必要性は急速に増加している。 1   2   6 1   3   2
大学のニーズを活かせず、もしくは社会のニーズを知らずに行なわれる研究が少なくなく、結果的





2   5   3 2   5   1
大学では、この分野の基礎研究で獲得できる予算が減少し、企業等では、基礎への投資は元々少
なかった上に、応用研究に対する投資も削減されてしまったから。 3   2   1 1   2   3
産学官の連携は最近かなり進んだと感じている。 1   3   5 1   3   4














ライフサイエンス -0.56 29 29 4 0.53 -0.4
情報通信 -0.5 20 36 6 0.42 -0.23
環境 -0.42 22 40 15 0.48 -0.09
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.18 27 37 12 0.51 -0.2
エネルギー 0.26 14 35 20 0.49 0.09
ものづくり技術 -0.21 23 36 11 0.49 -0.17
社会基盤 -0.42 21 43 7 0.39 -0.2











全回答 -0.27 171 288 81 0.47 -0.17
大学 -0.42 115 174 49 0.49 -0.2
公的研究機関 0.05 18 37 12 0.45 -0.09























70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 4 1
ライ　　大学 2 2 0
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 5 2 -3
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 5 2 -3
情報　　大学 5 2 -3
環境　　大学 2 4 2
環境　　大学 5 6 1
環境　　大学 2 3 1
環境　　大学 4 4 0
環境　　大学 4 4 0
環境　　その 4 4 0
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 6 2 -4
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　その 5 4 -1
ナノ　　公的 5 4 -1
ナノ　　大学 3 1 -2
ナノ　　大学 5 3 -2
エネ　　公的 2 5 3
エネ　　民間 3 5 2
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　民間 2 3 1
エネ　　公的 3 4 1
エネ　　公的 3 4 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　民間 4 2 -2
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　民間 4 2 -2
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　大学 3 4 1
























































もの　　大学 2 2 0
もの　　民間 3 3 0
もの　　公的 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　民間 3 2 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 3 1 -2
もの　　公的 6 2 -4
社会　　その 2 5 3
社会　　民間 2 4 2
社会　　大学 2 3 1
社会　　大学 2 2 0
社会　　その 3 3 0
社会　　その 4 3 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 2 1 -1
社会　　大学 3 1 -2
社会　　民間 4 2 -2
社会　　大学 5 2 -3
社会　　大学 5 2 -3
社会　　大学 6 3 -3
フロ　　大学 2 5 3
フロ　　公的 1 3 2
フロ　　大学 4 4 0
フロ　　公的 2 2 0
フロ　　大学 4 3 -1
フロ　　公的 2 1 -1
フロ　　民間 4 3 -1














































ライフサイエンス -0.47 20 36 6 0.42 -0.23
情報通信 -0.22 15 35 12 0.44 -0.05
環境 -0.4 21 41 15 0.47 -0.08
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.06 20 46 10 0.39 -0.13
エネルギー -0.3 25 33 11 0.52 -0.2
ものづくり技術 -0.52 25 37 8 0.47 -0.24
社会基盤 -0.12 14 51 6 0.28 -0.11











全回答 -0.26 154 311 75 0.42 -0.15
大学 -0.32 101 189 48 0.44 -0.16
公的研究機関 -0.13 20 35 12 0.48 -0.12






























70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　民間 4 3 -1
ライ　　大学 5 3 -2
情報　　大学 3 4 1
情報　　大学 3 4 1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　公的 4 2 -2
環境　　公的 2 3 1
環境　　大学 3 2 -1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　公的 4 2 -2
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 5 2 -3
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　民間 2 3 1
ナノ　　公的 3 3 0
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 4 1 -3
ナノ　　民間 5 2 -3
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 3 1 -2























































エネ　　大学 4 1 -3
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　公的 4 2 -2
もの　　大学 4 2 -2
もの　　大学 3 1 -2
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 3 3 0
社会　　大学 2 1 -1
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 4 2 -2
社会　　民間 4 2 -2
フロ　　公的 1 4 3
フロ　　民間 4 5 1
フロ　　大学 2 3 1
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　大学 3 2 -1




































ライフサイエンス -0.09 17 38 6 0.38 -0.18
情報通信 -0.55 24 31 7 0.5 -0.27
環境 -0.31 18 42 13 0.42 -0.07
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.01 24 35 17 0.54 -0.09
エネルギー 0.26 19 30 19 0.56 0
ものづくり技術 -0.18 21 41 8 0.41 -0.19
社会基盤 -0.16 19 40 13 0.44 -0.08











全回答 -0.12 151 291 93 0.46 -0.11
大学 -0.26 106 174 55 0.48 -0.15
公的研究機関 -0.04 15 42 8 0.35 -0.11






















70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 1 1 0
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 6 4 -2
情報　　大学 3 2 -1
情報　　公的 5 3 -2
情報　　大学 5 3 -2
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 3 4 1
環境　　公的 2 3 1
環境　　大学 4 4 0
環境　　大学 3 3 0
環境　　その 4 4 0
環境　　大学 5 5 0
環境　　民間 3 2 -1
環境　　民間 3 1 -2
環境　　大学 5 3 -2
環境　　大学 5 3 -2
ナノ　　民間 1 3 2
ナノ　　その 3 4 1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　公的 5 4 -1
ナノ　　民間 4 2 -2
エネ　　民間 3 5 2
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　公的 3 4 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　民間 4 2 -2
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　民間 4 2 -2
もの　　大学 3 4 1
もの　　民間 4 5 1
























































もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　公的 5 3 -2
もの　　公的 5 2 -3
社会　　大学 2 4 2
社会　　大学 3 4 1
社会　　大学 2 3 1
社会　　大学 2 3 1
社会　　大学 2 2 0
社会　　その 3 3 0
社会　　大学 3 2 -1
社会　　その 4 3 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　民間 3 2 -1
社会　　大学 3 1 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 5 2 -3
フロ　　大学 2 5 3
フロ　　公的 2 5 3
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　大学 2 3 1
フロ　　公的 2 1 -1








































ライフサイエンス -0.2 14 40 7 0.34 -0.11
情報通信 -0.2 12 43 7 0.31 -0.08
環境 -0.31 19 40 14 0.45 -0.07
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.06 22 46 8 0.39 -0.18
エネルギー 0.13 21 35 12 0.49 -0.13
ものづくり技術 -0.03 16 42 12 0.4 -0.06
社会基盤 -0.06 14 49 8 0.31 -0.08











全回答 -0.08 126 332 75 0.38 -0.1
大学 -0.11 78 212 43 0.36 -0.11
公的研究機関 -0.12 13 42 10 0.35 -0.05






























70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 5 1
ライ　　公的 3 4 1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 4 2 -2
情報　　大学 3 4 1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　公的 5 3 -2
情報　　その 4 2 -2
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 3 4 1
環境　　公的 4 5 1
環境　　公的 2 3 1
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 3 2 -1
環境　　公的 2 1 -1
環境　　民間 3 1 -2
ナノ　　大学 2 4 2
ナノ　　大学 1 3 2
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 5 5 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　民間 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 5 3 -2
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　民間 4 2 -2
もの　　民間 3 5 2
もの　　大学 4 4 0
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　公的 4 2 -2
もの　　大学 3 1 -2
社会　　大学 2 4 2























































社会　　大学 3 3 0
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 3 2 -1
社会　　民間 3 2 -1
社会　　大学 3 1 -2
フロ　　公的 2 4 2
フロ　　大学 2 3 1
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　大学 3 4 1



























ライフサイエンス 0.08 12 39 11 0.37 -0.02
情報通信 0.07 15 40 7 0.35 -0.13
環境 -0.2 18 49 10 0.36 -0.1
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.04 16 55 5 0.28 -0.14
エネルギー 0.01 13 40 15 0.41 0.03
ものづくり技術 -0.22 13 51 7 0.28 -0.08
社会基盤 -0.41 20 47 5 0.35 -0.21











全回答 -0.11 114 359 66 0.33 -0.09
大学 -0.18 74 222 41 0.34 -0.1
公的研究機関 0.12 14 46 7 0.31 -0.1




























































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　公的 4 3 -1
情報　　大学 5 5 0
情報　　大学 4 3 -1
環境　　大学 2 4 2
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 6 2 -4
ナノ　　民間 3 4 1
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　公的 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 2 4 2
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 3 1 -2
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　民間 3 4 1
もの　　公的 4 4 0
もの　　大学 4 4 0
もの　　大学 2 2 0
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 5 3 -2
社会　　大学 3 4 1
社会　　大学 3 3 0
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 3 2 -1























































社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　その 3 1 -2
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　民間 3 4 1
フロ　　公的 5 4 -1
フロ　　大学 3 2 -1
























ライフサイエンス 0.22 13 37 12 0.4 -0.02
情報通信 -0.16 15 41 6 0.34 -0.15
環境 -0.18 17 44 16 0.43 -0.01
ナノテクノロ
ジー・材料
0.05 18 45 12 0.4 -0.08
エネルギー 0.17 13 40 15 0.41 0.03
ものづくり技術 0.13 14 43 14 0.39 0
社会基盤 -0.11 12 51 9 0.29 -0.04











全回答 0.04 106 339 93 0.37 -0.02
大学 -0.01 72 206 58 0.39 -0.04
公的研究機関 0.31 10 42 15 0.37 0.07





























70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 4 2
ライ　　大学 3 4 1
ライ　　公的 3 3 0
ライ　　公的 3 3 0
ライ　　民間 3 3 0
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 3 2 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 2 1 -1
情報　　民間 5 4 -1
情報　　大学 5 3 -2
環境　　大学 1 3 2
環境　　大学 3 4 1
環境　　公的 3 3 0
環境　　大学 3 2 -1
環境　　民間 3 2 -1
環境　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 2 4 2
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 1 2 1
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　公的 3 3 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　公的 3 2 -1
ナノ　　民間 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 1 4 3
エネ　　公的 2 3 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 2 2 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 1 -3
もの　　大学 1 2 1
もの　　公的 2 3 1
もの　　大学 2 2 0
もの　　大学 2 2 0
もの　　公的 3 3 0






















































もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 4 2 -2
もの　　民間 4 2 -2
社会　　大学 3 3 0
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 3 2 -1
社会　　民間 3 2 -1
社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 5 2 -3
社会　　大学 5 1 -4
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　大学 3 4 1


































ライフサイエンス -0.32 26 30 7 0.52 -0.3
情報通信 -0.52 20 39 5 0.39 -0.23
環境 -0.36 17 40 20 0.48 0.04
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.42 28 37 11 0.51 -0.22
エネルギー 0.22 15 29 24 0.57 0.13
ものづくり技術 0.18 13 44 14 0.38 0.01
社会基盤 -0.67 25 36 11 0.5 -0.19











全回答 -0.23 154 288 101 0.47 -0.1
大学 -0.4 103 176 62 0.48 -0.12
公的研究機関 0.05 19 35 13 0.48 -0.09






















70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 3 1
ライ　　公的 5 5 0
ライ　　公的 4 4 0
ライ　　大学 2 2 0
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　公的 5 4 -1
ライ　　民間 5 4 -1
ライ　　公的 3 1 -2
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　民間 4 2 -2
ライ　　大学 6 3 -3
ライ　　大学 5 2 -3
ライ　　大学 6 3 -3
情報　　公的 1 3 2
情報　　大学 5 4 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　民間 3 2 -1
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 3 1 -2
環境　　大学 2 4 2
環境　　公的 1 3 2
環境　　大学 4 5 1
環境　　大学 3 4 1
環境　　公的 3 4 1
環境　　民間 4 4 0
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 4 2 -2
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 5 2 -3
環境　　大学 6 3 -3
ナノ　　民間 1 4 3
ナノ　　大学 2 4 2
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　公的 3 3 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　公的 3 2 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
エネ　　公的 2 5 3






















































エネ　　大学 3 5 2
エネ　　大学 2 4 2
エネ　　民間 2 3 1
エネ　　公的 3 4 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　公的 2 2 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 2 2 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 4 1 -3
もの　　公的 2 4 2
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 2 3 1
もの　　公的 2 3 1
もの　　大学 4 5 1
もの　　公的 3 3 0
もの　　公的 3 2 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 3 2 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 3 2 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　民間 3 2 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 3 1 -2
社会　　大学 3 4 1
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 3 1 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 5 2 -3
社会　　大学 5 2 -3
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　その 1 2 1
フロ　　大学 3 2 -1
フロ　　大学 4 3 -1
フロ　　その 4 3 -1
フロ　　民間 3 2 -1
フロ　　公的 3 2 -1

































































ライフサイエンス -0.23 20 33 10 0.48 -0.16
情報通信 -0.24 18 35 11 0.45 -0.11
環境 -0.52 18 45 14 0.42 -0.05
ナノテクノロ
ジー・材料
0.12 25 33 17 0.56 -0.11
エネルギー 0.07 18 34 15 0.49 -0.04
ものづくり技術 0.03 18 42 11 0.41 -0.1
社会基盤 -0.23 20 42 10 0.42 -0.14











全回答 -0.12 143 301 97 0.44 -0.09
大学 -0.16 89 196 55 0.42 -0.1
公的研究機関 -0.04 23 28 16 0.58 -0.1






























70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　民間 4 3 -1
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 5 2 -3
情報　　大学 2 3 1
情報　　公的 2 3 1
情報　　公的 2 1 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 3 1 -2
情報　　大学 4 2 -2
環境　　大学 4 5 1
環境　　大学 3 4 1
環境　　民間 3 4 1
環境　　大学 4 4 0
環境　　その 3 3 0
環境　　大学 3 2 -1
環境　　公的 4 2 -2
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 4 2 -2
環境　　大学 5 2 -3
環境　　大学 6 3 -3
ナノ　　大学 2 4 2
ナノ　　民間 2 3 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　その 3 4 1
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　民間 2 3 1
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 5 5 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　民間 5 3 -2
エネ　　大学 2 4 2






















































エネ　　公的 2 3 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 4 2 -2
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　公的 2 4 2
もの　　大学 2 2 0
もの　　民間 2 2 0
もの　　民間 3 3 0
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 3 2 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　その 2 1 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 3 1 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 5 2 -3
社会　　大学 5 1 -4
フロ　　公的 1 4 3
フロ　　民間 4 5 1
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　大学 2 2 0
フロ　　大学 4 3 -1























































ライフサイエンス 0.38 15 32 15 0.48 0
情報通信 0.26 10 36 17 0.43 0.11
環境 0.06 13 49 15 0.36 0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
0.3 21 36 19 0.53 -0.03
エネルギー 0.47 12 35 21 0.49 0.13
ものづくり技術 -0.1 14 42 14 0.4 0
社会基盤 -0.07 15 43 13 0.39 -0.03











全回答 0.2 110 302 126 0.44 0.03
大学 0.24 76 175 88 0.48 0.04
公的研究機関 0.2 12 39 15 0.41 0.05




























70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 4 2
ライ　　公的 2 4 2
ライ　　大学 2 4 2
ライ　　公的 2 4 2
ライ　　大学 4 5 1
ライ　　大学 3 4 1
ライ　　大学 2 3 1
ライ　　大学 2 2 0
ライ　　大学 2 2 0
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　民間 3 2 -1
ライ　　大学 5 2 -3
情報　　大学 3 5 2
情報　　民間 3 4 1
情報　　公的 1 2 1
情報　　大学 3 4 1
情報　　民間 2 3 1
情報　　大学 3 3 0
情報　　大学 2 2 0
情報　　大学 1 1 0
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 2 1 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 2 1 -1
情報　　大学 5 3 -2
環境　　大学 2 5 3
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 4 5 1
環境　　大学 2 3 1
環境　　大学 3 3 0
環境　　大学 3 3 0
環境　　大学 1 1 0
環境　　その 3 3 0
環境　　民間 2 2 0
環境　　民間 5 4 -1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 2 4 2
ナノ　　大学 3 5 2
ナノ　　民間 2 4 2
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 1 2 1
ナノ　　公的 2 3 1
























































ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　民間 3 2 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
エネ　　大学 1 3 2
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　民間 2 3 1
エネ　　大学 1 1 0
エネ　　その 4 4 0
エネ　　大学 2 2 0
エネ　　公的 2 2 0
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　大学 3 1 -2
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　大学 3 5 2
もの　　公的 2 3 1
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 4 5 1
もの　　大学 3 3 0
もの　　大学 4 4 0
もの　　大学 2 1 -1
もの　　民間 2 1 -1
社会　　大学 1 2 1
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 3 1 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 3 1 -2
社会　　大学 5 2 -3
フロ　　公的 1 3 2
フロ　　大学 4 6 2
フロ　　大学 2 4 2
フロ　　大学 2 2 0
フロ　　大学 2 1 -1
フロ　　大学 3 2 -1

































































































2006 5.2 2.2 0.9 2.6 4.0 2.2 0.3 0.9 1.8 33.0 6.6 0.9 15.1 20.8 8.5 0.9 3.8 10.4
2007 5.5 1.7 0.6 2.1 3.9 2.9 0.3 1.0 2.0 36.5 5.8 0.0 9.6 20.2 11.5 1.0 3.8 11.5
2008 5.5 1.5 0.8 1.8 4.1 2.9 0.3 0.9 2.3 37.9 2.1 1.1 9.5 22.1 10.5 1.1 3.2 12.6
2009 5.4 1.5 0.5 2.3 4.1 3.1 0.4 0.6 2.1 35.1 3.2 1.1 12.8 20.2 11.7 1.1 1.1 13.8
2010 5.7 2.0 0.5 2.0 3.6 3.6 0.3 0.5 1.7 42.4 5.4 0.0 10.9 16.3 13.0 0.0 1.1 10.9
2006 3.4 2.0 1.2 2.0 3.7 2.9 1.4 1.3 2.1 19.6 11.8 2.9 9.8 22.5 13.7 6.9 1.0 11.8
2007 3.9 2.1 1.8 1.8 3.0 3.1 1.0 1.4 1.9 23.4 12.8 5.3 8.5 14.9 18.1 5.3 3.2 8.5
2008 4.0 2.2 1.5 1.7 2.7 3.1 1.2 1.3 2.2 25.9 12.9 3.5 9.4 10.6 18.8 7.1 2.4 9.4
2009 3.9 2.2 1.4 1.6 3.0 3.3 1.2 1.4 2.0 24.8 12.9 3.0 8.9 13.9 18.8 5.9 4.0 7.9
2010 3.9 2.2 1.4 1.6 3.3 3.3 1.1 1.1 2.0 24.4 12.2 6.7 6.7 18.9 16.7 3.3 3.3 7.8
2006 5.2 1.8 0.9 1.9 2.7 3.5 0.9 1.3 1.8 35.1 6.1 1.8 9.6 12.3 15.8 4.4 6.1 8.8
2007 5.4 1.8 0.7 1.5 2.7 3.9 0.6 1.3 2.0 35.2 8.6 1.9 5.7 12.4 18.1 2.9 4.8 10.5
2008 6.0 1.5 0.7 1.5 2.4 4.2 0.8 1.2 1.8 42.4 6.5 0.0 5.4 8.7 19.6 4.3 3.3 9.8
2009 6.1 1.7 0.8 1.4 2.1 4.4 0.5 0.9 2.2 44.4 8.1 0.0 4.0 5.1 25.3 2.0 2.0 9.1
2010 6.4 1.7 0.9 1.1 2.2 4.2 0.7 0.9 2.0 48.9 6.7 2.2 2.2 6.7 21.1 3.3 2.2 6.7
2006 4.7 1.6 1.2 1.1 3.8 4.2 0.7 1.3 1.4 29.4 7.3 2.8 2.8 22.9 22.9 1.8 4.6 5.5
2007 4.5 1.9 1.0 1.6 3.6 4.2 0.6 0.9 1.5 26.2 9.3 2.8 6.5 24.3 21.5 0.9 3.7 4.7
2008 4.7 1.5 1.0 1.7 3.1 4.3 0.9 1.1 1.7 27.3 10.1 2.0 9.1 20.2 19.2 2.0 3.0 7.1
2009 4.5 1.9 1.0 1.6 3.6 4.0 0.7 0.9 1.9 27.4 10.5 4.2 6.3 23.2 16.8 2.1 2.1 7.4
2010 4.8 1.9 0.8 1.5 3.2 4.1 0.9 0.8 2.1 29.3 9.8 3.3 6.5 18.5 17.4 3.3 2.2 9.8
2006 3.9 1.8 1.0 1.8 3.3 3.6 0.7 1.9 2.0 26.4 7.3 1.8 7.3 17.3 17.3 0.9 12.7 9.1
2007 3.9 1.5 0.8 1.3 3.2 4.5 1.0 1.9 1.9 23.4 8.4 1.9 4.7 15.0 24.3 2.8 12.1 7.5
2008 4.2 1.4 0.8 1.4 3.2 4.5 0.9 1.7 2.1 25.3 6.6 3.3 2.2 15.4 24.2 3.3 8.8 11.0
2009 4.6 1.4 0.7 1.4 3.0 4.9 0.6 1.4 1.9 27.1 6.3 1.0 5.2 13.5 30.2 0.0 6.3 10.4
2010 4.2 1.6 0.9 1.3 2.9 5.0 1.1 1.6 1.5 23.9 9.1 4.5 5.7 11.4 29.5 3.4 6.8 5.7
2006 3.6 1.8 1.0 1.6 3.2 3.5 1.8 2.0 1.5 20.0 9.0 3.0 8.0 17.0 22.0 3.0 11.0 7.0
2007 3.4 1.4 1.1 1.6 3.1 4.1 1.7 1.9 1.7 15.3 7.1 5.1 7.1 14.3 28.6 3.1 10.2 9.2
2008 3.8 1.6 1.1 1.0 3.3 4.3 1.5 1.7 1.6 19.3 6.8 4.5 4.5 18.2 28.4 3.4 6.8 8.0
2009 4.3 1.7 1.1 1.3 3.1 3.9 1.3 1.9 1.4 23.7 7.2 2.1 7.2 17.5 25.8 2.1 7.2 7.2
2010 3.8 1.8 1.4 1.3 2.7 4.3 1.4 1.8 1.6 22.0 9.8 2.4 6.1 14.6 25.6 2.4 8.5 8.5
2006 5.2 1.9 0.9 1.3 2.7 4.1 1.3 1.2 1.4 32.4 6.3 2.7 3.6 11.7 23.4 5.4 6.3 8.1
2007 5.3 1.9 0.7 1.4 2.5 4.4 1.1 1.3 1.4 33.0 5.7 1.9 5.7 10.4 24.5 5.7 6.6 6.6
2008 5.5 1.8 0.7 0.9 2.6 4.5 1.2 1.3 1.4 35.9 3.3 2.2 2.2 8.7 26.1 7.6 7.6 6.5
2009 5.6 1.8 0.6 0.8 2.7 4.7 1.1 1.2 1.5 37.9 6.3 1.1 2.1 9.5 27.4 6.3 5.3 4.2

























2006 4.7 2.1 1.4 1.5 2.8 4.1 1.0 1.3 1.1 31.8 10.6 3.5 4.7 11.8 21.2 1.2 9.4 5.9
2007 5.0 2.1 1.2 1.6 2.6 4.2 1.0 1.2 1.2 31.0 9.5 1.2 7.1 10.7 22.6 2.4 8.3 7.1
2008 5.0 1.9 1.3 1.2 2.4 4.5 1.1 1.1 1.4 28.8 8.2 1.4 4.1 9.6 27.4 2.7 8.2 9.6
2009 5.2 1.8 1.4 1.4 2.2 4.4 1.1 1.1 1.3 32.4 9.9 2.8 4.2 7.0 25.4 2.8 8.5 7.0


































1   9   5 5   7   8
不況による就職状況の変化。 5   6   2 6   5   2
博士後期課程の活性化が以前以上に必要となった。 7   5   6 5   6   1
若手研究者や博士課程学生が海外で活躍するケースが少なくなっている。また中国や韓国などの
海外志向に比べ見劣りがする。 1   5   3 1   3   5
学生への経済的支援は充実してきた。permanent jobが少なすぎる！ 1   6   5 1   6   9
大学のキャリアパスの多様化を促す仕組みの必要性。 6   5   1 6   5   7
海外には、ポストドクターの就職先が多くあるため、促進すれば効果が期待できる。 5   1   8 5   1   2
アカデミックなポジションが減っている中で、企業の問題を、大学に持ち込んで、企業にとって戦力
となる人材育成に期待するから。 1   2   3 1   2   7
よい人材を育てることも大切だが、よい人材が参入することがもっと重要である。現在の最も大きな
問題は、ここに挙げられた9つの方策ではなく、この分野の産業が活況を呈することである。 2   3   1 8   2   3
若手育成には産学協同による交流がもっと必要。 4   3   1 4   3   8
学位取得後2-3年は、企業側が新卒扱いとし、ポスドクを経験しても就職に不利とならないようなシ
ステムを作るべき。 9   1   6 9   6   1
海外でポスドクを希望する若手への経済的支援は必要。将来の日本の科学技術の基盤のひとつの
大事な要素になる。 5   6   1 5   2   1
早いうちに安定した環境で真の実力を伸ばせるようにすることが重要だがそれができていない。予




5   1   7 1   6   7
ポスドクに希望を与えることがますます重要になっている。任期制等で若手研究者が海外に出かけ
る意欲を失っていることは人材育成上大きな問題である。 5   1   9 1   5   2
・海外で修業する意欲の低下が著しい。　・各大学とも博士課程後期の経済的支援が少しは良く
なった。 1   5   2 2   6   5
最近留学希望者が激減している。 1   4   5 1   2   4
9．若手の処遇を3位に選んでいたが、それは改善されつつある。それに対して、2．海外の研究機









5   9   2 9   5   2
アカデミックなポジションが減少していることは現場の指導者としてひしひしと感じている。国公立大






6   5   1 6   5   9
Permanentの職が少ないために博士後期課程（博士課程）に進学する数が少なくなっている。 9   4   1 9   6   1
博士課程の進学、研究者減少の就職難。 1   3   8 1   6   8
研究資金等の経済的な支援は、かなり改善されてきている様に感じるが、研究修了後のポジション
が十分に確保されていないように感じる。大学や企業の雇用が減っている影響か。 1   5   6 1   6   9


















































意識の変革が必要であろう。ドクター学位保持者に対する優遇（給与、昇進面）。 5   6   9 6   5   7
先端材料が除々に実用化に向かっている。 6   1   5 1   6   5
前回3位に5を選択したが、現在かなり充実してきた。9が緊急と考えた。 1   6   5 1   9   6
博士課程に進学しない理由は経済面であるケースが目立つようになった 1   6   5 5   6   1
企業が博士課程の学生を採用する様な仕組を作る必要がある。 1   6   8 1   7   6
産業技術の継承の観点、新規事業の振興の観点の両面から見て、大学院生の産業技術マインドを
高めるべき。 2   8   6 2   8   7
博士課程在学者への支援は、各大学の努力で充実しつつある。 5   6   2 6   1   2
海外へ出る研究者は、国内に残る研究者に比べて一段下のレベルが多い。 1   6   4 1   6   2
7に関しては、産学連携の必要性を強く感じるようになったため。 5   6   3 6   5   7




2   7   1 2   7   8
研究者としての就職先に不安があるため研究者の魅力が低下している。安全志向が強く海外に出
て学ぼうとしない。 4   2   7 4   2   1
学生から（セミ）プロ研究者に視点を変えた。 5   6   1 9   1   2
若い人が海外に出ない。 1   4   9 2   1   9
不況のために企業にかかわらず、ポスト不足のために優秀な人材が確保できない。さらに、「優秀」
とはかけ離れた政治的手腕に長けた者がポストを得る傾向にある。 6   9   2 9   6   2
どれも重要で、総合的な対策が必要。 1   9   2 1   9   2
ポスドクで就職できない方が増えているため。 9   8   6 9   6   1
海外留学者が減少しており国際競争力が弱くなっている。博士号を取っても就職先がますます減っ
ている。 9   8   2 3   2   6
2の重要性を痛感する。国内の幸せから出たくない、というひ弱さ。 6   1   8 1   2   5
社会情勢が厳しいので若手は安定を求めている。 5   6   1 6   5   1
海外で活躍できる人材が特に減少。 6   9   1 6   1   2
博士課程在学中および修了後の生活が大変厳しくなっている。 5   3   2 5   6   1
若手研究者の生活を確保し、研究テーマによる競争的研究資金は、活力を生み出すと考える。 6   7   3 6   7   4
若手の海外での研究体験が必要。 1   5   6 1   6   2
若手研究者の研究を刺激するような機会を増やすことがより重要となっている。 1   2   5 1   2   3
若者には魅力ある講座の新設と将来性を明解に示す必要があると考えるため。 9   3   2 7   2   9
評価手法があいまい。 6   1   9 6   1   5
研究・交流の機会、研究資金拡充については機会が増加しているが、若手人材の将来の身分の安
定についてはまだ希望が持てない状態であり、それが優れた人材の育成の障害となっているため。 1   6   4 1   6   8
就職先と収入の安定が必要。 6   9   1 6   1   9
日本人の学生が博士後期に進学しない主な理由に、就職が困難であることや、研究職の場合、任
期付である場合がほとんどであることが挙げられる。 2   5   4 6   5   1
研究資金の拡充以上に、海外の研究機関で研究を進めることのできるような高い能力をもつ若手研
究者をもっと育てる必要がある。 6   1   4 6   1   2
大学院と企業との連携が重要。 2   5   8 2   7   8
3.等によるメンターシップの重要性が増している。 1   4   3 1   3   4




4   2   1 6   5   1
昨今の就職事情悪化に関連した本項目の必要性を感じる。 1   5   9 1   5   8
就職先（パーマネントの）が確保されなければ、そもそも大学院に進学する学生も減る。腰を落ち着
けて研究することが重要だから。 6   2   4 6   1   4
若手技術者のキャリアパス、就職先の確保が急務。 1   8   6 1   6   7
少子化に伴い、若手研究者確保のため、処遇改善が必要と考えていたが、数より質の問題と考え
る。質の改善には、競争と刺激が必要であり、海外との交流が重要と考える。 6   8   9 2   3   4
国外の優れた若手研究者を積極的に招へいすべきである。 5   9   4 5   4   9
G-COE、その他のプロジェクトの予算で海外の多くの研究者が来日するようになっている。 1   6   3 1   6   9
国の研究費削減、ポスト削減などが急速に進んでおり　研究費の面からも、生活の面からも今後研
究者が研究を続けていく環境ではなくなってきている。 6   5   3 9   6   5
若手研究者のバイタリティが不足している。広く世界と交わることで、アグレッシブになることを期待










































リーマンショッック以降、就職へのハードルはいろいろ高くなっている。 1   5   7 1   5   6
就職できるか否かが重要課題となっている。 1   2   5 1   5   6
若手研究者の国内志向を感じる様になっているので。 9   5   6 9   3   1
この1年間、前回の回答と異なるような情報に接していない。ものづくりの会社の研究所では、不況
対策に追われている観がある。 1   3   9 1   3   9
若手（女性含む）を対象とした最先端競争資金に失望。大学を研究のみで評価せず、教育機関とし
て早急に見直す必要あり。 4   8   3 8   3   9
教育は充実してきているが、就職先が不足。 1   5   6 6   1   7
後期進学者への経済支援と就職先の確保は進学希望者にとって是非必要であるが、もう一つ動機
付けのための海外研究者との交流（国際会議等）も重要である。 6   5   9 6   5   3
最先端若手研究支援など新制度の導入により変更。近年のグローバル化に対応し変更。ポスドクの
高齢化問題により変更。 4   8   2 2   3   1
イノベーディブな人材、社会のニーズを強く理解し、即戦力となるような人材が必要になっている。 5   6   1 7   5   6
(8)の大学側が産業界に動きかける能力が低下している。 9   8   2 9   2   7
若手研究者には、もっと海外の現状を知って欲しい。 5   9   1 5   9   3
企業では何が必要とされているかを実感すること、および、大学で何を学び、何の研究を推進する
べきかを知る機会が必要と考えます。 6   1   7 6   1   8
海外研究会は増大している。本人の意識レベル高揚が重要。 1   7   3 1   7   2
博士課程（後期）進学希望者の低下をくい止めるには、専門を生かすことのできる進路（就職先、実
践の場）をある程度整備する必要がある。 9   8   1 9   8   6
「ゆとり」教育世代が大学院へ進みつつあり、基礎学力の低下が顕著になってきた。大学教員の教
育にかかる「手間」も増えている。故に、抜本的「教育」の水準向上が必要になっている。 5   1   9 5   9   0





1   4   9 7   8   9
本分野では就職先の確保が必要となってきている 2   7   9 2   6   4
ものづくりに関しては海外の研究機関、研究者との交流以前に、国内での人材育成の機能が弱体
化している。 6   2   3 6   4   8
博士課程進学者を増やすための手段として経済的支援が不可欠。 1   6   3 1   6   5
今後とも重視されると考える、海外の展開には人材が必要だが、現在、若手研究者は海外へ出るこ
とを嫌う傾向がある。 1   6   8 1   6   8
ポスドクからポスドクのたらい回ししかないのが問題。パーマネントポジションが必要。民間企業の姿
勢が中途半端である。 5   8   6 1   5   6
外国にできるだけ多く出て、実力を磨くことが重要である。また、友人関係もたくさん作ることが大
切。 2   1   5 2   5   1




1   3   7 3   6   7
ポスドク等の席は減っていない（増えている？）が、任期付が多くなっており、先行き不透明感を強く
感じている人が多いようだ。 6   1   9 1   4   6
パーマネント職が減っており、大学で博士過程を修める意欲が下がっている。 4   2   7 4   2   6
若手のレベルが向上して来ている。それを更に推進することが良い。 1   3   6 3   1   6
日本の優秀な若者をもっと海外に出して鍛える機会を増やすべき。英語で自由にディスカッション
できる語学力を身に付けた一線の研究者を増やすべきである。 5   2   1 5   2   3
前回「6」を入れましたが、単に就職先を確保するといっても無理なので（意味がないので）。 8   2   6 8   2   7
大学側からの働きかけは、様々な工夫がなされて来ている。 6   8   4 6   5   4
国の行っているポスドク制度に無理があり現実的な解決策がほしい。 5   6   3 5   6   1
若手研究者の早期独立も必要なことではあるが、若手の十分な教育を行う必要が今重要であると思
う。 1   5   9 3   5   9
経済的理由、家庭の理由（一人っ子であるなど）により博士課程に進学しない学生が増えつつある 1   9   6 1   5   6
英語の能力だけでなく考え方あるいはコミュニケーション能力の不足があります。やはり経験が非常
に重要と思われます。 6   9   7 2   3   7
昨今の就職先の著しい減少による(就職難)。 9   1   5 1   9   5
1と6は、基本的には類似の方策と解釈。 3   4   6 1   3   4
人員削減と定年延長などにより博士修了者の就職はさらに厳しい状況になっている。 5   6   4 6   5   4




























課程（後期）への進学希望者が減少した。 3   4   9 3   1   9
依然として、7の必要性は感じるが、2の海外機会の方が、効率が高い。 4   9   7 4   9   2
博士課程在学者の経済的支援より、むしろ産業界の動向や方向性を院生時代から学ばせた方が、
我が国の技術開発の発展に寄与すると思われる。 2   3   5 2   3   7
就職先は若手の能力次第で決まるように日本の経済状況も変化しているので、本人の能力向上の
機会を与えることの必要性が高まった。 6   3   1 8   3   2
研究者の安定した生活基盤を確保することが重要。 8   2   7 1   9   7
博士課程進学後の「閉塞感」が進学を阻害し、これからの人材育成に影を落としつつある。 6   1   2 6   1   2
基礎研究に従事する若手（博士課程進学者）を増やす必要がある。 5   3   9 5   6   9
就職先不足により就職時の年齢が上がっている。海外での研究機会が得られる制度の年齢上限が
あるため、機会が減少傾向にある。若手研究者の意欲も必ずしも高くない。 1   6   5 1   6   2
3位を海外から産業界へ変更。1位の1と関連するが、産業界でのドクターの位置付けを高める必要
がある。 1   6   2 1   6   8
工学系においてもポスドク問題が顕在化しつつあるため、早急な対策が必要と考える。特に、大学・
産業界の交流において人材交流をさらに活性化させることが重要。 9   1   5 1   9   5
DC、若手の就職難は深刻。 1   5   2 5   6   1
就職は就職として重要だが、その前に若手を海外交流で鍛える必要がある。 1   6   8 3   2   6
5→6 JSPS DCシステム特別研究員などが一部拡充された。 1   5   9 1   6   9
処遇というよりもっと社会を知る必要がある(タコツボに入っている)。 2   9   3 2   3   8
実用化に対応して、資金が必要ではないか。 1   6   8 1   6   4
研究職に就職先がなかなか確保できなくなっている。 5   9   6 5   6   9
5は制度的に充実してきている。国立大学の大幅予算カットにより、1の問題が深刻になりつつある。 5   3   2 1   3   2
できるだけ一度は外国に出て、環境の違いを自覚して、たくましさを身につける必要がある。日本が
沈没している。 5   1   6 5   1   2
交流機会が少ない。 6   5   1 6   5   2
若手でも国内では自由な研究時間がだんだん確保しにくくなっているので、1位と2位を入れ替え
た。 6   2   1 2   6   1
博士課程後期の数が多いこと、ポスドクの数が多いことは現実問題として大きい。ポスドクの質は企




6   5   9 6   9   1
就職先が不安であると、博士課程（後期）に進学してくれないため。 5   1   4 6   5   1














ライフサイエンス -0.29 15 33 15 0.48 0
情報通信 -0.06 14 37 12 0.41 -0.03
環境 -0.24 18 47 12 0.39 -0.08
ナノテクノロ
ジー・材料
0.08 15 44 17 0.42 0.03
エネルギー -0.02 12 43 13 0.37 0.01
ものづくり技術 -0.09 12 48 10 0.31 -0.03
社会基盤 -0.01 11 50 10 0.3 -0.01











全回答 -0.05 102 341 97 0.37 -0.01
大学 -0.09 64 208 70 0.39 0.02
公的研究機関 -0.05 20 40 7 0.4 -0.19


















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 5 3
ライ　　大学 3 4 1
ライ　　大学 2 1 -1
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 5 3 -2
情報　　大学 3 4 1
情報　　大学 6 6 0
情報　　民間 4 4 0
情報　　大学 5 3 -2
情報　　公的 4 2 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　民間 4 2 -2
環境　　大学 2 4 2
環境　　大学 1 1 0
環境　　公的 4 3 -1
環境　　大学 4 3 -1
ナノ　　その 3 4 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　民間 3 4 1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 1 -3
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　大学 3 2 -1
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 4 4 0
もの　　公的 4 3 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 4 2 -2
もの　　大学 3 1 -2
もの　　公的 5 2 -3
社会　　大学 2 4 2
社会　　大学 3 4 1
社会　　公的 2 2 0































































ライフサイエンス -0.12 15 29 19 0.54 0.06
情報通信 -0.41 17 35 12 0.45 -0.08
環境 -0.16 13 47 17 0.39 0.05
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.21 16 43 17 0.43 0.01
エネルギー 0.24 11 45 13 0.35 0.03
ものづくり技術 -0.15 15 42 13 0.4 -0.03
社会基盤 0.04 8 50 13 0.3 0.07











全回答 -0.08 100 328 114 0.39 0.03
大学 -0.19 66 204 71 0.4 0.01
公的研究機関 0.22 13 39 15 0.42 0.03





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 1 3 2
ライ　　公的 3 4 1
ライ　　大学 1 2 1
ライ　　大学 3 2 -1
情報　　民間 1 2 1
情報　　大学 4 4 0
情報　　民間 1 1 0
情報　　民間 4 4 0
情報　　大学 4 3 -1
情報　　その 4 3 -1
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 5 1 -4
環境　　大学 2 4 2
環境　　大学 1 1 0
環境　　民間 5 5 0
環境　　公的 4 2 -2
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　公的 4 2 -2
もの　　民間 3 4 1
もの　　公的 2 3 1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　民間 3 2 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　公的 4 3 -1
社会　　大学 3 5 2
社会　　大学 4 4 0
社会　　大学 3 2 -1




























































ライフサイエンス -0.17 11 40 11 0.35 0
情報通信 -0.05 7 49 8 0.23 0.02
環境 -0.3 11 57 9 0.26 -0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.22 9 58 9 0.24 0
エネルギー -0.13 7 51 11 0.26 0.06
ものづくり技術 0.03 10 51 10 0.28 0
社会基盤 0.08 12 45 14 0.37 0.03











全回答 -0.11 72 393 78 0.28 0.01
大学 -0.06 49 245 49 0.29 0
公的研究機関 -0.05 9 46 11 0.3 0.03

















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　その 2 4 2
ライ　　大学 2 3 1
ライ　　大学 5 4 -1
情報　　公的 3 5 2
情報　　大学 4 5 1
環境　　大学 5 6 1
環境　　大学 6 6 0
環境　　大学 5 4 -1
ナノ　　公的 2 4 2
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　大学 6 6 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 5 1 -4
エネ　　民間 3 5 2
エネ　　大学 5 6 1
エネ　　大学 5 6 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 5 5 0
エネ　　公的 5 5 0
エネ　　大学 5 5 0
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 6 4 -2
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　大学 3 5 2
もの　　民間 5 5 0
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 5 4 -1
もの　　大学 5 3 -2
社会　　大学 2 4 2
社会　　公的 5 5 0
社会　　大学 6 6 0
社会　　大学 4 2 -2
フロ　　大学 5 6 1
フロ　　民間 4 5 1
フロ　　大学 5 3 -2






























































ライフサイエンス 0.13 7 42 13 0.32 0.1
情報通信 0.13 8 48 8 0.25 0
環境 -0.03 13 49 15 0.36 0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
0.21 9 57 10 0.25 0.01
エネルギー 0.48 3 41 24 0.4 0.31
ものづくり技術 0.14 7 53 11 0.25 0.06
社会基盤 0.27 7 52 12 0.27 0.07











全回答 0.16 58 388 95 0.28 0.07
大学 0.09 40 241 61 0.3 0.06
公的研究機関 0.13 9 48 9 0.27 0





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　大学 5 3 -2
情報　　大学 2 3 1
情報　　民間 1 1 0
情報　　大学 3 2 -1
環境　　公的 2 4 2
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 3 3 0
環境　　大学 1 1 0
環境　　公的 4 3 -1
環境　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　民間 4 5 1
ナノ　　民間 2 2 0
エネ　　大学 2 4 2
エネ　　大学 2 4 2
エネ　　大学 3 5 2
エネ　　公的 3 5 2
エネ　　民間 2 4 2
エネ　　民間 4 5 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　大学 4 3 -1
社会　　大学 1 2 1
社会　　大学 2 3 1
社会　　公的 1 2 1
社会　　大学 2 1 -1
社会　　その 6 4 -2
フロ　　大学 2 4 2
フロ　　大学 2 2 0
フロ　　大学 4 3 -1
フロ　　公的 4 3 -1




















































ライフサイエンス -0.05 7 46 7 0.23 0
情報通信 -0.14 7 50 6 0.21 -0.02
環境 -0.14 8 59 10 0.23 0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.06 12 59 5 0.22 -0.09
エネルギー -0.34 11 48 9 0.29 -0.03
ものづくり技術 -0.45 12 49 9 0.3 -0.04
社会基盤 -0.06 6 55 9 0.21 0.04











全回答 -0.15 68 407 62 0.24 -0.01
大学 -0.19 52 244 44 0.28 -0.02
公的研究機関 -0.06 4 56 6 0.15 0.03
民間企業 -0.13 11 80 8 0.19 -0.03
















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　公的 6 4 -2
情報　　大学 3 4 1
情報　　大学 5 5 0
情報　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 5 6 1
ナノ　　その 5 5 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
エネ　　大学 2 4 2
エネ　　民間 4 4 0
エネ　　大学 5 5 0
エネ　　民間 3 3 0
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 3 2 -1
もの　　大学 4 5 1
もの　　大学 6 4 -2
もの　　大学 5 1 -4
社会　　大学 2 4 2
社会　　大学 4 5 1
社会　　大学 6 6 0
フロ　　民間 2 4 2
フロ　　公的 4 6 2
フロ　　大学 5 5 0















































ライフサイエンス 0.42 8 38 14 0.37 0.1
情報通信 -0.1 9 47 7 0.25 -0.03
環境 0.06 8 56 13 0.27 0.06
ナノテクノロ
ジー・材料
0.32 8 51 17 0.33 0.12
エネルギー 0.25 6 43 19 0.37 0.19
ものづくり技術 0.11 10 50 10 0.29 0
社会基盤 0.11 5 57 8 0.19 0.04











全回答 0.17 58 383 96 0.29 0.07
大学 0.1 44 233 63 0.31 0.06
公的研究機関 0.49 3 53 10 0.2 0.11
民間企業 0.03 8 74 17 0.25 0.09
















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　公的 2 5 3
ライ　　その 3 4 1
ライ　　大学 2 3 1
ライ　　大学 3 2 -1
情報　　大学 5 6 1
情報　　民間 5 3 -2
環境　　大学 4 4 0
環境　　その 4 4 0
環境　　民間 4 4 0
ナノ　　民間 2 4 2
ナノ　　民間 3 4 1
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 2 4 2
エネ　　大学 2 4 2
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　大学 3 4 1
もの　　大学 2 3 1
もの　　民間 2 3 1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　民間 2 1 -1
もの　　大学 3 1 -2
社会　　公的 3 4 1
社会　　大学 1 1 0
社会　　大学 3 2 -1
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　大学 4 3 -1


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2006 3.9 3.2 7.2 4.2 1.5 24.0 5.8 48.1 18.3 3.8
2007 3.3 3.3 7.3 4.5 1.6 17.3 7.7 46.2 23.1 5.8
2008 3.2 3.3 7.0 4.9 1.6 16.7 8.3 45.8 25.0 4.2
2009 3.7 3.4 7.1 4.3 1.5 24.2 7.4 43.2 22.1 3.2
2010 3.2 3.3 7.0 5.3 1.3 17.6 7.7 47.3 25.3 2.2
2006 4.5 3.6 6.4 3.2 2.3 22.2 12.1 42.4 14.1 9.1
2007 4.6 3.7 6.2 3.4 2.2 27.1 9.4 40.6 14.6 8.3
2008 4.9 3.3 5.6 3.9 2.3 27.1 9.4 35.3 20.0 8.2
2009 4.2 3.4 6.1 4.4 1.9 19.8 9.9 41.6 23.8 5.0
2010 3.9 3.5 6.0 4.5 2.1 21.1 7.8 37.8 26.7 6.7
2006 4.5 3.7 5.7 4.8 1.3 28.1 10.5 36.0 22.8 2.6
2007 4.3 3.4 5.8 5.1 1.4 28.6 7.6 37.1 24.8 1.9
2008 4.6 3.5 5.7 4.6 1.6 30.1 8.6 35.5 23.7 2.2
2009 4.3 3.2 6.4 4.8 1.2 30.3 6.1 39.4 23.2 1.0
2010 4.6 3.4 5.7 5.1 1.2 30.4 8.7 31.5 28.3 1.1
2006 3.1 3.5 7.0 4.8 1.7 17.1 10.8 42.3 27.9 1.8
2007 2.9 3.2 7.3 4.9 1.6 14.7 7.3 47.7 29.4 0.9
2008 2.9 3.3 7.2 5.1 1.5 14.1 8.1 45.5 31.3 1.0
2009 2.8 3.0 7.2 5.4 1.7 13.5 7.3 43.8 33.3 2.1
2010 3.0 3.2 7.1 5.3 1.3 15.2 9.8 42.4 31.5 1.1
2006 4.7 4.3 5.4 3.9 1.7 31.8 13.6 30.9 19.1 4.5
2007 4.3 3.9 5.9 4.3 1.6 27.1 10.3 34.6 24.3 3.7
2008 4.2 3.5 5.7 4.8 1.9 26.4 7.7 30.8 29.7 5.5
2009 4.6 3.3 5.5 5.0 1.6 32.0 8.2 26.8 28.9 4.1
2010 4.5 3.4 5.5 4.9 1.6 29.5 9.1 29.5 28.4 3.4
2006 3.2 3.8 6.0 4.7 2.4 20.8 16.8 25.7 26.7 9.9
2007 3.5 3.9 5.7 4.7 2.2 20.4 16.3 25.5 29.6 8.2
2008 3.1 4.1 5.9 5.1 1.8 18.2 17.0 27.3 31.8 5.7
2009 3.3 4.1 6.1 5.1 1.5 19.6 17.5 28.9 28.9 5.2
2010 3.1 3.7 6.1 5.4 1.7 19.3 12.0 31.3 28.9 8.4
2006 5.1 3.2 5.9 4.5 1.3 39.6 2.7 29.7 26.1 1.8
2007 5.0 3.3 5.7 4.5 1.5 35.5 2.8 30.8 29.0 1.9
2008 4.8 3.1 5.8 4.7 1.5 32.3 3.2 29.0 32.3 3.2
2009 4.3 3.3 6.0 5.1 1.3 28.4 4.2 28.4 35.8 3.2
2010 4.4 3.0 6.0 5.2 1.3 28.6 3.3 28.6 36.3 3.3
2006 6.0 2.9 5.3 4.1 1.7 45.3 3.5 22.1 23.3 5.8
2007 5.8 2.6 5.6 4.5 1.5 44.0 2.4 22.6 27.4 3.6
2008 6.1 2.4 5.4 5.0 1.1 45.8 1.4 18.1 30.6 4.2
2009 6.3 2.5 5.3 4.9 1.0 49.3 2.8 21.1 26.8 0.0
































































課題に対して集中的組織的継続性をもっと実施すべき。又、審査委員の既得権化の排除。 1   5   2 2   1   5




1   2   4 4   1   2
最近はtop downが行き過ぎるため基盤劣化が起こっている。 1   3   4 2   3   4





2   1   5 4   1   3
大学etcの運営費交付金の減額は基盤研究の低迷をもたらし始めている。 1   2   3 1   2   4
公募も良いが、オーバーヘッドが大きい。基盤的経費が大学でほとんど実質ゼロは厳しい。 3   4   0 4   3   2
政府の方針が変わりすぎるので、長期的予測ができない。 1   3   2 2   3   1
科研費等が重要であるが、より裾野を広げるためには、陽の当たらない多くの研究を継続していく必
要がある。 3   4   0 4   3   0
公募型の競争的資金は増えたが、逆に命題を持った、あるいは種々の背景をきちっと考えたプロ
ジェクトが減少している。 1   5   3 1   5   4
プロジェクト化しにくい分野の研究を進めていくには、運営費交付金の削減は致命的である。 2   3   1 4   2   3




4   3   0 5   1   0
研究者が雑用に取られる時間が多すぎる。大学（特に国立、公立系）の事務局の能力を上げ、一部
の私立大学のように研究者を雑用から開放すべき。 3   1   2 3   1   4
大学の研究環境の維持が問題となっている現在の状況による。 3   2   4 3   4   2
基盤的経費がほとんどなくなってきており、科研費に向けての準備もできなくなってきそうに思われ
る。 3   4   2 4   3   2
基盤研究の強化が重要。 5   1   0 5   1   4
本分野を発展させるためには優秀な研究者の確保が重要であり、予算を公募型研究費に重点配
分すべきである。 4   3   2 3   2   4
1に意外性がなくなっている。 3   4   1 4   3   5
運営費交付金の減少が著しい。雑誌購読料が急騰しているなど、基盤的経費が不足している。 3   1   2 4   3   1
重要な分野が必ずしも国家プロジェクトになるとは限らない（1が低い理由）。 4   1   3 4   3   1
民はある程度、実績がある。国がもっと本腰を入れるべきである。 4   5   2 4   2   5
運営費交付金の減少が「基盤」を揺るがしつつある。 3   1   4 3   4   1
政府主導では安定性に欠け、あいまいな資金になるリスクがある。かわって、各省ができれば連携し
て、大型の資金を拡充することが望ましい。 1   3   4 2   3   4
本分野の国際競争の状況を考えるとプロジェクト的運営が主要である。 1   3   4 1   4   2




1   3   2 3   5   2
大学に勤務する研究者は教育の負担増により、研究機関とは異なる研究環境に置かれていると意
識することが多くなってきている。 3   2   1 3   4   1
経済の低成長が続いている。民間からの研究資金に期待できなくなった。 3   4   5 3   4   1
がん・ゲノム・脳など特定のものはそれなりに意味があった。 4   5   3 3   1   4
国家プロジェクト資金は、使途制限が強く運用しにくいため、もっと自由な発想による、自由に使える
研究費が重要。 1   3   5 3   1   5
以前は3位に1を選択していたが、運営交付金の毎年の削減により、基礎研究の弱体化が進んでお
り、paper数が明らかに減少している。 3   2   1 3   2   4
3位に2よく練られたものならよい。ただし、ターゲットを定める各省の御用達研究者の、ビジョンや実
力が十分でない場合もある。 4   3   0 4   3   2
運営交付金の現在以上の減少は、大学の教育、研究機能を大きく損ない、世界トップレベルの成
果を生み出すための基盤となる人材の枯渇をもたらすことが危惧されるため。 3   2   4 3   4   2
自由記述 2009 2010
民間の研究助成が期待できる経済状況ではない。 4   5   3 4   1   5
競争的資金のなじまない重要な研究が継続されにくい状況が生じている。 4   3   1 4   1   3












































企業からの資金が減少している。 2   3   5 2   5   3
基盤的経費が不足しており、大学(学生)全体の教育レベルの維持が困難となっている。大学の管
理費が増大している。 1   3   4 4   3   1




1   3   2 3   2   1
研究成果（アウトプット）を明確にした研究テーマが重要。 2   1   0 2   3   5
トップ集団を引き上げる施策は相変わらず必要ですが、裾野（基盤）の疲弊、縮小をくい止める施策
も必要かと。 2   5   1 2   5   4
交付金の削減の影響が大きくなりはじめている。国の資金が不足する中、民間資金の活用が必要。 2   4   3 4   2   5
各省によるとダブリや無駄が発生。トップダウンで重要テーマを選定することが重要。 2   3   1 1   3   2
各省の公募型資金は使用しにくい。 4   3   2 4   3   1
補助金研究は健全でない。資金提供者自ら開発したいと望まなければ成功しない。 5   4   2 5   0   0
1の国家プロジェクトよりは、企業からの研究資金を増やすべきである。企業は、人材を自分のところ
で確保するのでなく、大学などにアウトソースすべきである。 1   2   4 3   2   5
民間の研究資金が減少しているので各省からの研究費を増加させる必要がある。 4   3   5 4   3   2
自由度もあり、ある程度的を絞ったファンドがやりやすいと感じています。 4   3   1 4   2   1
前回は1としたが、やはり政府主導ばかりに頼っていては国際的な研究開発のspeedについていけ
ないので、もう少し小回りの利く各省毎の公募研究費の活用を考えるべきと思い直した。 4   3   1 4   3   2
民間からは期待できない。交付金が減り過ぎている。 1   5   4 1   4   3




5   2   1 2   1   5
透明性の確保。 4   3   1 4   3   2
国の戦略重点が現実を無視したものであるため、政府や省庁のコントロールを受けない研究を推進
する必要がある。 4   3   2 4   3   5
運営交付金が減少し、研究環境が悪化しつつある。 3   4   2 4   2   3
現経済状態ではエネルギー分野の研究発展には国家レベルの助成が不可欠になってきている。
民間の力の低下が顕著。 3   2   4 3   1   2
新しい研究の芽を育成する必要がある。 1   3   5 1   3   4
少し大型のプロジェクトで刺激を与える時期かもしれないと思う 3   4   1 3   1   4
少ない運営交付金では十分な研究は出来ない。 4   3   1 3   2   1
非公募型は予算の配分に恣意性が垣間見えるので好ましくない。 4   3   1 4   3   2
少額で良いからもっと多くの研究者に研究費が取れるシステムが必要である。多くのプロジェクトは
ボスとその関係者での発展の無いバラマキ、税金の無駄、成果が無い数百万円。 3   5   4 3   5   4
科研費よりも、国としての施策を明確にした新エネルギー政策が必要なため。 1   4   3 2   1   3
重点テーマに絞って大きな研究を行う時期になった。 3   2   4 1   3   2
昨今の国際情勢を見ると、国の先導で行うプロジェクトが国益の確保のために益々必要になってい
る。 3   2   4 3   2   1
民間の経済力が落ちている中、政府からの資金が必要。役人の発想によるトップダウン型のプロ
ジェクトではなく、自由な発想が必要。 5   4   3 3   4   5
文科省の科研費研究は相対的にテーマ展開への縛りが少ない（自由度が高い）と考える。 2   3   5 3   2   5
海外との連携テーマを後押ししていない(人材育成、融合領域の成長促進)。 3   5   1 4   3   0
事業仕分けによる研究環境の低下が懸念される。 4   2   1 4   2   1
研究資金の集中的投資という拠点形成が重要と考えている各省によるプロジェクトは中途半端なも




1   2   0 2   3   1
運営費交付金の増加は期待できない。 4   3   2 3   4   2
運営費交付金がこれ以上削減されることになれば落ち着いた研究を行うことが出来にくくなるため。 3   2   4 3   4   2
国プロの設定運営における時代遅れ、非効率が目立つ。 1   5   3 2   5   3
前回、公募型研究費が研究開発に必要と考えたが、単期（短期）で結論が求められる公募型では、
継続性に問題がある。 3   2   4 4   3   2
国家プロジェクトとして研究した方が効果的だから。 3   2   5 3   1   5































長期的、持続的な研究による知見の蓄積が急務。 3   4   1 4   3   1
3は研究者の事務負担が大きいため、2位と3位とを逆にした。 4   3   1 4   1   3
各省の公募型研究費のイメージ。例えば環境省が「地球環境保全・監視に役立つ宇宙プロジェク




1   2   5 1   4   5
研究者の経常的経費が極端に低減しつつある。科研費などの競争的資金では基礎力をレベルアッ
プできない、と考えている。 1   4   5 4   1   5
4で最低の経費は保証しながら、公募により新しいアイディアの創出をはかる。 2   3   4 2   3   4
運営費交付金があまりに絞られてきて自由な発想を支援することができなくなってきた。 3   1   2 3   1   4
現状で、国際的な競争力を持つ先端科学技術を推進するためには、政府主導で大きな予算をその
先端科学技術分野に付ける必要性が高まっていると感じる。 4   3   1 4   1   3
運営費交付金の削減はゆゆしき問題である。 4   3   1 4   3   1
運営交付金等基盤研究費では大学の場合教育・管理に多大の予算が必要で、研究費の十分な配
分は難しい。 3   4   5 3   1   5





1   2   5 1   2   3
国家予算の一律削減で大学等への配分額が削減される気配であり、大学での研究の実施が困難
となる。 1   2   3 4   3   2
大型の公募型研究費が縮減している。公募型研究は研究代表者の個性に大きく影響を受け、総て




2   3   4 4   3   2
公的資金は不安定で、評価する人もタコツボ科学のツボからみて資金をつけているそれならBenefit




4   1   2 1   2   4
競争的資金による偏りが、ポスドクの地位の不定性さにつながっている。 4   1   2 4   1   2
現状では民間からの資金は期待できない。 5   1   3 1   2   0
地方大学において運営費交付金は毎年減額されている。 3   2   4 4   3   2
政府の科学戦略の欠如が、確実に日本の科学技術力の低下をもたらしている。 3   1   2 3   4   2
前回は2を第3位にあげたが、各省から類似の公募が重複している。基礎研究は研究者の自由な発
想による公募型研究費、応用研究は政府主導の国家プロジェクト資金を充てるべきである。 3   4   2 3   4   1




4   3   2 4   3   2
国公立大学の運営費交付金が著しく減っている。 3   2   4 3   4   2
韓国、台湾、中国が国家戦略で、“自動車”、“電機産業”、“半導体産業”を育てている。日本は、
民間任せとなっているために、技術の進歩が遅くなっている。 2   1   4 1   2   4


















ライフサイエンス 0.49 8 40 11 0.32 0.05
情報通信 0.1 7 47 8 0.24 0.02
環境 0.44 7 51 16 0.31 0.12
ナノテクノロ
ジー・材料
0.58 12 48 15 0.36 0.04
エネルギー 0.48 9 33 23 0.49 0.22
ものづくり技術 0.61 9 44 15 0.35 0.09
社会基盤 0.66 3 46 19 0.32 0.24











全回答 0.45 61 346 114 0.34 0.1
大学 0.58 41 211 79 0.36 0.11
公的研究機関 -0.02 9 43 11 0.32 0.03
民間企業 0.28 10 70 15 0.26 0.05
低
い

















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 4 2
ライ　　大学 4 5 1
ライ　　大学 5 5 0
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　公的 6 4 -2
ライ　　大学 6 2 -4
情報　　大学 5 6 1
情報　　大学 5 6 1
情報　　民間 3 4 1
情報　　大学 5 4 -1
情報　　大学 5 2 -3
環境　　大学 1 5 4
環境　　その 3 5 2
環境　　その 2 4 2
環境　　大学 2 3 1
環境　　大学 4 5 1
環境　　大学 3 2 -1
ナノ　　民間 2 5 3
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　民間 5 5 0
ナノ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 4 6 2
エネ　　大学 3 5 2
エネ　　大学 4 6 2
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　その 3 4 1
エネ　　大学 5 5 0
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　大学 1 4 3
もの　　公的 2 3 1
もの　　民間 4 4 0
もの　　大学 6 6 0
もの　　民間 2 2 0
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 5 2 -3
社会　　大学 2 5 3
社会　　大学 3 6 3
社会　　大学 2 4 2
フロ　　大学 3 5 2
フロ　　大学 4 5 1
フロ　　公的 2 3 1
フロ　　公的 3 3 0
フロ　　大学 5 4 -1












































































2006 2.5 6.6 3.4 4.1 2.2 1.2 7.5 49.1 12.3 14.2 7.5 9.4
2007 2.3 7.0 3.5 4.2 2.1 0.9 9.6 52.9 8.7 17.3 4.8 6.7
2008 1.9 6.9 3.8 4.6 2.2 0.6 4.2 53.7 11.6 20.0 6.3 4.2
2009 2.1 6.8 3.2 4.6 2.6 0.7 7.4 51.1 8.5 18.1 10.6 4.3
2010 2.1 7.5 3.1 3.9 2.9 0.5 4.4 61.5 8.8 9.9 13.2 2.2
2006 4.0 6.9 3.7 1.0 2.7 1.8 18.6 44.3 16.5 2.1 7.2 11.3
2007 4.0 6.9 4.0 1.0 2.7 1.4 17.4 45.7 18.5 1.1 8.7 8.7
2008 4.2 6.8 3.6 1.1 2.9 1.4 24.4 41.5 17.1 1.2 8.5 7.3
2009 3.7 7.1 3.8 0.9 3.1 1.3 18.4 46.9 18.4 1.0 6.1 9.2
2010 3.6 6.7 4.2 1.1 3.1 1.3 19.3 40.9 20.5 1.1 9.1 9.1
2006 2.8 6.7 4.1 1.5 3.3 1.5 12.6 49.5 13.5 2.7 10.8 10.8
2007 2.9 7.0 4.2 1.5 3.2 1.3 14.4 49.0 16.3 1.9 9.6 8.7
2008 2.7 6.9 4.9 1.5 3.2 0.9 11.8 48.4 20.4 2.2 10.8 6.5
2009 2.6 7.3 4.4 1.6 3.3 0.9 8.3 51.0 18.8 3.1 12.5 6.3
2010 2.7 7.3 4.3 1.5 3.3 0.9 9.9 51.6 16.5 3.3 13.2 5.5
2006 3.4 6.8 2.9 1.6 4.6 0.7 8.3 51.4 13.8 3.7 19.3 3.7
2007 3.7 6.8 2.7 1.6 4.9 0.4 11.1 50.0 12.0 3.7 20.4 2.8
2008 3.5 7.5 2.8 1.0 4.8 0.5 9.2 54.1 12.2 4.1 17.3 3.1
2009 3.7 7.2 2.7 1.1 4.6 0.8 13.5 53.1 10.4 4.2 13.5 5.2
2010 3.9 7.2 2.6 1.1 4.8 0.4 14.4 54.4 10.0 3.3 15.6 2.2
2006 4.0 7.6 3.0 1.0 3.1 1.3 21.8 53.6 8.2 1.8 9.1 5.5
2007 4.4 7.6 3.0 1.0 3.3 0.8 22.1 53.8 8.7 1.9 9.6 3.8
2008 3.7 7.4 3.1 1.1 3.7 1.0 20.2 51.7 10.1 2.2 10.1 5.6
2009 3.9 7.6 2.8 1.0 3.6 1.1 21.9 54.2 6.3 1.0 9.4 7.3
2010 3.9 7.5 2.9 0.9 3.6 1.1 21.6 54.5 6.8 1.1 10.2 5.7
2006 3.8 6.6 2.8 1.2 4.4 1.2 19.2 43.4 10.1 2.0 16.2 9.1
2007 3.8 6.7 2.7 1.3 4.6 0.9 18.8 45.8 9.4 3.1 15.6 7.3
2008 3.8 6.6 2.8 1.2 4.6 1.1 20.5 45.5 8.0 2.3 13.6 10.2
2009 3.6 7.1 2.5 1.2 4.9 0.8 17.9 47.4 8.4 2.1 17.9 6.3
2010 3.6 6.9 2.6 1.1 4.9 0.9 16.3 47.5 8.8 2.5 18.8 6.3
2006 3.6 7.3 3.8 1.1 3.3 1.0 20.8 48.1 14.2 0.9 9.4 6.6
2007 3.3 6.9 4.2 0.9 3.3 1.5 14.6 48.5 17.5 1.0 8.7 9.7
2008 3.5 7.0 4.3 0.6 3.3 1.3 15.6 51.1 17.8 0.0 6.7 8.9
2009 3.7 7.1 4.1 0.5 3.4 1.2 17.6 52.7 15.4 0.0 6.6 7.7
2010 4.4 6.9 4.2 0.4 3.1 1.0 21.8 49.4 17.2 0.0 5.7 5.7
2006 5.4 6.8 2.4 1.0 3.5 0.9 27.9 39.5 10.5 1.2 14.0 7.0
2007 5.5 7.0 2.5 0.9 3.5 0.5 30.0 41.3 11.3 0.0 15.0 2.5
























2009 5.3 7.0 2.5 0.6 3.7 0.9 28.2 38.0 12.7 0.0 14.1 7.0








































エネ　大学 装置の高度化と、高価格化が進んでおり、その克服が必要。 2   5   1 2   5   3
日本の経済状態から見て、大型研究設備を整備するよりは既存施設の共用を目指すべき。 4   1   2 4   5   2
現政権の科学技術政策を見直すべき。このままではダメだ。 2   0   0 2   0   0
トップレベルの成果を生み出すには時として最先端の大型共用研究設備が必要である。 2   5   1 2   1   5
大型の研究も必要な時期。6：古くなっていく装置の維持費用。 2   5   6 2   1   6
ものづくりの基盤を整備すべきであるため。 2   3   5 5   4   2
大学では大型研究設備の導入が非常に困難になっている。 3   2   5 2   3   5
特に経費のかかる設備の導入は、国の援助が不可欠であると同時に世界トップレベルを目指すの
に近道であると考えられる。 5   2   3 5   2   1
共用の設備の充実が必要。 1   2   5 2   1   3
環境分野において環境指標は悪化してきており、新たな指標に対する計測機器の開発も必須と
なっている。 3   0   0 3   5   0
世界トップをめざすには、1の整備も重要である。 2   4   3 2   1   3
大学の研究設備整備の強化が必要。 1   3   2 2   1   3
先端的な計測機器が外国製であるケースが目立つようになった。 3   0   0 3   5   0
大規模な共用施設・設備は整備されているが、個々の研究室の設備・施設等は老朽化、陳腐化し
ている。 4   2   5 6   2   4
2：研究施設の設備の整備が、基礎研究の幅広い拡充に有用。 6   2   1 2   6   1
大型化、先進化、ハイスペック化だけが特徴的研究を推進させるわけではない。もっと研究者個々
の発想を大切にすべきでは。 2   3   5 2   5   3
問題はインフラ整備ではなく、研究組織の整備にあると思います。時代に合わなくなった組織はスク
ラップし、次世代に必要な組織を作れる柔軟性が必要。 2   5   3 3   5   2
バイオ研究などで異分野融合を実現するには、材料の供給体制は重要。一部の精密計器などは海
外に依存する部分がある。 2   0   0 2   4   5
研究の裾野を破壊して、トップレベルの成果は難しい。 6   5   4 6   5   4
評価技術がより重要になりつつある。例えば、ギガビット通信においては、その通信機器を計測する
装置の開発が必要不可欠になるのと同じ理屈である。 2   5   6 5   2   3
最近、国産の先端機器の開発が遅れている。また高価であり、外国製に頼ることが多くなっている。 2   3   1 2   3   5
設備はあれば良いというものでもないので。教育的配慮が必要。 6   5   1 5   3   4
積み重ねるべき技術の共有が進んでいないから、共有する仕組みを考えるべき。 6   5   0 6   5   3
今ある資源の活用を考えるべきで、共同利用することにより新しい研究、成果が生まれることが期待
される。 3   5   3 3   2   6




5   1   4 5   4   3
施設、設備も重要ですが、創出されたデータの解析技術が更に大切。 2   3   4 3   4   2
大学の設備整備は期待できない状況となったため、むしろ民間の会社に協力する方が早いと思うよ
うになった。 2   4   6 5   2   1
世界をリードする大型プロジェクトにおいて設備利用が地域的理由で困難になるのは問題。プロ
ジェクトを主導する意味で、自前でデータ産出する必要がある。 3   2   4 3   2   1
新しい機器開発のニーズは高いが、最終認可審査に時間がかかりすぎている。条件が厳しすぎる。 5   2   3 5   2   3
研究用材料の供給体制については、近年充実して来ていると思う。 3   4   2 3   2   1
3位に1を加えた。植物栽培施設の充実は必須。5については研究者とメーカーの協力が必要。 5   4   0 5   4   1
お金で優位性が買えるような分野では、中国の台頭が予想される。むしろ、専門能力を身につけた
優秀な人材を育て確保することが重要。人件費の効率的な使い方。 2   6   4 2   6   4
国全体としてのレベルアップを再考する時期と思われる。国立大学の運営交付金の削減等の弊害
が顕在化しつつある。 4   3   2 2   4   3




3   4   6 3   4   6
3の必要性が高まっている。 2   4   0 2   4   3































備のみでなく運転要員等のスタッフの拡充も必要。 1   3   0 1   2   3
我国にユニークな施設を持つことが国際的協力体制の中で研究を推進していく上で極めて重要。 2   1   3 1   2   6
最先端の共同設備のプライオリティが高まっている。 2   5   1 2   2   5
大型共用研究施設は、不充分ではあるが、整備されつつあると思う。今後は、世界の中で、ソフト
（データベース）等でリーダーシップを取ることも重要であると思う。 1   3   4 3   1   4
設備、また、総合的研究組織の設置が大事。世界の中での「集中、選択」において選ばれるには環
境の設備が必要。 2   3   5 1   5   3
基盤的な学術研究船の整備。 6   2   1 6   2   1
データの有効活用の重要性を認識しつつある。 2   1   0 2   1   3
1に関しては、人的、財政的な維持管理体制の確保が不可欠であるが、それが十分でないために
せっかくの設備が効果的に活用されていない場合がある。 3   1   2 3   1   2
海外交流研究拠点(人材を海外から)。 6   3   2 6   3   1
総合的データベース構築の必要性を強く感じる。 5   1   3 5   3   1
基盤研究がなくなり、大型プロジェクト体制が流布したため、既存研究成果のやり直し、システム化
ばかりになっており、科学技術研究の継続性が危ぶまれる。 6   5   2 6   5   2
(1)の大型共用研究設備の整備は、現政権の財政の下では実現不可能。 2   5   1 2   5   3




2   6   0 2   6   0




2   1   5 2   6   1
広範な分野、技術も多岐にわたるので大型共用設備は不要。 6   0   0 5   4   3
大学の基盤、人材の充実が必要。 1   5   3 1   2   5
人材の育成が最も重要である。若い人達の教育、研究に最新の設備を使わせることができる環境を
設備する必要あり。 2   5   3 2   5   6
世界レベルの研究設備は大型とは限らない。複数の大学で小型な世界トップの設備を開発、備え




2   4   5 6   2   5
イノベーションをもたらしうる最先端インフラの共用化も重要。 2   5   4 2   5   1
研究の裾野を広げることが重要。 1   2   5 2   1   5
政権交代により科学技術投資への意欲が低下。 2   5   4 1   2   5
研究水準の高度化に伴い、最先端の大型共用研究設備の整備が一層必要となり、その整備は、研
究者の研究意欲を高める。 2   5   3 2   5   1














ライフサイエンス -0.34 20 37 6 0.41 -0.22
情報通信 -0.29 20 38 6 0.41 -0.22
環境 -0.82 24 42 11 0.45 -0.17
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.42 21 45 6 0.38 -0.21
エネルギー -0.35 23 39 7 0.43 -0.23
ものづくり技術 -0.54 18 47 3 0.31 -0.22
社会基盤 -0.29 10 52 9 0.27 -0.01











全回答 -0.39 149 334 54 0.38 -0.18
大学 -0.51 106 207 26 0.39 -0.24
公的研究機関 -0.13 15 42 10 0.37 -0.07






















70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 2 2 0
ライ　　大学 2 1 -1
ライ　　大学 2 1 -1
ライ　　公的 5 4 -1
情報　　大学 1 1 0
情報　　大学 2 2 0
情報　　大学 3 2 -1
情報　　公的 4 3 -1
環境　　大学 2 4 2
環境　　大学 1 1 0
環境　　大学 1 1 0
環境　　大学 2 2 0
環境　　公的 2 1 -1
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 5 1 -4
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 2 1 -1
ナノ　　大学 2 1 -1
ナノ　　大学 2 1 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 2 1 -1
ナノ　　民間 4 3 -1
ナノ　　民間 4 2 -2
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　大学 6 2 -4
エネ　　大学 1 1 0
エネ　　民間 3 3 0
エネ　　大学 1 1 0
エネ　　民間 2 1 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 5 3 -2
エネ　　大学 3 1 -2
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 1 1 0
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 3 2 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 4 2 -2

























































もの　　公的 5 1 -4
社会　　大学 2 5 3
社会　　大学 2 3 1
社会　　大学 2 1 -1
社会　　大学 2 1 -1
社会　　大学 2 1 -1
社会　　大学 2 1 -1
フロ　　大学 2 4 2
フロ　　大学 1 2 1
フロ　　大学 2 2 0
フロ　　大学 4 4 0
フロ　　公的 2 1 -1
フロ　　大学 3 2 -1
フロ　　民間 5 4 -1
























































































































































































































































ライフサイエンス -0.12 16 40 6 0.35 -0.16
情報通信 -0.5 17 38 7 0.39 -0.16
環境 -0.2 21 45 10 0.41 -0.14
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.26 20 49 7 0.36 -0.17
エネルギー -0.08 17 41 11 0.41 -0.09
ものづくり技術 -0.3 20 39 11 0.44 -0.13
社会基盤 -0.13 26 35 9 0.5 -0.24











全回答 -0.18 146 319 70 0.4 -0.14
大学 -0.28 104 196 38 0.42 -0.2
公的研究機関 -0.05 18 37 9 0.42 -0.14



























70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布


































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 4 0
ライ　　民間 4 4 0
ライ　　民間 3 2 -1
ライ　　大学 5 3 -2
情報　　大学 3 4 1
情報　　民間 4 4 0
情報　　大学 4 4 0
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 4 1 -3
環境　　公的 4 6 2
環境　　その 3 5 2
環境　　民間 3 5 2
環境　　公的 3 4 1
環境　　民間 3 4 1
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　公的 4 3 -1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 4 2 -2
環境　　民間 4 2 -2
ナノ　　公的 2 4 2
ナノ　　民間 4 5 1
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　その 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　民間 4 3 -1
ナノ　　民間 5 4 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 6 1 -5
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　その 4 4 0
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　公的 4 4 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　公的 3 2 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 4 2 -2
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 3 1 -2
もの　　大学 3 4 1
もの　　民間 3 4 1






















































もの　　公的 3 3 0
もの　　大学 3 3 0
もの　　公的 5 4 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 3 1 -2
もの　　大学 4 2 -2
もの　　大学 6 3 -3
社会　　大学 4 5 1
社会　　大学 4 5 1
社会　　その 3 3 0
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　公的 5 3 -2
社会　　大学 5 1 -4
フロ　　民間 4 5 1
フロ　　大学 4 4 0
フロ　　民間 4 3 -1
フロ　　民間 4 3 -1
フロ　　大学 4 3 -1











































ライフサイエンス 0.12 7 45 5 0.21 -0.04
情報通信 -0.17 12 41 8 0.33 -0.07
環境 -0.11 16 43 9 0.37 -0.1
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.11 15 47 9 0.34 -0.08
エネルギー 0 14 41 11 0.38 -0.05
ものづくり技術 -0.03 11 45 11 0.33 0
社会基盤 -0.07 17 40 8 0.38 -0.14











全回答 -0.03 102 330 69 0.34 -0.07
大学 -0.01 61 209 39 0.32 -0.07
公的研究機関 -0.2 14 38 9 0.38 -0.08






























































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 4 2 -2
情報　　大学 3 3 0
情報　　公的 4 4 0
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 4 1 -3
情報　　民間 5 2 -3
環境　　民間 3 4 1
環境　　公的 4 5 1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　公的 3 2 -1
環境　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　その 4 4 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　民間 4 4 0
ナノ　　その 4 3 -1
ナノ　　民間 4 3 -1
ナノ　　民間 5 4 -1
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　その 3 4 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 4 2 -2
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　民間 1 3 2
もの　　公的 3 4 1
もの　　大学 2 3 1
もの　　民間 2 3 1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 3 1 -2
社会　　大学 3 5 2
社会　　大学 3 3 0
社会　　民間 4 3 -1
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　公的 4 2 -2
フロ　　民間 3 4 1






































































2006 25.9 33.9 40.2 33.6 37.0 29.4
2007 22.5 34.2 43.2 33.6 40.5 25.9
2008 23.8 32.7 43.6 29.6 41.7 28.7
2009 19.8 38.6 41.6 27.4 39.6 33.0
2010 24.0 35.0 41.0 27.4 44.3 28.3
2006 15.5 45.5 39.1 35.3 45.4 19.3
2007 17.2 46.5 36.4 34.9 45.9 19.3
2008 16.1 49.4 34.5 29.8 47.9 22.3
2009 14.3 50.5 35.2 30.6 50.0 19.4
2010 13.6 51.1 35.2 26.7 52.2 21.1
2006 12.6 42.0 45.4 33.9 33.9 32.3
2007 16.8 40.2 43.0 30.1 37.2 32.7
2008 14.7 46.3 38.9 28.7 37.6 33.7
2009 12.0 47.0 41.0 28.8 35.6 35.6
2010 14.6 44.9 40.4 24.2 36.3 39.6
2006 28.7 53.3 18.0 41.8 38.8 19.4
2007 29.2 53.3 17.5 40.6 41.4 18.0
2008 22.0 60.6 17.4 42.0 38.7 19.3
2009 20.6 61.7 17.8 37.5 41.7 20.8
2010 16.0 64.0 20.0 36.7 40.4 22.9
2006 24.6 43.7 31.7 31.4 41.6 27.0
2007 26.0 47.2 26.8 27.1 42.1 30.8
2008 26.7 43.6 29.7 25.2 42.3 32.4
2009 23.6 49.1 27.3 25.9 41.4 32.8
2010 25.8 46.4 27.8 32.1 35.8 32.1
2006 15.5 40.0 44.5 33.9 48.7 17.4
2007 14.8 42.6 42.6 35.1 47.4 17.5
2008 13.5 45.8 40.6 39.2 45.1 15.7
2009 16.2 46.7 37.1 29.2 46.0 24.8
2010 14.6 47.6 37.8 26.8 53.7 19.5
2006 11.2 44.8 44.0 24.4 41.7 33.9
2007 13.9 39.1 47.0 26.4 40.5 33.1
2008 15.2 34.3 50.5 27.5 44.1 28.4
2009 13.5 46.9 39.6 28.3 41.5 30.2
2010 14.9 56.3 28.7 23.1 44.0 33.0
2006 24.4 35.4 40.2 25.0 36.0 39.0
2007 23.8 41.3 35.0 26.0 41.7 32.3
2008 23.6 41.7 34.7 24.7 44.4 30.9
2009 18.4 35.5 46.1 23.8 47.6 28.6




基礎 応用 実用 基礎 応用 実用
情報　大学 ○ ● ○ ○ ○ ●
情報　大学 ○ ○ ● ● ○ ○
情報　公的 ○ ● ○ ○ ○ ●


























環境　大学 ○ ● ○ ○ ○ ●
ナノ　大学 ○ ● ○ ○ ○ ●
ナノ　民間 ● ● ○ ○ ● ●
ナノ　民間 ● ○ ○ ○ ● ○
エネ　大学 ● ● ○ ○ ● ●
エネ　大学 ○ ● ○ ○ ○ ●
エネ　大学 ○ ● ○ ● ○ ○
もの　大学 ○ ○ ● ○ ● ○
もの　大学 ● ○ ○ ○ ● ○
もの　大学 ● ○ ○ ○ ● ○
社会　大学 ○ ○ ● ○ ○ ○
②本来、中心であるべき段階
分野　所属
基礎 応用 実用 基礎 応用 実用
ライ　公的 ○ ● ○ ● ○ ○
情報　民間 ○ ● ○ ○ ○ ●
環境　大学 ● ● ● ● ○ ○
環境　大学 ● ○ ● ○ ● ○
環境　大学 ● ● ○ ● ● ○
環境　大学 ○ ● ○ ● ○ ●
環境　大学 ● ○ ● ○ ● ○
ナノ　民間 ● ○ ○ ○ ● ○
ナノ　大学 ● ● ○ ● ○ ○
ナノ　大学 ● ● ○ ○ ● ○
ナノ　大学 ○ ● ○ ○ ○ ●
ナノ　大学 ○ ○ ● ● ○ ○
ナノ　大学 ● ○ ○ ○ ● ○
ナノ　公的 ● ○ ○ ● ○ ○
エネ　大学 ○ ● ● ● ● ○
エネ　大学 ○ ○ ● ● ○ ○
エネ　公的 ● ○ ○ ○ ● ○
もの　大学 ○ ● ○ ○ ○ ●
もの　大学 ● ○ ● ○ ● ○
もの　大学 ● ○ ○ ● ○ ○
社会　大学 ○ ● ● ● ● ●
社会　大学 ○ ● ○ ○ ○ ●
フロ　その ○ ● ○ ○ ● ●





















































ライフサイエンス 0.39 5 42 16 0.33 0.17
情報通信 0.27 9 45 8 0.27 -0.02
環境 0.26 7 63 7 0.18 0
ナノテクノロ
ジー・材料
0.26 6 57 13 0.25 0.09
エネルギー 0.15 13 45 11 0.35 -0.03
ものづくり技術 0.02 11 50 8 0.28 -0.04
社会基盤 -0.19 8 49 13 0.3 0.07











全回答 0.2 62 395 81 0.27 0.04
大学 0.19 39 243 59 0.29 0.06
公的研究機関 0.03 10 52 5 0.22 -0.07

































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 1 4 3
ライ　　大学 1 3 2
ライ　　大学 2 4 2
ライ　　大学 2 3 1
ライ　　公的 2 3 1
ライ　　大学 2 1 -1
情報　　大学 1 2 1
情報　　大学 1 1 0
情報　　大学 2 2 0
環境　　大学 3 2 -1
環境　　大学 2 1 -1
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　民間 4 4 0
ナノ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 2 5 3
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 5 5 0
エネ　　大学 1 1 0
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 6 4 -2
エネ　　その 5 2 -3
もの　　大学 3 5 2
もの　　公的 4 5 1
もの　　大学 1 1 0
もの　　公的 1 1 0
もの　　大学 4 3 -1
もの　　民間 2 1 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　大学 3 1 -2
社会　　大学 1 2 1
社会　　大学 4 3 -1
フロ　　大学 3 3 0






















































ライフサイエンス 0.49 6 37 20 0.41 0.22
情報通信 0.46 4 49 7 0.18 0.05
環境 0.43 7 54 16 0.3 0.12
ナノテクノロ
ジー・材料
0.06 8 52 16 0.32 0.11
エネルギー 0.03 10 48 11 0.3 0.01
ものづくり技術 0.14 8 52 9 0.25 0.01
社会基盤 0.18 8 48 14 0.31 0.09











全回答 0.26 56 381 98 0.29 0.08
大学 0.28 32 232 75 0.32 0.13
公的研究機関 0.15 10 48 8 0.27 -0.03

































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 1 3 2
ライ　　公的 2 4 2
ライ　　大学 1 2 1
ライ　　大学 1 1 0
ライ　　大学 2 1 -1
環境　　大学 1 3 2
環境　　公的 2 3 1
環境　　大学 2 1 -1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 1 4 3
エネ　　その 2 4 2
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 2 2 0
エネ　　大学 1 1 0
エネ　　大学 1 1 0
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 2 1 -1
もの　　大学 2 4 2
もの　　大学 1 1 0
もの　　公的 1 1 0
もの　　民間 2 1 -1
もの　　大学 4 2 -2
もの　　大学 3 1 -2
社会　　大学 1 2 1
社会　　大学 2 2 0
社会　　大学 2 1 -1
社会　　大学 2 1 -1
フロ　　公的 2 2 0
フロ　　大学 3 3 0


















































ライフサイエンス -0.29 12 44 5 0.28 -0.11
情報通信 -0.17 8 52 2 0.16 -0.1
環境 0.21 6 61 8 0.19 0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
0.03 8 58 10 0.24 0.03
エネルギー -0.02 5 53 11 0.23 0.09
ものづくり技術 -0.04 9 53 8 0.24 -0.01
社会基盤 -0.3 9 51 9 0.26 0











全回答 -0.08 65 413 56 0.23 -0.02
大学 -0.12 45 251 41 0.26 -0.01
公的研究機関 -0.03 9 51 5 0.22 -0.06

































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 1 1 0
情報　　大学 4 3 -1
環境　　大学 1 1 0
ナノ　　大学 1 5 4
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 1 2 1
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　大学 3 2 -1
エネ　　公的 2 2 0
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 3 1 -2
エネ　　大学 4 1 -3
もの　　大学 1 3 2
もの　　大学 2 3 1






























ライフサイエンス -0.22 10 44 7 0.28 -0.05
情報通信 -0.18 8 49 5 0.21 -0.05
環境 0.24 6 64 5 0.15 -0.01
ナノテクノロ
ジー・材料
0.05 9 56 11 0.26 0.03
エネルギー -0.15 11 51 6 0.25 -0.07
ものづくり技術 0.08 7 57 6 0.19 -0.01
社会基盤 -0.38 8 53 8 0.23 0











全回答 -0.09 65 417 51 0.22 -0.03
大学 -0.14 49 251 36 0.25 -0.04
公的研究機関 -0.04 5 56 4 0.14 -0.02





































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
情報　　大学 4 3 -1
環境　　民間 2 2 0
ナノ　　大学 1 5 4
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　その 4 3 -1
ナノ　　大学 2 1 -1
エネ　　大学 2 1 -1
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　大学 3 1 -2
エネ　　大学 3 1 -2
エネ　　大学 4 1 -3
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 2 3 1































ライフサイエンス 0.07 12 40 7 0.32 -0.08
情報通信 -0.4 8 47 8 0.25 0
環境 0.32 6 57 8 0.2 0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
0.22 5 62 9 0.18 0.05
エネルギー -0.23 10 50 8 0.26 -0.03
ものづくり技術 -0.08 8 50 11 0.28 0.04
社会基盤 -0.05 8 54 8 0.23 0











全回答 -0.01 63 402 62 0.24 0
大学 0.01 38 248 47 0.26 0.03
公的研究機関 -0.3 14 47 2 0.25 -0.19
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分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　公的 1 5 4
ライ　　大学 1 1 0
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 2 1 -1
情報　　民間 2 3 1
環境　　公的 3 4 1
環境　　民間 2 2 0
ナノ　　大学 2 4 2
ナノ　　大学 3 5 2
ナノ　　民間 2 4 2
エネ　　大学 2 3 1
エネ　　公的 2 2 0
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　大学 1 3 2
もの　　大学 2 1 -1
社会　　大学 3 2 -1





































ライフサイエンス -0.12 10 42 7 0.29 -0.05
情報通信 -0.36 9 46 8 0.27 -0.02
環境 0.61 3 55 13 0.23 0.14
ナノテクノロ
ジー・材料
0.08 6 65 4 0.13 -0.03
エネルギー -0.38 12 50 5 0.25 -0.1
ものづくり技術 0.09 5 54 9 0.21 0.06
社会基盤 -0.07 9 54 7 0.23 -0.03











全回答 -0.01 60 408 56 0.22 -0.01
大学 0.03 37 253 42 0.24 0.02
公的研究機関 -0.1 11 48 4 0.24 -0.11





































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 3 1
ライ　　大学 1 1 0
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　民間 3 1 -2
情報　　民間 2 2 0
環境　　公的 3 4 1
環境　　大学 1 1 0
ナノ　　大学 3 5 2
ナノ　　民間 2 4 2
エネ　　民間 1 3 2
エネ　　その 3 3 0
エネ　　公的 2 2 0
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 3 2 -1





































ライフサイエンス -0.04 9 44 6 0.25 -0.05
情報通信 0.17 10 45 6 0.26 -0.07
環境 0.28 10 49 13 0.32 0.04
ナノテクノロ
ジー・材料
0.06 8 56 11 0.25 0.04
エネルギー 0.18 14 40 11 0.38 -0.05
ものづくり技術 0.2 3 56 8 0.16 0.07
社会基盤 0.03 11 43 13 0.36 0.03











全回答 0.14 73 368 74 0.29 0
大学 0.12 44 233 47 0.28 0.01
公的研究機関 0.09 13 38 9 0.37 -0.07




































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　その 2 4 2
ライ　　民間 4 5 1
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 3 1 -2
情報　　大学 4 6 2
情報　　大学 3 3 0
環境　　民間 3 5 2
環境　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　民間 3 2 -1
エネ　　民間 3 5 2
エネ　　民間 3 5 2
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　その 3 2 -1
エネ　　公的 4 3 -1
もの　　大学 3 4 1
もの　　大学 4 5 1
社会　　大学 3 2 -1
フロ　　大学 3 4 1











































ライフサイエンス -0.19 16 38 2 0.32 -0.25
情報通信 -0.04 14 42 3 0.29 -0.19
環境 -0.14 11 46 9 0.3 -0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.2 15 51 5 0.28 -0.14
エネルギー -0.33 13 47 5 0.28 -0.12
ものづくり技術 -0.14 10 48 7 0.26 -0.05
社会基盤 -0.25 12 49 1 0.21 -0.18











全回答 -0.17 100 353 34 0.28 -0.14
大学 -0.19 63 219 25 0.29 -0.12
公的研究機関 -0.36 10 42 3 0.24 -0.13































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　その 4 6 2
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　公的 2 1 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 5 3 -2
情報　　民間 3 3 0
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 3 2 -1
環境　　大学 4 6 2
環境　　大学 3 4 1
環境　　大学 4 2 -2
環境　　大学 4 1 -3
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
エネ　　民間 2 2 0
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　公的 3 3 0
エネ　　大学 5 5 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　民間 3 1 -2
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　大学 2 2 0
もの　　民間 3 3 0
もの　　大学 2 2 0
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 3 2 -1
社会　　大学 3 2 -1
フロ　　大学 4 3 -1
フロ　　公的 3 2 -1
























































ライフサイエンス -0.58 13 45 4 0.27 -0.15
情報通信 0.27 5 50 8 0.21 0.05
環境 0.39 6 53 9 0.22 0.04
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.03 7 63 6 0.17 -0.01
エネルギー -0.13 4 60 3 0.1 -0.01
ものづくり技術 0.13 5 51 13 0.26 0.12
社会基盤 -0.11 8 51 6 0.22 -0.03











全回答 -0.01 52 415 50 0.2 0
大学 0.01 36 256 30 0.2 -0.02
公的研究機関 -0.02 7 51 5 0.19 -0.03


























































































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 1 2 1
ライ　　大学 2 2 0
情報　　民間 4 4 0
情報　　公的 6 5 -1
情報　　大学 4 2 -2
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 5 2 -3
ナノ　　民間 3 5 2
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 2 1 -1
エネ　　公的 3 2 -1
もの　　民間 3 4 1
もの　　大学 3 2 -1
フロ　　大学 4 3 -1

































ライフサイエンス -0.35 11 47 4 0.24 -0.11
情報通信 0.19 6 49 8 0.22 0.03
環境 0.05 8 54 6 0.21 -0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
0.36 10 59 7 0.22 -0.04
エネルギー -0.24 7 55 5 0.18 -0.03
ものづくり技術 0 6 53 10 0.23 0.06
社会基盤 -0.35 10 49 6 0.25 -0.06











全回答 -0.06 63 404 50 0.22 -0.03
大学 -0.09 40 250 32 0.22 -0.02
公的研究機関 -0.04 6 54 3 0.14 -0.05




























































































































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　その 4 3 -1
情報　　大学 2 4 2
情報　　民間 5 4 -1
情報　　大学 6 3 -3
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 3 1 -2
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 5 6 1
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
もの　　大学 2 4 2
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 5 4 -1
社会　　大学 3 3 0





































ライフサイエンス -0.05 13 43 6 0.31 -0.11
情報通信 0.24 9 49 5 0.22 -0.06
環境 -0.04 5 61 10 0.2 0.07
ナノテクノロ
ジー・材料
0.01 11 56 9 0.26 -0.03
エネルギー -0.05 11 46 12 0.33 0.01
ものづくり技術 -0.13 15 47 9 0.34 -0.08
社会基盤 -0.12 9 51 10 0.27 0.01











全回答 -0.06 77 395 68 0.27 -0.02
大学 -0.08 49 255 36 0.25 -0.04
公的研究機関 -0.14 13 41 12 0.38 -0.02
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分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 3 1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 6 5 -1
情報　　大学 3 3 0
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 3 2 -1
環境　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 5 6 1
ナノ　　公的 1 2 1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　公的 4 3 -1
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　民間 3 3 0
もの　　公的 4 3 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 3 1 -2
もの　　大学 6 4 -2
社会　　その 2 5 3
社会　　民間 2 3 1
社会　　大学 3 4 1
社会　　その 2 3 1
社会　　民間 4 4 0
社会　　大学 3 2 -1
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　民間 2 3 1
フロ　　公的 1 2 1


















































ライフサイエンス -0.4 17 38 7 0.39 -0.16
情報通信 -0.09 14 44 5 0.3 -0.14
環境 0.01 5 62 8 0.17 0.04
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.1 11 56 9 0.26 -0.03
エネルギー -0.29 10 49 10 0.29 0
ものづくり技術 -0.38 13 52 6 0.27 -0.1
社会基盤 -0.21 9 55 6 0.21 -0.04











全回答 -0.22 87 398 54 0.26 -0.06
大学 -0.26 58 252 29 0.26 -0.09
公的研究機関 -0.53 14 44 8 0.33 -0.09
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分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 4 1
ライ　　大学 6 2 -4
情報　　民間 5 4 -1
環境　　大学 3 3 0
ナノ　　公的 4 4 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　公的 4 3 -1
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　公的 2 3 1
もの　　民間 3 3 0
もの　　大学 5 4 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 3 1 -2
もの　　大学 5 3 -2
もの　　大学 6 3 -3
社会　　民間 4 4 0
社会　　大学 4 2 -2
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　公的 2 3 1








































ライフサイエンス -1.26 36 24 1 0.61 -0.57
情報通信 -0.63 30 30 3 0.52 -0.43
環境 -0.39 25 45 7 0.42 -0.23
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.87 35 39 2 0.49 -0.43
エネルギー -0.4 24 42 3 0.39 -0.3
ものづくり技術 -0.59 29 38 4 0.46 -0.35
社会基盤 -0.38 26 40 4 0.43 -0.31











全回答 -0.68 229 284 27 0.47 -0.37
大学 -0.69 148 179 13 0.47 -0.4
公的研究機関 -1.1 31 32 3 0.52 -0.42











70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　民間 3 4 1
ライ　　大学 6 5 -1
ライ　　大学 6 5 -1
ライ　　大学 6 5 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　公的 5 4 -1
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　公的 4 2 -2
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 5 2 -3
ライ　　大学 6 3 -3
ライ　　大学 6 2 -4
情報　　大学 3 4 1
情報　　公的 4 4 0
情報　　大学 6 5 -1
情報　　民間 5 4 -1
情報　　大学 5 4 -1
情報　　大学 5 4 -1
情報　　大学 6 5 -1
情報　　民間 5 4 -1
情報　　民間 3 2 -1
情報　　公的 6 4 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　民間 6 4 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 6 3 -3
環境　　公的 6 5 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　公的 5 5 0
ナノ　　その 5 4 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　民間 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　民間 5 4 -1
ナノ　　大学 6 4 -2






















































ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 6 3 -3
ナノ　　大学 5 2 -3
ナノ　　大学 6 3 -3
エネ　　大学 5 6 1
エネ　　その 4 4 0
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　公的 5 4 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　民間 6 4 -2
エネ　　大学 6 3 -3
エネ　　大学 6 3 -3
エネ　　大学 6 3 -3
エネ　　大学 6 2 -4
もの　　大学 3 4 1
もの　　大学 5 5 0
もの　　大学 5 5 0
もの　　大学 6 5 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　公的 5 4 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　民間 5 4 -1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 5 3 -2
もの　　大学 5 3 -2
もの　　公的 5 3 -2
もの　　大学 6 4 -2
もの　　大学 6 3 -3
社会　　大学 4 4 0
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 6 5 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　民間 6 5 -1
社会　　民間 5 3 -2
社会　　公的 6 4 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　民間 5 3 -2























































社会　　大学 6 2 -4
フロ　　公的 4 5 1
フロ　　大学 5 4 -1
フロ　　大学 5 4 -1
フロ　　公的 4 3 -1
フロ　　民間 5 4 -1
フロ　　その 5 4 -1
フロ　　公的 4 3 -1
フロ　　公的 5 4 -1
フロ　　大学 6 4 -2


























ライフサイエンス -0.14 14 42 6 0.32 -0.13
情報通信 -0.04 13 43 7 0.32 -0.1
環境 -0.16 11 59 7 0.23 -0.05
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.18 16 54 6 0.29 -0.13
エネルギー -0.13 11 52 6 0.25 -0.07
ものづくり技術 -0.37 18 49 4 0.31 -0.2
社会基盤 -0.12 12 50 9 0.3 -0.04











全回答 -0.2 102 389 51 0.28 -0.09
大学 -0.19 66 246 30 0.28 -0.11
公的研究機関 -0.43 12 45 9 0.32 -0.05





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　その 3 4 1
ライ　　大学 3 2 -1
情報　　公的 2 3 1
情報　　公的 3 2 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 3 2 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 2 1 -1
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　民間 2 2 0
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　大学 4 1 -3
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　公的 3 3 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 3 3 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　民間 3 3 0
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 6 3 -3
もの　　大学 5 1 -4
社会　　その 2 6 4
社会　　民間 3 3 0
社会　　大学 3 3 0
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 4 2 -2
フロ　　大学 1 2 1
フロ　　大学 3 4 1
フロ　　公的 1 2 1
フロ　　大学 3 3 0
フロ　　公的 4 4 0



























































ライフサイエンス -0.35 18 40 4 0.35 -0.23
情報通信 -0.31 15 43 5 0.32 -0.16
環境 -0.08 13 57 6 0.25 -0.09
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.28 15 59 2 0.22 -0.17
エネルギー -0.3 11 49 9 0.29 -0.03
ものづくり技術 -0.59 20 48 3 0.32 -0.24
社会基盤 -0.18 14 47 10 0.34 -0.06











全回答 -0.3 113 382 46 0.29 -0.12
大学 -0.3 76 237 28 0.3 -0.14
公的研究機関 -0.59 16 43 7 0.35 -0.14





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　その 3 4 1
ライ　　大学 1 1 0
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 4 2 -2
情報　　大学 4 5 1
情報　　公的 4 2 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 6 4 -2
環境　　大学 2 3 1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 2 1 -1
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　民間 2 2 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　民間 5 3 -2
エネ　　大学 2 4 2
エネ　　公的 3 3 0
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　民間 3 3 0
もの　　民間 3 3 0
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 6 2 -4
もの　　大学 5 1 -4
社会　　大学 3 4 1
社会　　民間 3 3 0
社会　　大学 4 3 -1
社会　　その 5 4 -1
社会　　大学 4 2 -2
フロ　　大学 1 2 1
フロ　　公的 2 3 1
フロ　　大学 3 3 0
フロ　　大学 4 4 0
フロ　　公的 4 3 -1
フロ　　その 4 3 -1




























































ライフサイエンス -1.09 34 22 6 0.65 -0.45
情報通信 -0.8 27 32 4 0.49 -0.37
環境 -0.45 26 46 5 0.4 -0.27
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.76 32 41 2 0.45 -0.4
エネルギー -0.61 30 35 4 0.49 -0.38
ものづくり技術 -0.59 29 32 10 0.55 -0.27
社会基盤 -0.5 31 34 5 0.51 -0.37











全回答 -0.7 227 277 36 0.49 -0.35
大学 -0.68 146 172 22 0.49 -0.36
公的研究機関 -0.92 28 37 1 0.44 -0.41











70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　民間 3 4 1
ライ　　公的 4 4 0
ライ　　大学 2 1 -1
ライ　　大学 6 5 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　その 5 3 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 5 2 -3
ライ　　大学 5 2 -3
ライ　　大学 5 2 -3
情報　　公的 3 3 0
情報　　民間 3 3 0
情報　　大学 4 4 0
情報　　民間 4 3 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　民間 2 1 -1
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 6 3 -3
情報　　大学 5 2 -3
情報　　大学 5 2 -3
情報　　公的 6 3 -3
情報　　大学 6 2 -4
環境　　大学 6 5 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　公的 6 4 -2
環境　　大学 5 2 -3
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　民間 2 2 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　公的 4 3 -1
ナノ　　公的 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 5 3 -2






















































ナノ　　大学 5 2 -3
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　公的 4 3 -1
エネ　　公的 5 4 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　大学 5 3 -2
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　大学 6 4 -2
エネ　　大学 5 3 -2
エネ　　大学 5 2 -3
エネ　　民間 5 2 -3
エネ　　大学 6 2 -4
もの　　大学 3 4 1
もの　　大学 3 3 0
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　民間 5 3 -2
もの　　民間 5 2 -3
もの　　大学 6 3 -3
社会　　大学 3 3 0
社会　　公的 3 3 0
社会　　大学 6 5 -1
社会　　大学 6 5 -1
社会　　その 5 4 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　公的 6 5 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　民間 4 2 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　公的 5 3 -2
社会　　大学 6 4 -2
社会　　大学 5 3 -2

























































社会　　大学 4 1 -3
社会　　大学 5 2 -3
社会　　大学 6 2 -4
フロ　　大学 4 4 0
フロ　　民間 3 3 0
フロ　　公的 3 3 0
フロ　　民間 5 4 -1
フロ　　大学 5 4 -1
フロ　　公的 6 5 -1
フロ　　公的 3 2 -1
フロ　　公的 6 5 -1
フロ　　その 5 4 -1
フロ　　民間 4 3 -1
フロ　　大学 4 2 -2






























ライフサイエンス -0.47 11 47 4 0.24 -0.11
情報通信 0.14 9 46 8 0.27 -0.02
環境 -0.11 8 57 10 0.24 0.03
ナノテクノロ
ジー・材料
0.02 13 54 9 0.29 -0.05
エネルギー 0.12 14 48 6 0.29 -0.12
ものづくり技術 -0.44 15 53 3 0.25 -0.17
社会基盤 -0.07 8 54 7 0.22 -0.01











全回答 -0.14 84 396 55 0.26 -0.05
大学 -0.14 52 251 33 0.25 -0.06
公的研究機関 0.03 10 47 8 0.28 -0.03
民間企業 -0.16 18 76 8 0.25 -0.1
















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　公的 5 4 -1
ライ　　大学 5 4 -1
情報　　公的 3 4 1
情報　　大学 3 3 0
情報　　大学 5 3 -2
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 3 1 -2
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 5 5 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　民間 5 3 -2
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　大学 3 2 -1
もの　　民間 4 3 -1
社会　　その 1 3 2
フロ　　公的 2 3 1











































ライフサイエンス -0.51 13 45 4 0.27 -0.15
情報通信 -0.14 9 49 5 0.22 -0.06
環境 -0.2 8 60 7 0.2 -0.01
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.2 18 54 4 0.29 -0.18
エネルギー 0.08 13 46 9 0.32 -0.06
ものづくり技術 -0.53 12 56 3 0.21 -0.13
社会基盤 -0.19 12 52 5 0.25 -0.1











全回答 -0.23 90 404 41 0.24 -0.09
大学 -0.25 61 251 24 0.25 -0.11
公的研究機関 -0.31 9 52 4 0.2 -0.08















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 2 0
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 5 4 -1
情報　　大学 5 3 -2
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 5 3 -2
環境　　大学 3 1 -2
ナノ　　大学 2 3 1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 5 3 -2
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　その 5 4 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　公的 4 4 0
もの　　民間 5 4 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　公的 6 5 -1








































ライフサイエンス -0.88 25 36 1 0.42 -0.39
情報通信 -0.59 30 32 1 0.49 -0.46
環境 -0.57 23 48 4 0.36 -0.25
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.69 32 42 2 0.45 -0.39
エネルギー -0.32 25 39 4 0.43 -0.31
ものづくり技術 -0.88 33 38 0 0.46 -0.46
社会基盤 -0.34 27 41 2 0.41 -0.36











全回答 -0.66 214 306 16 0.43 -0.37
大学 -0.63 136 192 9 0.43 -0.38
公的研究機関 -0.91 29 34 2 0.48 -0.42










70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 2 2 0
ライ　　大学 6 5 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 6 4 -2
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 6 5 -1
情報　　大学 6 5 -1
情報　　民間 6 5 -1
情報　　大学 5 4 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　民間 3 2 -1
情報　　公的 6 4 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 6 3 -3
環境　　民間 4 5 1
環境　　公的 6 5 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 6 5 -1
環境　　大学 6 4 -2
環境　　大学 6 4 -2
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　公的 5 5 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　その 6 5 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　公的 6 5 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　公的 6 4 -2
ナノ　　大学 6 4 -2
ナノ　　大学 6 3 -3
エネ　　その 3 4 1
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 6 5 -1
エネ　　その 5 4 -1
エネ　　公的 6 5 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　公的 6 5 -1






















































エネ　　民間 6 3 -3
もの　　大学 4 5 1
もの　　民間 5 5 0
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　民間 5 4 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　民間 6 5 -1
もの　　大学 6 4 -2
もの　　大学 5 3 -2
もの　　公的 6 2 -4
社会　　公的 4 5 1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　公的 6 5 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　民間 5 4 -1
社会　　民間 6 5 -1
社会　　民間 5 3 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　公的 6 4 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 6 4 -2
社会　　民間 5 2 -3
フロ　　大学 5 4 -1
フロ　　公的 4 3 -1

















































ライフサイエンス -0.31 19 38 5 0.39 -0.23
情報通信 -0.11 9 46 8 0.27 -0.02
環境 -0.45 11 58 5 0.22 -0.08
ナノテクノロ
ジー・材料
0 16 52 8 0.32 -0.11
エネルギー -0.15 13 46 8 0.31 -0.07
ものづくり技術 -0.58 20 47 4 0.34 -0.23
社会基盤 -0.09 17 47 6 0.33 -0.16











全回答 -0.25 113 372 49 0.3 -0.12
大学 -0.25 69 239 28 0.29 -0.12
公的研究機関 -0.05 15 42 8 0.35 -0.11
民間企業 -0.44 27 67 7 0.34 -0.2
低
い
















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 5 2 -3
情報　　公的 3 4 1
情報　　大学 3 3 0
情報　　公的 3 2 -1
情報　　大学 5 2 -3
環境　　その 3 4 1
環境　　大学 3 2 -1
環境　　大学 2 1 -1
環境　　大学 4 3 -1
ナノ　　公的 1 3 2
ナノ　　公的 5 5 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　民間 3 2 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 5 2 -3
ナノ　　大学 4 1 -3
エネ　　大学 4 5 1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　民間 6 4 -2
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 5 3 -2
もの　　民間 5 3 -2
もの　　大学 5 1 -4
社会　　その 2 5 3
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　公的 5 4 -1
社会　　その 5 4 -1
フロ　　大学 3 3 0


































































ライフサイエンス -0.42 19 41 2 0.34 -0.27
情報通信 -0.33 12 47 4 0.25 -0.13
環境 -0.5 15 54 5 0.27 -0.14
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.14 19 53 4 0.3 -0.2
エネルギー -0.05 15 45 7 0.33 -0.12
ものづくり技術 -0.65 22 45 4 0.37 -0.25
社会基盤 -0.35 22 43 5 0.39 -0.24











全回答 -0.34 133 367 34 0.31 -0.19
大学 -0.36 86 235 15 0.3 -0.21
公的研究機関 -0.4 16 42 7 0.35 -0.14





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 5 3 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　公的 4 2 -2
環境　　その 3 4 1
環境　　大学 2 1 -1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 2 2 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　その 5 4 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　大学 4 2 -2
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　公的 6 4 -2
もの　　大学 5 3 -2
もの　　民間 6 4 -2
社会　　民間 4 3 -1
社会　　大学 3 2 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　公的 5 4 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 5 4 -1
フロ　　大学 3 3 0
フロ　　その 4 3 -1




























































ライフサイエンス -0.79 33 25 4 0.6 -0.47
情報通信 -0.64 28 31 4 0.51 -0.38
環境 -0.54 28 41 5 0.45 -0.31
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.66 34 41 1 0.46 -0.43
エネルギー -0.37 26 35 6 0.48 -0.3
ものづくり技術 -0.85 33 33 5 0.54 -0.39
社会基盤 -0.51 35 30 4 0.57 -0.45











全回答 -0.64 237 263 33 0.51 -0.38
大学 -0.63 153 163 19 0.51 -0.4
公的研究機関 -0.66 32 29 4 0.55 -0.43











70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　公的 4 4 0
ライ　　その 4 4 0
ライ　　民間 4 3 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 6 5 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 2 1 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 5 3 -2
情報　　民間 3 3 0
情報　　公的 4 3 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　その 2 1 -1
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 3 1 -2
情報　　公的 6 3 -3
環境　　その 3 4 1
環境　　民間 3 4 1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　公的 6 5 -1
環境　　公的 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 6 5 -1
環境　　公的 5 4 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 5 3 -2
環境　　大学 6 4 -2
環境　　民間 5 3 -2
ナノ　　公的 4 4 0
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　公的 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　公的 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1























































ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　民間 5 3 -2
ナノ　　公的 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 5 2 -3
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　大学 5 5 0
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　その 4 4 0
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　その 5 4 -1
エネ　　公的 6 5 -1
エネ　　公的 5 4 -1
エネ　　公的 4 3 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　民間 4 2 -2
エネ　　民間 5 2 -3
もの　　大学 4 4 0
もの　　大学 4 4 0
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 5 4 -1
もの　　民間 5 4 -1
もの　　民間 5 3 -2
もの　　大学 6 4 -2
もの　　民間 4 2 -2
もの　　公的 6 4 -2
もの　　民間 5 2 -3
社会　　その 4 4 0
社会　　大学 6 5 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　その 5 4 -1
社会　　大学 5 4 -1

























































社会　　民間 4 3 -1
社会　　公的 6 5 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　公的 5 4 -1
社会　　公的 5 3 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　民間 5 3 -2
社会　　民間 6 4 -2
社会　　大学 6 3 -3
フロ　　民間 3 3 0
フロ　　大学 5 4 -1
フロ　　その 5 4 -1




























ライフサイエンス -0.12 14 40 7 0.34 -0.11
情報通信 -0.16 11 43 7 0.3 -0.07
環境 0.05 12 52 6 0.26 -0.09
ナノテクノロ
ジー・材料
0.04 14 50 11 0.33 -0.04
エネルギー 0.14 10 48 10 0.29 0
ものづくり技術 -0.37 18 45 7 0.36 -0.16
社会基盤 0.02 10 56 4 0.2 -0.09











全回答 -0.07 99 371 57 0.3 -0.08
大学 -0.03 60 232 36 0.29 -0.07
公的研究機関 -0.25 16 43 6 0.34 -0.15





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 5 4 -1
情報　　公的 2 3 1
情報　　民間 1 2 1
情報　　大学 3 3 0
情報　　大学 3 2 -1
情報　　公的 3 2 -1
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 5 2 -3
情報　　大学 5 2 -3
環境　　大学 4 4 0
環境　　大学 2 1 -1
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 6 2 -4
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　民間 4 3 -1
ナノ　　民間 5 4 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　公的 4 2 -2
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 5 3 -2
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　公的 4 3 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 5 2 -3
もの　　民間 2 3 1
もの　　大学 3 4 1
もの　　大学 5 5 0
もの　　民間 4 4 0
もの　　大学 6 5 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 4 2 -2
もの　　公的 5 3 -2
社会　　民間 3 3 0
社会　　大学 2 2 0






















































社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 4 2 -2
社会　　公的 3 1 -2

















ライフサイエンス -0.19 15 41 5 0.33 -0.16
情報通信 -0.36 18 39 4 0.36 -0.23
環境 -0.27 20 43 7 0.39 -0.19
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.04 14 55 6 0.27 -0.11
エネルギー -0.3 18 43 7 0.37 -0.16
ものづくり技術 -0.61 25 39 6 0.44 -0.27
社会基盤 -0.03 12 55 3 0.21 -0.13











全回答 -0.23 128 359 40 0.32 -0.17
大学 -0.22 81 225 22 0.31 -0.18
公的研究機関 -0.46 16 45 4 0.31 -0.18





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　大学 5 5 0
ライ　　公的 5 4 -1
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 5 4 -1
情報　　公的 2 3 1
情報　　大学 5 4 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 5 2 -3
情報　　大学 6 3 -3
環境　　大学 1 2 1
環境　　大学 6 2 -4
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 4 2 -2
エネ　　大学 3 4 1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　公的 4 3 -1
エネ　　大学 6 4 -2
エネ　　民間 6 3 -3
もの　　民間 3 4 1
もの　　大学 3 4 1
もの　　大学 3 4 1
もの　　民間 3 3 0
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 5 4 -1
もの　　大学 5 3 -2
もの　　大学 4 2 -2
もの　　公的 5 3 -2
社会　　民間 3 3 0
社会　　大学 4 4 0
社会　　公的 4 4 0
社会　　大学 3 3 0
社会　　大学 4 3 -1



























































ライフサイエンス -0.91 33 27 1 0.56 -0.52
情報通信 -0.93 30 28 3 0.54 -0.44
環境 -0.83 34 33 3 0.53 -0.44
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.58 37 36 2 0.52 -0.47
エネルギー -0.58 29 35 4 0.49 -0.37
ものづくり技術 -0.83 38 24 8 0.66 -0.43
社会基盤 -0.42 32 34 4 0.51 -0.4











全回答 -0.73 256 242 29 0.54 -0.43
大学 -0.73 164 154 10 0.53 -0.47
公的研究機関 -0.94 39 24 2 0.63 -0.57










70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　公的 5 4 -1
ライ　　民間 4 3 -1
ライ　　大学 6 5 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　大学 5 2 -3
ライ　　大学 6 2 -4
情報　　大学 2 2 0
情報　　大学 3 3 0
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　民間 3 2 -1
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 6 4 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　その 4 2 -2
情報　　民間 4 2 -2
情報　　大学 4 1 -3
環境　　公的 6 5 -1
環境　　大学 5 4 -1
環境　　大学 6 5 -1
環境　　大学 4 3 -1
環境　　その 4 3 -1
環境　　民間 5 4 -1
環境　　大学 5 3 -2
環境　　大学 5 3 -2
環境　　公的 6 4 -2
環境　　大学 6 3 -3
環境　　公的 6 3 -3
環境　　大学 6 2 -4
ナノ　　大学 3 3 0
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　大学 5 4 -1
ナノ　　民間 6 5 -1
ナノ　　大学 6 5 -1
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 5 3 -2






















































ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 4 2 -2
ナノ　　公的 6 4 -2
ナノ　　大学 6 4 -2
ナノ　　公的 5 2 -3
ナノ　　大学 6 3 -3
エネ　　大学 4 4 0
エネ　　公的 4 4 0
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　大学 6 5 -1
エネ　　公的 5 4 -1
エネ　　公的 6 5 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　公的 4 2 -2
エネ　　大学 6 4 -2
エネ　　大学 6 3 -3
エネ　　民間 6 3 -3
もの　　大学 4 5 1
もの　　民間 3 4 1
もの　　大学 5 5 0
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　公的 5 4 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　公的 3 2 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 6 4 -2
もの　　民間 5 3 -2
もの　　大学 5 3 -2
もの　　大学 4 2 -2
もの　　民間 6 4 -2
もの　　公的 5 2 -3
もの　　大学 5 2 -3
もの　　大学 6 2 -4
もの　　大学 6 2 -4
社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　民間 4 3 -1
























































社会　　大学 5 4 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　公的 6 5 -1
社会　　公的 5 4 -1
社会　　大学 5 4 -1
社会　　公的 5 4 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　民間 6 5 -1
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　民間 5 3 -2
社会　　大学 6 3 -3
フロ　　その 4 5 1
フロ　　大学 6 5 -1





























ライフサイエンス -0.13 14 41 6 0.33 -0.13
情報通信 -0.44 13 44 5 0.29 -0.13
環境 -0.1 17 49 6 0.32 -0.15
ナノテクノロ
ジー・材料
0.07 13 54 8 0.28 -0.07
エネルギー -0.27 17 40 11 0.41 -0.09
ものづくり技術 -0.42 22 41 7 0.41 -0.21
社会基盤 -0.16 16 45 9 0.36 -0.1











全回答 -0.2 123 350 57 0.34 -0.12
大学 -0.18 82 214 35 0.35 -0.14
公的研究機関 -0.29 14 44 7 0.32 -0.11





0 1 2 3 4 6 7 85 9 10
8 9 10
評価を変更した回答者分布








































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 1 3 2
ライ　　公的 4 3 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 3 2 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　公的 4 2 -2
情報　　公的 3 4 1
情報　　民間 1 2 1
情報　　大学 2 1 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 6 4 -2
情報　　公的 4 2 -2
情報　　大学 5 2 -3
情報　　大学 5 2 -3
環境　　大学 4 3 -1
環境　　大学 2 1 -1
環境　　大学 3 1 -2
環境　　大学 6 2 -4
ナノ　　大学 4 4 0
ナノ　　大学 2 2 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　民間 4 3 -1
ナノ　　民間 3 2 -1
ナノ　　民間 5 4 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　大学 3 3 0
エネ　　公的 3 3 0
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　民間 5 3 -2
もの　　民間 2 3 1
もの　　大学 6 5 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 5 3 -2
もの　　大学 5 1 -4
























































社会　　公的 4 3 -1
社会　　公的 4 3 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 5 1 -4
フロ　　公的 3 4 1




















ライフサイエンス -0.14 12 43 6 0.3 -0.1
情報通信 -0.62 21 37 4 0.4 -0.27
環境 -0.32 16 51 5 0.29 -0.15
ナノテクノロ
ジー・材料
0.1 16 53 6 0.29 -0.13
エネルギー -0.48 16 46 6 0.32 -0.15
ものづくり技術 -0.48 22 42 6 0.4 -0.23
社会基盤 -0.35 18 49 3 0.3 -0.21











全回答 -0.29 130 360 40 0.32 -0.17
大学 -0.28 86 219 26 0.34 -0.18
公的研究機関 -0.53 17 45 3 0.31 -0.22
民間企業 -0.33 23 71 8 0.3 -0.15
低
い
















































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　公的 4 2 -2
情報　　公的 3 4 1
情報　　大学 2 1 -1
情報　　大学 5 4 -1
情報　　大学 3 2 -1
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 5 3 -2
環境　　大学 3 3 0
環境　　大学 2 1 -1
環境　　大学 4 2 -2
環境　　大学 6 2 -4
ナノ　　大学 3 4 1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　民間 3 2 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 4 2 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　公的 3 3 0
エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　大学 3 2 -1
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　民間 5 3 -2
もの　　大学 2 4 2
もの　　民間 3 4 1
もの　　大学 3 4 1
もの　　民間 3 3 0
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 3 2 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 5 4 -1
社会　　大学 2 1 -1
社会　　公的 4 3 -1
社会　　公的 4 3 -1
社会　　大学 4 2 -2
社会　　大学 5 1 -4
フロ　　公的 3 4 1



































































ライフサイエンス -0.63 28 31 2 0.49 -0.43
情報通信 -0.8 32 26 4 0.58 -0.45
環境 -0.66 33 36 3 0.5 -0.42
ナノテクノロ
ジー・材料
-0.68 33 38 4 0.49 -0.39
エネルギー -0.49 24 42 2 0.38 -0.32
ものづくり技術 -0.51 28 33 9 0.53 -0.27
社会基盤 -0.58 31 36 3 0.49 -0.4











全回答 -0.63 231 270 29 0.49 -0.38
大学 -0.58 143 171 17 0.48 -0.38
公的研究機関 -0.91 35 27 3 0.58 -0.49










70 1 2 3 4 6
指数 評価を変更した回答者分布



































































分野　　　所属 2009 2010 回答変化
ライ　　大学 3 3 0
ライ　　民間 4 3 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 4 3 -1
ライ　　公的 5 4 -1
ライ　　大学 5 4 -1
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 4 2 -2
ライ　　大学 6 4 -2
ライ　　大学 5 3 -2
ライ　　公的 6 3 -3
情報　　大学 3 3 0
情報　　大学 2 1 -1
情報　　民間 3 2 -1
情報　　公的 4 3 -1
情報　　大学 4 3 -1
情報　　大学 5 4 -1
情報　　その 3 2 -1
情報　　大学 5 3 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　大学 4 2 -2
情報　　民間 4 2 -2
情報　　大学 3 1 -2
情報　　大学 6 3 -3
ナノ　　大学 4 5 1
ナノ　　民間 2 2 0
ナノ　　民間 2 2 0
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 3 2 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 3 -1
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 6 4 -2
ナノ　　公的 4 2 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　民間 4 2 -2
ナノ　　大学 6 4 -2
ナノ　　公的 5 3 -2
ナノ　　大学 4 2 -2
ナノ　　大学 6 3 -3
ナノ　　大学 5 2 -3
エネ　　大学 4 4 0





















































エネ　　民間 5 4 -1
エネ　　民間 3 2 -1
エネ　　民間 4 3 -1
エネ　　公的 4 3 -1
エネ　　公的 5 4 -1
エネ　　大学 5 4 -1
エネ　　大学 4 3 -1
エネ　　大学 4 2 -2
エネ　　民間 3 1 -2
エネ　　民間 5 3 -2
エネ　　公的 6 4 -2
エネ　　公的 4 2 -2
エネ　　大学 6 3 -3
エネ　　大学 6 3 -3
エネ　　民間 5 2 -3
もの　　大学 2 3 1
もの　　大学 3 4 1
もの　　民間 3 3 0
もの　　公的 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 5 4 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　公的 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 4 3 -1
もの　　大学 2 1 -1
もの　　公的 3 2 -1
もの　　民間 4 3 -1
もの　　大学 5 3 -2
もの　　大学 4 2 -2
もの　　大学 5 1 -4
社会　　大学 3 5 2
社会　　大学 3 2 -1
社会　　公的 4 3 -1
社会　　民間 4 3 -1
社会　　公的 5 4 -1
社会　　大学 4 3 -1
社会　　公的 4 3 -1
社会　　大学 3 1 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 5 3 -2
社会　　大学 4 2 -2
社会　　民間 5 3 -2
社会　　民間 6 4 -2
社会　　大学 5 1 -4

























































フロ　　公的 1 1 0
フロ　　その 4 4 0
フロ　　公的 3 3 0
フロ　　公的 4 4 0
フロ　　大学 6 5 -1
フロ　　公的 5 4 -1
フロ　　その 5 3 -2




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2006 7.7 1.0 2.0 2.8 3.9 0.7 2.0 0.0 63.2 4.7 2.8 8.5 15.1 0.9 4.7 0.0
2007 7.8 1.2 2.0 2.8 3.7 0.9 1.6 0.1 64.4 5.9 2.0 6.9 14.9 2.0 3.0 1.0
2008 7.9 1.0 1.9 2.5 4.1 1.2 1.4 0.0 62.1 5.3 2.1 6.3 16.8 3.2 4.2 0.0
2009 7.4 1.2 2.0 2.6 4.1 0.9 1.7 0.0 57.1 5.5 3.3 8.8 17.6 3.3 4.4 0.0
2010 7.9 0.8 2.1 2.7 4.1 0.7 1.7 0.0 62.6 2.2 5.5 9.9 15.4 1.1 3.3 0.0
2006 7.9 2.5 1.4 2.2 2.9 1.6 1.4 0.0 63.4 8.9 5.0 4.0 10.9 5.0 3.0 0.0
2007 7.7 2.5 1.5 2.4 3.0 1.3 1.5 0.0 62.8 9.6 6.4 5.3 9.6 4.3 2.1 0.0
2008 7.5 2.1 1.8 2.4 3.0 1.7 1.6 0.0 57.1 9.5 6.0 6.0 9.5 8.3 3.6 0.0
2009 7.4 2.1 2.0 2.3 3.2 1.6 1.4 0.0 58.0 9.0 6.0 6.0 13.0 6.0 2.0 0.0
2010 7.8 1.7 1.9 2.4 3.4 1.6 1.2 0.0 58.4 7.9 5.6 9.0 12.4 4.5 2.2 0.0
2006 6.4 1.6 3.0 3.4 3.1 1.0 1.2 0.2 48.2 6.1 11.4 14.0 13.2 1.8 5.3 0.0
2007 6.3 1.5 3.1 3.3 3.5 1.0 1.2 0.2 46.2 7.7 13.5 11.5 12.5 2.9 5.8 0.0
2008 6.8 1.5 3.2 3.4 3.1 0.8 1.0 0.2 51.1 7.4 14.9 10.6 11.7 1.1 2.1 1.1
2009 6.8 1.6 2.6 3.6 3.2 1.0 1.0 0.2 51.0 8.0 9.0 12.0 12.0 3.0 4.0 1.0
2010 6.8 1.6 2.3 3.5 3.4 1.0 1.1 0.2 51.1 7.6 7.6 12.0 14.1 3.3 3.3 1.1
2006 7.2 1.7 2.2 3.6 3.5 0.8 1.0 0.1 59.3 4.6 9.3 12.0 11.1 0.0 3.7 0.0
2007 7.3 1.6 2.3 3.6 3.5 0.7 0.9 0.1 58.9 4.7 8.4 13.1 11.2 0.9 2.8 0.0
2008 7.7 1.6 1.7 3.8 3.6 0.8 0.6 0.1 64.6 5.1 4.0 10.1 12.1 3.0 1.0 0.0
2009 7.7 1.6 1.7 3.5 3.6 0.7 0.9 0.2 64.2 5.3 4.2 11.6 12.6 1.1 1.1 0.0
2010 7.5 1.6 2.0 3.6 3.6 0.9 0.8 0.2 58.4 4.5 6.7 10.1 15.7 2.2 2.2 0.0
2006 7.3 2.1 1.8 2.9 3.2 0.7 1.8 0.3 57.9 7.5 5.6 9.3 10.3 0.9 7.5 0.9
2007 7.4 2.4 1.7 3.0 3.1 0.6 1.5 0.2 58.9 8.4 5.6 7.5 12.1 0.0 6.5 0.9
2008 7.2 2.1 1.9 3.2 3.1 0.7 1.6 0.2 53.8 7.7 7.7 6.6 14.3 1.1 7.7 1.1
2009 7.6 1.9 1.7 2.9 3.7 0.7 1.3 0.2 58.9 7.4 5.3 4.2 16.8 0.0 6.3 1.1
2010 7.4 2.0 1.9 3.2 3.2 0.7 1.6 0.1 58.6 5.7 8.0 5.7 14.9 0.0 5.7 1.1
2006 7.8 2.2 1.8 3.3 3.5 0.7 0.6 0.0 60.6 4.0 7.1 12.1 12.1 1.0 3.0 0.0
2007 8.1 2.3 1.9 3.4 3.2 0.6 0.5 0.0 64.9 4.1 6.2 12.4 10.3 2.1 0.0 0.0
2008 7.6 2.0 2.3 3.3 3.6 0.7 0.5 0.0 59.8 4.6 6.9 11.5 14.9 2.3 0.0 0.0
2009 8.0 1.8 2.4 3.1 3.5 0.6 0.6 0.1 67.0 2.1 6.4 10.6 11.7 2.1 0.0 0.0
2010 7.9 1.9 2.0 2.9 3.7 0.7 0.7 0.0 66.7 2.5 3.7 8.6 16.0 2.5 0.0 0.0
2006 7.4 2.1 1.6 3.4 3.0 1.0 1.2 0.3 60.4 7.2 4.5 12.6 8.1 2.7 3.6 0.9
2007 7.4 1.7 1.8 3.2 3.4 1.0 1.3 0.3 60.4 4.7 5.7 11.3 11.3 0.9 4.7 0.9
2008 8.1 1.8 1.3 3.1 3.0 1.2 1.3 0.1 69.6 3.3 5.4 7.6 7.6 1.1 5.4 0.0
2009 7.5 1.5 1.8 3.3 3.4 1.4 1.2 0.0 60.9 2.2 8.7 10.9 9.8 2.2 5.4 0.0
2010 7.8 1.3 1.7 3.2 3.1 1.6 1.3 0.0 64.4 2.2 7.8 8.9 10.0 2.2 4.4 0.0
2006 6.5 1.4 1.5 3.5 4.8 1.0 1.1 0.1 49.4 3.6 3.6 10.8 26.5 3.6 2.4 0.0
2007 6.9 1.6 1.4 3.6 4.6 1.0 0.8 0.1 54.3 2.5 2.5 12.3 25.9 2.5 0.0 0.0
2008 7.0 1.5 1.8 3.7 4.0 1.0 0.9 0.0 55.7 4.3 5.7 12.9 20.0 1.4 0.0 0.0
2009 6.8 1.6 1.6 3.6 4.8 1.0 0.6 0.0 52.2 4.3 4.3 10.1 26.1 2.9 0.0 0.0












































































害除去。 1   2   6 1   5   7
人材はレベルの高低は別にして十分になりつつある。 7   1   0 7   0   0




2   1   5 7   2   1
燃料電池は実用化、商品化ステージなので、さらに産学関連携や分野関連携が強化されるべき。 1   0   0 1   3   2
連携は向上しているが、対諸外国という観点で規制緩和が必要。 3   1   2 3   1   7
企業からの研究資金が減ってきている。また、人材の就職先など将来の生活の見通しが悪くなって
きている。 1   4   6 1   4   5
研究費が減少傾向にある。 1   8   2 5   1   8
3は必要な時に行なえば良いと考えるようになった。各分野を深化させることが必要。 3   1   4 1   4   2
化学＋プラズマ反応⇒新領域でのイノベーション 1   2   3 1   2   3
研究開発資金が経済不況の影響を受けて減少している。 1   2   7 1   2   5
人材の不足が問題、有能な人材を科学技術分野にリクルートする必要がある。また最近の英語力の
低い若者の増加は危機を感じる。国際化を進めるならいくら良い仕事をしても評価されない。 5   2   7 5   1   6
科学技術予算の減少を危惧する。 1   4   7 1   4   5
1、4が必要だが、それには先ず資金が必要。 1   6   7 5   1   4
国際的感覚の弱さに危機感を強めている。 1   6   4 6   1   4
産学官の連携が弱っている。 5   1   2 5   2   1
主として公共に属する事項が多いので、法規類に精通した官の積極的アドバイスを望む。 7   4   3 7   6   2
我国全体として研究開発が重要であることに対するメッセージに欠けている。 1   4   6 1   4   6
あまりのトップダウンで基礎が劣化しはじめた。 4   1   5 1   4   5
資金、施設の有効共同利用の促進。 3   5   1 3   1   5
産官学が連携してよいネットワーク型研究教育拠点の整備が望まれる。 1   4   5 1   2   4
出身大学、学部、学科の枠を越えて、自由に交流できるようにならない限り、独創的な研究を生み
出すことはできない。 1   4   0 3   1   4
やはり、若手人材の採用が少ない。特に大学はどんどん高齢化している。 3   2   1 1   2   3
仕分けの悪影響を排除すべき。 2   3   7 5   4   2
この分野の優秀な人材の枯渇を招かぬよう中等教育の充実が望まれる。 5   3   1 1   5   3
研究経費の配分等に問題があって、集中と選択ができなくなっている様に思われる。 1   4   2 5   2   7
人材を世界から日本へ。 1   2   4 4   1   6
予算の悪化、規制による“しばり”が、新たな研究を抑制している。 1   2   5 1   5   7
産と学との間でミスマッチは避けるべき。例えばポスドクが滞留している現状は問題。 1   3   5 5   3   2
しっかりとした考え方をもったリーダーの人材育成が課題だと思います。 1   3   7 1   3   7
規制の緩和は進展してきた。 1   5   7 1   5   4
資金の先細り傾向があるため。 1   4   7 1   4   5




1   4   3 1   3   4
実績として、連携は十分行われている。新領域の創造は今後重要。 5   2   1 5   1   3
基盤経費がどんどん減少してきており、危機的状況である。 1   4   5 4   1   5
人材育成確保は小、中からやるべきである。 5   1   7 1   5   7
新しいネットワーク、アプリの産業展開には、法規制の見直しが急務。 1   5   4 1   5   7
若手、中堅の人材が最重要と考える。 5   1   3 1   5   3
インフラだけでなく、重点領域に資金を投入することが大切。 1   3   4 1   3   5
今こそ教育の重要性。英語でやればよいというものではなく、我国独自の教育システムを。 1   3   5 1   6   3
近年、若手の質の低下が気になる。若手を中心とした人材育成の重要性が増している。 5   2   1 5   1   2
人、資金、連携がこれから重要である。 1   4   5 1   5   2
人材育成が軽んじられている。 4   5   1 1   5   4
同じ研究機関内での力関係によって、現実にはうまく連携がとれていない。 1   7   8 1   7   3
最近、施設整備にお金をつぎ込んでいない印象を受ける。 1   0   0 1   4   0










































研究成果を早期に実用化することが求められる。 5   3   1 5   2   1
1の人材育成と確保のためには、5と4が必要であるから。 5   1   3 5   4   1
資金が減額されているため。 2   4   5 5   4   1
海洋エネルギー分野では、実海域試験が必要とされるため、大型の研究資金が必要である。 1   4   2 1   4   5
資金不足はほとんどすべての項目のマイナス要因である。 1   3   6 1   3   5
国際協力、人材交流の重要度が増している。 1   5   3 1   5   6
政権交代によりフロンティア分野への予算削減が心配される。 1   2   5 5   1   2
人材が伴わないと進展しない。 5   4   2 5   4   1
社会合意形成など社会基盤整備に向けた技術領域について人文科学、社会科学分野との連携、
融合の強化の必要。 1   5   2 1   5   3
設備の充実が必要。 1   2   5 4   1   2
最近、5が削減されつつあるように見受けられるから。 6   1   7 5   6   1
宇宙基本計画によって、政策が変更されたため、産学連携の強化が促進される。 5   1   7 7   2   5
人材と基盤の整備が遅れている。無用な規制の早期廃止でこの整備を加速させる。 1   5   3 1   4   7
人材育成連携強化のためには研究開発基盤の整備が必要。 1   2   3 4   1   2
研究開発に関わる資金は、多くの分野で枯渇している。 4   1   6 4   1   5
・人材育成と国際展開は以前と同様。　・やはり、オールジャパンでやることの重要性を強調したの
で産官・学の連携強化を入れた。 1   6   7 1   6   2
国際競争に打ち勝つため、国を挙げて産学官の連携を強化するべき。 1   2   8 2   1   4
・国際連携の遅れが顕在化。・標準化や許認可の制度を国際標準に合わせないといけない。 1   3   7 1   6   7
大学では外部資金獲得の有利な分野に多くの研究が集まる傾向が顕著になったから。 2   1   3 2   5   3
余りにも大学が弱体化してしまった。 1   4   2 1   4   5
人材育成には4、5が必要。外需に対応できる国際的人材（留学生含）の育成が必要。 1   4   5 4   5   6
事業仕分けで研究費が削減されており研究資金拡充が緊急の課題となっている。 2   3   1 5   2   1
大学教員の立場から、最近理工系の学生の質の低下を痛感している。 4   5   6 1   4   5
今後、インド等のアジア、北アフリカ地域への展開が重要 1   3   5 1   3   6
今は、人材育成が非常に大切である。特に、国際展開は大切。 1   2   4 1   2   6
3位（3→2へ変更）最近、産学推進の必要性が認識されつつある。 1   5   3 1   5   2
グローバル展開が重要なキーポイントになってきている（グローバルスタンダードだけでなく、現地に
最適な仕様展開も重要）。 1   3   2 1   3   6
若手研究者が再チャンレンジできるセーフティーネットの整備と、新しいテーマに積極的に取り組む
意欲を起こさせる教育・環境（主として指導側にも教育が必要！）づくりが重要。 6   7   3 6   7   1
トップレベルの研究者や技術者が、研究や技術開発に集中できる環境が最も重要と最近感じる。 5   6   1 4   5   6
企業等・研究開発資金の減少に加え、事業仕分けによる公的研究開発資金の減少が危惧される。 1   5   3 5   4   1




1   3   0 1   3   5
日本の若者は海外に出ることを好まず国内に留まる傾向が強いことが昨今よく指摘されているた
め、国際展開にはより力を入れるべきである。 1   2   6 1   6   2
どれも重要であるが、考え方を変えたため。なお「人材育成と確保」と言っても単に博士を増やせば
よいとはいかないのでやり方が重要と考えます。他の項目も同じ。 7   8   1 4   1   5
規制か国際標準から、かけ離れている。科学的な理性に欠ける。 1   5   7 7   1   4
人と資金が現在は減らされている。→国の戦略と行政が矛盾している。なぜトップになることが必要
なのか国はもっとしっかりと考えるべき。 1   4   5 1   4   5
人材育成が最大のカギ。 1   5   4 1   3   7















































































































































































































































































A01 -0.12 6 30 8 0.32 0.05
A02 0.21 5 34 13 0.35 0.15
A03 0.01 2 20 9 0.35 0.23
A04 0.01 6 24 5 0.31 -0.03
A05 0.41 2 25 11 0.34 0.24
A06 -0.17 4 30 4 0.21 0



































































戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
A01　　大学 2 4 2
A01　　大学 4 5 1
A01　　大学 4 3 -1
A04　　大学 5 5 0
A04　　その 2 1 -1
A04　　公的 3 2 -1
A04　　大学 3 2 -1
A04　　大学 4 2 -2
A05　　大学 2 3 1
A06　　大学 2 3 1
A06　　その 3 2 -1
A06　　大学 5 4 -1
A06　　大学 6 4 -2
A07　　大学 2 2 0
A07　　大学 4 3 -1























































2006 6.6 1.2 2.9 2.8 4.3 0.9 1.0 0.3 48.5 5.9 8.8 10.3 22.1 1.5 1.5 1.5
2007 6.8 1.1 3.2 2.6 4.5 0.9 0.7 0.3 48.6 4.3 11.4 10.0 21.4 1.4 1.4 1.4
2008 6.7 1.2 2.8 2.7 4.7 1.0 0.5 0.3 47.0 6.1 9.1 12.1 22.7 0.0 1.5 1.5
2009 6.0 1.4 3.3 2.5 4.2 1.2 1.0 0.4 37.9 6.1 13.6 13.6 18.2 3.0 4.5 3.0
2010 6.3 0.7 3.1 3.0 4.8 0.9 1.0 0.2 44.1 3.4 11.9 16.9 16.9 1.7 3.4 1.7
2006 5.6 3.0 2.5 1.7 2.8 0.6 3.5 0.2 36.3 15.0 10.0 6.3 10.0 0.0 21.3 1.3
2007 6.0 2.9 2.7 1.7 3.1 0.6 2.9 0.0 40.0 13.8 11.3 6.3 10.0 0.0 18.8 0.0
2008 5.9 3.1 2.8 1.5 3.4 0.9 2.5 0.0 37.5 13.9 15.3 1.4 16.7 0.0 15.3 0.0
2009 5.6 3.1 2.2 2.0 3.5 0.5 3.1 0.1 37.0 12.3 9.6 4.1 16.4 0.0 20.5 0.0
2010 5.3 2.8 2.4 2.0 3.6 0.5 3.3 0.0 33.3 13.0 11.6 4.3 15.9 0.0 21.7 0.0
2006 5.1 3.6 3.2 2.3 3.3 0.6 1.9 0.1 33.9 16.1 21.4 8.9 12.5 0.0 7.1 0.0
2007 5.7 2.9 2.8 2.1 3.5 0.8 2.1 0.0 34.0 11.3 20.8 9.4 15.1 0.0 9.4 0.0
2008 5.5 2.8 3.6 1.6 3.4 1.1 2.0 0.0 37.0 13.0 23.9 6.5 8.7 2.2 8.7 0.0
2009 5.9 3.1 2.9 1.7 3.7 0.9 1.9 0.0 40.8 12.2 18.4 4.1 18.4 0.0 6.1 0.0
2010 4.9 3.7 3.2 1.9 3.7 0.3 2.4 0.0 26.8 14.6 26.8 7.3 12.2 0.0 12.2 0.0
2006 6.1 1.3 2.5 2.5 3.3 3.5 0.8 0.2 37.7 1.9 9.4 9.4 15.1 20.8 5.7 0.0
2007 6.5 1.7 2.6 2.2 3.2 3.2 0.6 0.0 44.7 4.3 8.5 8.5 12.8 17.0 4.3 0.0
2008 6.0 1.4 2.3 2.2 3.9 3.5 0.6 0.1 38.8 2.0 10.2 10.2 20.4 16.3 2.0 0.0
2009 5.7 1.2 2.3 2.8 3.8 3.5 0.6 0.1 31.9 2.1 12.8 12.8 19.1 19.1 2.1 0.0
2010 5.8 1.7 2.0 2.9 4.0 2.9 0.6 0.2 38.6 2.3 9.1 13.6 15.9 18.2 2.3 0.0
2006 4.9 2.9 2.5 2.8 2.5 2.2 2.0 0.2 29.3 12.2 9.8 14.6 9.8 12.2 12.2 0.0
2007 4.9 3.4 2.7 2.5 2.7 2.0 1.4 0.3 36.4 11.4 6.8 13.6 11.4 13.6 4.5 2.3
2008 5.0 3.5 1.9 2.5 3.2 2.3 1.2 0.3 34.1 14.6 4.9 14.6 17.1 9.8 2.4 2.4
2009 4.7 2.6 2.1 3.2 3.6 1.8 1.5 0.6 30.4 10.9 6.5 19.6 15.2 6.5 6.5 4.3


























2006 4.7 2.3 3.5 2.7 3.6 1.4 1.6 0.2 29.2 12.5 18.8 10.4 18.8 2.1 6.3 2.1
2007 5.4 2.8 2.7 2.8 3.6 1.3 1.3 0.2 37.3 15.7 9.8 13.7 15.7 2.0 3.9 2.0
2008 5.3 2.5 2.8 2.8 4.0 1.4 0.9 0.2 37.3 13.7 11.8 13.7 15.7 2.0 3.9 2.0
2009 4.8 3.0 2.4 3.0 4.6 1.1 0.9 0.2 28.0 16.0 12.0 16.0 22.0 2.0 2.0 2.0
2010 4.5 3.6 2.6 3.3 3.9 0.8 1.0 0.2 26.7 26.7 6.7 13.3 17.8 2.2 4.4 2.2
2006 5.6 1.3 2.5 4.2 4.0 1.8 0.6 0.0 36.8 5.9 10.3 23.5 11.8 10.3 1.5 0.0
2007 5.5 1.1 2.4 4.2 4.1 2.0 0.6 0.1 36.2 2.9 10.1 23.2 18.8 7.2 1.4 0.0
2008 6.3 1.1 2.3 3.9 4.1 1.7 0.6 0.0 45.0 3.3 8.3 20.0 16.7 3.3 3.3 0.0
2009 5.4 1.0 2.6 3.7 4.4 2.0 0.7 0.1 35.5 3.2 8.1 22.6 24.2 6.5 0.0 0.0























A07 公的 生命情報は急増の一途、これに対応した研究基盤を早急に作ることが必要。 5   1   3 5   1   4
一国だけでは支えきれないほど試料や情報が増えた。 1   3   0 1   3   6
人材、ポストの確保。 5   1   3 1   5   3
大幅な戦略の変更。 5   4   3 3   2   6
4を加えた。経常的資金は重要。 1   0   0 1   4   0




4   1   5 1   4   5
重要な分野でありながら分野としての広がりが感じられない。分野の重要性をアピールする必要あ
り。 4   6   2 1   4   5
実用化に向けての連携強化。 5   2   3 2   3   5
産業界の前向きな姿勢が必要。 1   5   6 1   5   2
国際的な孤立に陥りつつある。国際恊力に努めるべき。 2   1   4 2   1   6
産業界の参画が重要。 6   1   5 6   2   1
4を加えた。経常的資金は重要。 1   0   0 1   4   0
国際的な連携が必要。 3   6   8 6   5   4
4を加えた。経常的資金は重要。 1   0   0 1   4   0
4を加えた。経常的資金は重要。 1   0   0 1   4   0
厚労省の臨床研究にかかる倫理指針の変更に伴い、臨床研究に対する負担が増えた。基盤整備
のための人件費や保証費用が必要になった。 1   5   2 1   2   7
4を加えた。経常的資金は重要。 1   0   0 1   4   0
研究費が増えた。 1   3   5 1   3   2





















A01 0.26 5 30 11 0.35 0.13
A02 0.4 3 38 12 0.28 0.17
A03 0.18 1 26 4 0.16 0.1
A04 -0.04 3 23 9 0.34 0.17
A05 0.17 2 29 7 0.24 0.13
A06 -0.14 6 26 6 0.32 0
A07 0.38 6 30 10 0.35 0.09
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
A01　　大学 2 5 3
A01　　公的 2 4 2
A01　　大学 2 3 1
A01　　公的 5 4 -1
A02　　大学 2 2 0
A03　　大学 2 2 0
A04　　大学 2 4 2
A04　　大学 3 2 -1










































































B01 -0.84 19 27 4 0.46 -0.3
B02 0.09 12 38 8 0.34 -0.07
B03 -0.65 12 25 3 0.38 -0.23
B04 -0.61 8 29 5 0.31 -0.07
B05 -0.34 8 30 6 0.32 -0.05
B06 0.19 6 35 9 0.3 0.06
B07 -0.18 6 40 9 0.27 0.05
B08 -0.42 11 39 5 0.29 -0.11
B09 0.51 1 31 13 0.31 0.27
B10 0.38 4 35 16 0.36 0.22




















































































戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
B01　　大学 3 4 1
B01　　公的 3 2 -1
B01　　大学 5 4 -1
B01　　大学 4 3 -1
B01　　民間 5 4 -1
B01　　大学 5 3 -2
B01　　民間 5 2 -3
B01　　大学 5 2 -3
B02　　大学 5 4 -1
B02　　大学 5 3 -2
B02　　大学 4 2 -2
B02　　大学 5 3 -2
B03　　大学 5 4 -1
B03　　大学 5 4 -1
B03　　大学 4 2 -2
B03　　大学 3 1 -2
B04　　大学 5 5 0
B04　　大学 5 4 -1
B04　　大学 6 5 -1
B04　　大学 6 5 -1
B04　　その 4 3 -1
B04　　大学 4 2 -2
B05　　大学 3 4 1
B05　　民間 5 5 0
B05　　大学 6 5 -1
B05　　大学 5 4 -1
B05　　大学 6 3 -3
B07　　民間 4 5 1
B07　　民間 5 5 0
B08　　大学 3 4 1
B08　　大学 6 5 -1
B08　　大学 3 2 -1
B08　　大学 5 3 -2
B09　　大学 2 3 1
B10　　大学 3 3 0












































































2006 4.4 4.1 1.8 3.1 4.8 1.6 0.3 0.0 24.2 18.2 6.1 18.2 28.8 4.5 0.0 0.0
2007 4.6 4.5 1.3 3.1 5.0 1.4 0.1 0.0 25.0 21.4 3.6 14.3 32.1 3.6 0.0 0.0
2008 4.5 3.9 1.3 3.2 4.6 2.3 0.2 0.0 29.8 17.0 2.1 19.1 25.5 6.4 0.0 0.0
2009 4.5 3.5 1.0 3.2 5.2 2.0 0.6 0.0 23.1 15.4 1.5 15.4 38.5 4.6 1.5 0.0
2010 4.6 3.6 1.5 3.2 5.1 1.8 0.2 0.0 23.4 18.8 1.6 15.6 34.4 4.7 1.6 0.0
2006 8.6 3.6 1.8 1.5 1.9 1.9 0.7 0.0 76.7 6.7 3.3 3.3 4.4 3.3 2.2 0.0
2007 8.3 3.7 1.6 1.8 2.0 1.9 0.6 0.0 76.2 6.0 3.6 3.6 6.0 3.6 1.2 0.0
2008 8.8 3.6 1.9 1.3 1.7 2.2 0.4 0.0 79.4 4.4 2.9 1.5 4.4 7.4 0.0 0.0
2009 8.2 3.8 2.2 1.3 1.9 1.9 0.5 0.2 71.4 8.8 5.5 2.2 5.5 4.4 1.1 1.1
2010 8.7 3.6 1.9 1.2 1.9 2.2 0.4 0.1 77.0 6.8 4.1 2.7 4.1 2.7 1.4 1.4
2006 3.8 3.8 1.0 4.6 5.7 0.7 0.4 0.0 25.4 16.9 3.4 20.3 30.5 1.7 1.7 0.0
2007 3.7 4.1 1.3 4.3 5.6 0.9 0.2 0.0 22.4 16.3 2.0 24.5 30.6 2.0 2.0 0.0
2008 4.6 3.9 1.2 4.3 5.6 0.2 0.3 0.0 30.0 15.0 0.0 22.5 30.0 0.0 2.5 0.0
2009 4.4 3.7 1.4 4.3 5.2 0.9 0.2 0.0 32.3 14.5 1.6 14.5 32.3 4.8 0.0 0.0
2010 4.0 3.4 1.7 4.8 5.1 0.7 0.1 0.2 27.8 14.8 3.7 20.4 27.8 3.7 0.0 1.9
2006 3.5 4.2 1.7 3.8 5.1 1.4 0.3 0.0 20.0 25.0 5.0 15.0 31.7 1.7 1.7 0.0
2007 2.9 3.9 2.5 3.7 5.6 1.1 0.3 0.0 14.3 24.5 10.2 14.3 34.7 0.0 2.0 0.0
2008 2.7 4.7 2.5 3.8 5.0 1.0 0.2 0.0 13.3 28.9 13.3 15.6 24.4 2.2 2.2 0.0
2009 3.3 4.6 2.1 3.7 4.9 1.2 0.2 0.0 19.0 25.4 7.9 12.7 30.2 4.8 0.0 0.0
2010 3.0 4.2 2.3 3.9 5.2 1.0 0.3 0.2 15.4 21.2 7.7 23.1 26.9 3.8 0.0 1.9
2006 3.8 3.8 3.8 2.6 4.2 0.5 1.3 0.1 22.4 14.9 22.4 9.0 25.4 1.5 4.5 0.0
2007 3.7 3.3 3.9 2.8 4.4 0.6 1.3 0.1 20.6 14.3 20.6 11.1 28.6 1.6 3.2 0.0
2008 3.6 3.8 4.1 2.6 4.1 0.6 1.2 0.1 23.1 19.2 15.4 11.5 26.9 0.0 3.8 0.0
2009 3.8 3.6 3.4 2.5 4.1 1.0 1.6 0.1 25.0 12.5 18.1 6.9 25.0 4.2 8.3 0.0





























2006 7.7 2.7 1.2 2.2 3.0 2.8 0.3 0.1 60.8 10.8 1.4 8.1 8.1 10.8 0.0 0.0
2007 7.6 3.3 1.0 2.7 3.0 2.4 0.1 0.1 60.0 11.4 1.4 10.0 8.6 8.6 0.0 0.0
2008 7.5 3.0 0.9 2.6 2.5 2.9 0.4 0.1 54.2 13.6 1.7 11.9 5.1 11.9 1.7 0.0
2009 7.4 3.4 1.0 2.7 2.4 2.5 0.5 0.0 53.4 12.3 1.4 13.7 8.2 9.6 1.4 0.0
2010 7.8 3.5 1.1 2.5 2.2 2.6 0.3 0.0 58.7 14.3 0.0 12.7 6.3 7.9 0.0 0.0
2006 4.5 3.4 1.7 3.2 3.3 2.2 1.5 0.2 23.8 17.5 3.8 22.5 13.8 13.8 3.8 1.3
2007 4.4 3.4 1.5 3.6 3.2 2.3 1.5 0.1 23.2 17.4 4.3 24.6 11.6 13.0 5.8 0.0
2008 4.2 4.0 1.5 3.0 3.3 2.4 1.6 0.1 21.3 23.0 3.3 18.0 13.1 16.4 4.9 0.0
2009 4.7 3.4 1.7 3.4 3.0 2.0 1.5 0.2 24.7 15.6 5.2 20.8 18.2 9.1 5.2 1.3
2010 4.8 3.9 1.8 3.3 2.8 2.2 1.1 0.2 27.8 16.7 2.8 20.8 13.9 11.1 5.6 1.4
2006 4.4 3.5 4.1 2.6 2.5 1.5 1.3 0.1 25.8 14.6 21.3 14.6 13.5 5.6 4.5 0.0
2007 4.5 3.4 4.0 2.5 2.4 1.6 1.5 0.0 23.8 16.3 21.3 11.3 13.8 7.5 6.3 0.0
2008 4.2 4.0 3.9 2.6 2.0 1.7 1.6 0.0 20.3 20.3 21.9 9.4 10.9 9.4 7.8 0.0
2009 4.3 3.5 3.5 2.5 2.7 1.6 1.6 0.2 18.8 15.3 20.0 9.4 18.8 8.2 8.2 1.2
2010 4.4 4.0 3.3 2.9 2.6 1.5 1.1 0.2 25.3 17.3 13.3 13.3 17.3 6.7 5.3 1.3
2006 6.6 2.0 2.7 2.1 2.9 2.3 1.2 0.3 46.4 4.3 10.1 11.6 14.5 7.2 4.3 1.4
2007 6.5 2.2 2.3 2.1 3.5 2.3 1.1 0.1 45.2 6.5 3.2 9.7 21.0 9.7 4.8 0.0
2008 6.7 2.1 2.8 2.0 2.7 1.8 1.8 0.2 45.5 9.1 5.5 10.9 12.7 5.5 10.9 0.0
2009 6.2 2.0 3.1 1.8 2.8 2.5 1.5 0.1 38.6 5.7 10.0 8.6 17.1 11.4 8.6 0.0
2010 6.9 2.7 2.8 1.9 3.1 1.6 0.9 0.1 45.2 8.1 9.7 6.5 19.4 4.8 6.5 0.0
2006 6.1 3.2 2.6 2.5 2.4 1.4 1.1 0.7 46.3 8.8 8.8 15.0 10.0 3.8 3.8 3.8
2007 6.2 3.0 2.3 2.6 2.5 1.8 0.9 0.8 48.7 7.9 7.9 14.5 7.9 5.3 3.9 3.9
2008 5.9 2.8 2.2 2.9 2.3 1.8 1.1 0.9 41.9 8.1 9.7 16.1 6.5 6.5 4.8 6.5
2009 6.0 3.5 2.6 3.1 2.1 1.6 0.7 0.3 44.6 12.2 8.1 16.2 8.1 6.8 2.7 1.4



























日本の技術をアジアへ。 2   3   6 6   2   7
研究人材は整いつつある。 2   1   5 2   5   1
予算をもっとかけるべき。とくにコンテンツ開発技術。 1   3   6 5   1   6
基盤的研究経費が無くなってきている。 3   5   2 5   3   2
大企業が少なく、優秀な人材を確保しにくくなっている。 4   2   1 4   1   2
ISOに提案するのに　企業が金を出さなければならない。 1   2   5 1   2   5
予算をもっとかけるべき。 1   5   2 5   1   2
・資金投入が減少。　・国際間の競争が激化しつつある。 4   7   1 4   5   6
研究プロジェクト資金がなくなってきている。 3   5   2 5   3   2
方向性の確定が必要。 1   3   2 1   2   3
分野間の連携が少ないことと、国際標準化への展開努力が不足している。 1   5   4 1   6   3
基盤的研究費が無くなってきている。 1   6   2 1   6   4
国際競争を勝ち抜くには国際展開は欠かせない。 4   2   5 2   5   6
国際展開の前に人材育成が重要である。 5   2   6 5   2   1
最近の研究費支援の低下を懸念。 1   5   3 5   1   3
共通プラットフォームの開発などに力を入れるべき。 5   2   3 5   4   2
国際展開の前に人材育成が重要である。 5   2   6 5   2   1
目先の研究ではなく、研究基盤の整備を重視したため、人材育成より4を選択。 5   2   1 5   2   4
教育体制の弱体化。 3   0   0 1   3   0
研究費が無くなってきて、育成も困難になっている。 1   6   2 1   4   6
国の事業仕分けの惨状による。 1   2   5 2   5   3
グローバル市場に通用するスパコンが必要。 1   5   2 1   6   2
自由記述 2009
基盤は整備された。 4   2   6 6   3   1
2010



















B01 -0.87 14 34 2 0.32 -0.24
B02 0.03 8 45 4 0.21 -0.07
B03 -0.47 10 29 1 0.28 -0.23
B04 -0.34 9 30 2 0.27 -0.17
B05 -0.09 8 30 5 0.3 -0.07
B06 0.45 2 39 8 0.2 0.12
B07 0.09 6 44 5 0.2 -0.02
B08 0.06 5 45 4 0.17 -0.02
B09 0.61 3 32 10 0.29 0.16
B10 0.23 6 40 6 0.23 0








































































戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
B01　　大学 5 4 -1
B01　　大学 5 4 -1
B01　　大学 4 3 -1
B01　　民間 5 4 -1
B01　　大学 5 3 -2
B02　　公的 3 2 -1
B02　　大学 3 2 -1
B02　　大学 4 2 -2
B03　　大学 4 3 -1
B03　　民間 4 3 -1
B04　　大学 4 4 0
B04　　大学 4 3 -1
B04　　その 4 3 -1
B04　　民間 6 5 -1
B05　　大学 5 6 1
B05　　大学 5 4 -1
B05　　大学 6 5 -1
B06　　大学 2 1 -1
B06　　大学 3 2 -1
B07　　公的 4 5 1
B07　　大学 4 3 -1
B07　　民間 5 4 -1
B09　　民間 2 2 0
B09　　大学 5 3 -2








































C01 -0.01 2 31 12 0.31 0.22
C02 -0.44 4 30 5 0.23 0.03
C03 0.39 7 27 14 0.44 0.15
C04 -0.28 4 29 4 0.22 0
C05 0.2 0 32 4 0.11 0.11
C06 0.62 9 27 14 0.46 0.1
C07 0.5 2 37 13 0.29 0.21
C08 0.56 1 34 10 0.24 0.2
C09 0.52 2 25 5 0.22 0.09
C10 0.36 1 23 10 0.32 0.26




















































































C11 0.88 3 30 9 0.29 0.14
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
C01　　大学 3 6 3
C01　　大学 2 5 3
C01　　大学 4 5 1
C01　　大学 5 5 0
C01　　公的 5 5 0
C01　　大学 3 3 0
C02　　大学 4 2 -2
C03　　公的 3 5 2
C03　　大学 3 4 1
C03　　大学 4 1 -3
C04　　大学 1 2 1
C04　　公的 5 4 -1
C05　　大学 3 5 2
C05　　大学 2 2 0
C06　　大学 4 3 -1
C06　　大学 5 4 -1
C07　　大学 1 1 0
C07　　大学 1 1 0
C08　　民間 2 4 2
C08　　大学 3 4 1
C08　　大学 4 5 1
C08　　大学 1 1 0
C08　　大学 3 2 -1
C10　　大学 4 5 1










































































2006 4.1 1.7 2.7 4.0 3.8 3.3 0.4 0.0 22.8 8.8 7.0 21.1 15.8 21.1 3.5 0.0
2007 4.8 1.7 2.6 3.9 4.0 2.7 0.2 0.1 29.6 11.1 5.6 18.5 16.7 16.7 1.9 0.0
2008 4.8 1.9 2.0 3.5 4.6 3.0 0.1 0.1 28.0 6.0 2.0 18.0 28.0 18.0 0.0 0.0
2009 5.0 1.3 2.1 3.9 4.2 3.3 0.2 0.1 32.1 7.1 1.8 19.6 19.6 19.6 0.0 0.0
2010 4.8 1.4 1.8 4.0 4.8 3.0 0.1 0.1 32.1 8.9 1.8 12.5 25.0 19.6 0.0 0.0
2006 4.6 1.0 3.2 4.2 3.1 3.6 0.2 0.1 24.1 1.7 10.3 27.6 10.3 24.1 1.7 0.0
2007 5.6 1.0 3.6 4.5 2.8 2.4 0.2 0.0 35.3 5.9 9.8 27.5 7.8 11.8 2.0 0.0
2008 5.1 1.4 2.9 4.4 2.8 3.0 0.2 0.1 27.7 4.3 10.6 25.5 10.6 19.1 2.1 0.0
2009 5.5 1.0 3.2 4.5 3.1 2.8 0.0 0.0 27.8 3.7 13.0 27.8 13.0 14.8 0.0 0.0
2010 5.3 1.1 2.2 4.9 3.7 2.6 0.0 0.1 26.5 6.1 8.2 28.6 16.3 14.3 0.0 0.0
2006 5.2 2.4 4.1 2.6 2.4 2.4 0.3 0.5 31.9 9.7 19.4 13.9 8.3 11.1 2.8 2.8
2007 4.8 2.6 3.9 2.7 2.6 2.4 0.4 0.6 29.9 11.9 16.4 13.4 10.4 11.9 3.0 3.0
2008 5.1 2.4 3.5 2.9 2.8 2.6 0.3 0.4 33.3 11.1 14.3 15.9 9.5 12.7 1.6 1.6
2009 5.8 2.4 3.7 2.4 3.0 1.9 0.3 0.3 38.6 12.9 17.1 8.6 11.4 8.6 1.4 1.4
2010 5.4 2.6 3.7 2.7 2.9 2.2 0.1 0.4 35.5 12.9 17.7 11.3 11.3 9.7 0.0 1.6
2006 5.1 3.0 2.7 2.7 1.8 3.8 0.2 0.8 33.9 10.2 8.5 10.2 8.5 23.7 1.7 3.4
2007 5.0 2.7 2.9 2.9 2.7 2.9 0.2 0.7 32.7 13.5 11.5 7.7 11.5 17.3 1.9 3.8
2008 4.8 3.0 2.8 2.3 3.1 3.0 0.4 0.7 34.8 13.0 6.5 4.3 19.6 17.4 0.0 4.3
2009 5.1 3.2 2.6 2.4 2.5 2.8 0.3 1.0 34.7 16.3 8.2 8.2 12.2 14.3 0.0 6.1
2010 4.6 3.4 1.8 3.0 3.2 2.9 0.2 0.8 28.9 17.8 8.9 8.9 15.6 15.6 0.0 4.4
2006 3.8 3.4 2.9 2.4 2.7 3.5 0.6 0.7 25.0 15.0 11.7 5.0 11.7 23.3 3.3 5.0
2007 3.7 3.4 3.0 2.5 2.9 3.2 0.8 0.5 24.6 21.1 7.0 5.3 10.5 21.1 7.0 3.5
2008 3.4 3.7 2.7 2.3 2.4 4.1 1.1 0.4 22.4 18.4 6.1 6.1 8.2 26.5 10.2 2.0
2009 4.4 3.7 2.6 2.2 2.6 3.4 0.7 0.2 29.4 19.6 5.9 5.9 9.8 23.5 5.9 0.0






























2006 2.7 4.5 2.7 3.4 4.0 0.7 1.5 0.5 12.7 21.1 11.3 14.1 26.8 2.8 8.5 2.8
2007 3.4 3.9 2.5 3.3 4.6 0.5 1.4 0.4 21.2 15.2 10.6 12.1 28.8 1.5 9.1 1.5
2008 3.5 4.2 2.6 3.7 3.8 0.6 1.4 0.3 20.0 20.0 10.8 16.9 21.5 0.0 9.2 1.5
2009 3.4 4.3 2.3 3.1 3.8 0.8 1.9 0.3 19.7 21.1 8.5 14.1 23.9 1.4 9.9 1.4
2010 3.5 3.8 2.3 3.2 4.6 0.8 1.4 0.5 18.6 22.0 6.8 13.6 27.1 1.7 6.8 3.4
2006 5.1 2.2 4.2 2.9 3.0 1.3 0.7 0.6 36.9 11.9 13.1 8.3 16.7 4.8 4.8 3.6
2007 5.0 2.1 3.8 2.7 3.7 1.3 0.7 0.5 39.4 9.9 9.9 8.5 19.7 4.2 4.2 4.2
2008 4.8 2.0 4.0 2.8 3.6 1.3 0.8 0.7 34.2 7.9 13.2 11.8 18.4 3.9 3.9 6.6
2009 5.3 2.1 3.8 3.1 3.4 1.1 0.7 0.5 35.1 10.4 13.0 10.4 19.5 3.9 3.9 3.9
2010 5.5 2.1 3.4 3.1 3.5 1.1 0.9 0.4 35.7 11.4 11.4 10.0 18.6 4.3 5.7 2.9
2006 5.8 1.3 3.2 3.7 3.9 1.8 0.2 0.1 37.1 7.1 12.9 11.4 21.4 8.6 0.0 1.4
2007 5.7 1.5 3.6 3.3 3.9 1.6 0.1 0.3 40.3 6.0 14.9 10.4 17.9 9.0 0.0 1.5
2008 5.8 1.1 3.8 3.1 4.1 1.4 0.2 0.6 42.9 4.8 17.5 7.9 17.5 6.3 0.0 3.2
2009 6.4 0.9 3.7 3.1 3.8 1.8 0.1 0.2 46.9 6.3 12.5 7.8 18.8 7.8 0.0 0.0
2010 6.1 1.4 3.0 2.8 4.0 2.0 0.2 0.4 42.1 10.5 10.5 5.3 21.1 10.5 0.0 0.0
2006 7.1 2.3 4.3 2.1 2.1 1.5 0.1 0.6 62.5 6.3 16.7 2.1 4.2 4.2 0.0 4.2
2007 6.4 3.1 5.0 1.7 1.9 1.2 0.0 0.7 51.1 11.1 20.0 4.4 6.7 0.0 0.0 6.7
2008 5.7 3.1 4.8 1.5 2.3 1.2 0.2 1.2 45.2 9.5 19.0 4.8 9.5 2.4 0.0 9.5
2009 6.1 2.6 4.7 1.8 2.4 1.2 0.2 0.9 46.7 8.9 20.0 6.7 11.1 0.0 0.0 6.7
2010 7.3 2.7 3.5 2.3 2.4 1.4 0.2 0.3 62.5 5.0 10.0 5.0 12.5 2.5 0.0 2.5
2006 3.8 5.0 4.1 2.5 2.8 0.9 0.6 0.3 24.5 32.1 13.2 7.5 13.2 5.7 1.9 1.9
2007 4.5 3.7 3.8 3.2 3.0 0.7 0.9 0.3 31.9 23.4 12.8 8.5 12.8 2.1 6.4 2.1
2008 3.7 4.4 3.5 2.6 3.3 1.0 1.0 0.7 26.5 28.6 10.2 4.1 14.3 4.1 6.1 6.1
2009 4.6 4.6 3.5 2.3 2.8 1.1 0.7 0.5 32.7 30.8 9.6 1.9 13.5 3.8 3.8 3.8
2010 4.1 4.4 3.3 2.3 3.4 1.3 0.9 0.3 26.8 29.3 12.2 2.4 17.1 4.9 4.9 2.4
2006 7.2 1.9 5.7 2.6 1.2 1.4 0.0 0.0 55.9 10.3 25.0 7.4 0.0 1.5 0.0 0.0
2007 7.7 1.7 5.1 2.8 1.3 1.5 0.0 0.0 64.5 6.5 17.7 9.7 0.0 1.6 0.0 0.0
2008 7.1 1.9 5.2 2.7 1.8 1.2 0.0 0.1 58.6 10.3 19.0 8.6 3.4 0.0 0.0 0.0
2009 7.7 1.6 5.5 2.4 1.5 1.1 0.1 0.1 62.7 6.8 20.3 6.8 3.4 0.0 0.0 0.0



















C06 公的 バイオマス利用技術は急に進んでいる。どの様に利用するかを考え、普及する時代に入っている。 2   1   8 2   5   4
国際展開が不充分。 4   6   1 6   4   1
分野内での知見の統合。 1   5   6 1   6   3
国際展開が不充分。 1   3   4 6   1   3
農からのバイオではなく、森林からのバイオマスが本命なので、森林全体の利用のために法的整備
が必要。 5   1   4 8   5   1
国際展開が不充分。 4   3   6 6   4   3
人材が不足。 6   4   5 6   4   1
外国の技術の導入もこれからは大いに必要になるので産学官の連携が重要。 3   2   1 3   2   6
分野内での知見の統合。 1   6   5 1   6   3
国際的連携の必要性は増大している。 1   3   6 1   6   3
国際展開が不充分。 4   3   6 6   4   3
スパコンを使いこなすためプログラミングできる人材が育たない。 4   6   3 1   7   6
分野内での知見の統合。 1   5   6 1   3   5
観測データの取得体制。 1   0   0 4   0   0
米国などでの計算機開発がすすみ、日本でもより開発の重要性が増している。 1   3   4 4   3   1
自由記述 2009
制度、規制の廃止が課題である。 4   5   2 4   5   7
2010
























人材欠如。 1   4   5 1   4   5
国際展開が不充分。 1   6   3 6   1   3
人材育成機関が存在しない。 1   4   5 1   4   5
この分野での欧米の進歩は著しいのでその中で人材育成をするには、世界の(環境に関する)人文
社会科学者との積極的な交流が重要。 1   2   3 1   3   6
分野内連携の重要性。 1   2   3 1   3   2
国際展開が不充分。 1   3   6 6   1   3
人材不足。 1   4   5 1   4   5
国際展開が不充分。 1   4   3 6   1   4
国際展開が不充分。 2   4   3 6   2   4
人材育成機能が大学になく、産と公で行なっている。 6   7   1 7   1   4
利益につながらない領域への国のテコ入れが必要。 3   1   5 3   1   8
国際展開が不充分。 1   3   6 6   1   3
実用化に向けた試験等を推進する必要があるため。 1   2   4 1   2   5
国際展開が不充分。 2   3   4 6   2   3














C01 0.11 4 33 7 0.25 0.07
C02 -0.13 3 30 4 0.19 0.03
C03 0.25 4 38 5 0.19 0.02
C04 0.2 1 32 4 0.14 0.08
C05 0.46 3 29 4 0.19 0.03
C06 0.37 4 37 9 0.26 0.1
C07 0.28 4 46 6 0.18 0.04
C08 0.24 6 36 5 0.23 -0.02
C09 0.35 3 26 3 0.19 0









































































C11 0.34 2 33 6 0.2 0.1
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
C01　　大学 2 6 4
C02　　公的 5 4 -1
C02　　大学 5 3 -2
C05　　大学 4 5 1
C05　　大学 4 3 -1
C06　　大学 4 5 1
C06　　大学 3 3 0
C07　　民間 2 3 1
C07　　大学 2 2 0
C08　　大学 4 3 -1































D01 0.03 7 45 12 0.3 0.08
D02 0.98 4 32 20 0.43 0.29
D03 -0.09 8 51 11 0.27 0.04
D04 0.04 9 49 7 0.25 -0.03
D05 -0.21 12 35 7 0.35 -0.09
D06 -0.06 4 22 4 0.27 0
D07 0.59 4 33 14 0.35 0.2
D08 -0.02 6 45 7 0.22 0.02
D09 0.02 6 44 7 0.23 0.02
D10 0.11 5 16 9 0.47 0.13




















































































戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
D01　　大学 3 4 1
D01　　その 4 5 1
D01　　大学 4 5 1
D01　　大学 4 4 0
D01　　公的 5 5 0
D01　　大学 5 4 -1
D01　　大学 6 3 -3
D02　　民間 1 6 5
D02　　大学 2 4 2
D02　　大学 3 4 1
D02　　大学 4 5 1
D02　　大学 2 2 0
D03　　大学 5 3 -2
D03　　大学 5 3 -2
D04　　公的 5 4 -1
D04　　大学 4 2 -2
D05　　大学 5 4 -1
D05　　大学 5 2 -3
D07　　大学 3 5 2
D07　　公的 5 4 -1
D08　　民間 2 3 1
D08　　民間 2 3 1
D08　　大学 2 1 -1
D09　　大学 2 5 3
D10　　大学 4 6 2
D10　　大学 3 3 0
D10　　公的 4 3 -1




































































2006 5.1 4.0 3.2 2.3 2.8 0.9 1.4 0.3 37.3 21.7 14.5 8.4 10.8 1.2 4.8 1.2
2007 5.1 3.9 3.1 2.7 2.9 0.9 1.1 0.2 37.3 18.1 15.7 13.3 10.8 1.2 3.6 0.0
2008 4.8 4.0 3.0 2.8 3.4 0.8 1.0 0.3 32.9 19.7 18.4 9.2 14.5 0.0 3.9 1.3
2009 4.4 4.6 3.0 2.4 3.3 0.7 0.9 0.6 29.1 26.6 15.2 8.9 13.9 0.0 2.5 3.8
2010 4.2 4.2 2.7 3.2 3.7 0.9 0.9 0.2 28.6 23.4 15.6 11.7 15.6 0.0 5.2 0.0
2006 6.0 2.9 2.9 2.2 3.1 1.8 0.6 0.5 46.6 12.3 12.3 9.6 11.0 5.5 1.4 1.4
2007 5.2 3.6 2.7 2.9 3.3 1.6 0.4 0.3 38.0 17.7 12.7 13.9 13.9 3.8 0.0 0.0
2008 5.4 3.4 3.1 2.8 3.6 1.1 0.3 0.4 37.7 11.6 17.4 8.7 20.3 2.9 0.0 1.4
2009 5.0 3.3 3.0 2.9 3.5 1.2 0.4 0.6 36.7 13.9 15.2 10.1 17.7 3.8 0.0 2.5
2010 4.5 3.3 3.5 3.5 3.4 1.4 0.3 0.2 32.9 10.0 20.0 14.3 17.1 5.7 0.0 0.0
2006 5.9 3.3 3.2 2.8 3.0 0.8 0.7 0.4 45.2 12.9 14.0 9.7 11.8 1.1 2.2 3.2
2007 5.3 3.1 3.8 3.3 3.1 0.5 0.6 0.4 36.2 10.6 21.3 13.8 13.8 0.0 2.1 2.1
2008 5.4 3.2 3.6 3.3 3.3 0.4 0.5 0.3 38.0 10.1 20.3 13.9 15.2 0.0 1.3 1.3
2009 5.0 3.1 3.8 3.4 3.1 0.3 0.9 0.4 34.8 11.2 19.1 14.6 13.5 0.0 4.5 2.2
2010 5.1 3.1 3.8 3.5 3.0 0.5 0.8 0.3 35.7 10.7 16.7 16.7 13.1 1.2 4.8 1.2
2006 6.0 2.3 3.0 3.5 4.0 0.6 0.5 0.0 47.3 9.7 14.0 11.8 15.1 0.0 2.2 0.0
2007 5.9 2.0 3.1 3.6 4.0 0.7 0.6 0.0 42.9 7.7 15.4 13.2 17.6 1.1 2.2 0.0
2008 6.0 2.2 3.0 3.7 3.9 0.6 0.4 0.1 44.0 8.3 15.5 11.9 17.9 0.0 1.2 1.2
2009 6.5 2.3 2.8 3.2 4.1 0.5 0.4 0.2 48.2 9.4 12.9 9.4 17.6 0.0 1.2 1.2
2010 6.0 1.9 3.1 3.5 4.4 0.7 0.5 0.0 47.4 6.4 14.1 12.8 17.9 0.0 1.3 0.0
2006 4.8 4.3 2.7 3.6 3.3 1.0 0.2 0.0 31.4 22.9 11.4 14.3 15.7 2.9 1.4 0.0
2007 4.5 4.2 2.7 3.5 3.9 0.9 0.4 0.0 24.0 22.7 8.0 20.0 22.7 1.3 1.3 0.0
2008 4.8 4.1 2.5 3.2 4.2 0.9 0.2 0.1 25.9 25.9 5.2 17.2 22.4 3.4 0.0 0.0
2009 4.7 4.3 2.4 3.7 3.4 0.9 0.3 0.3 28.8 23.7 6.8 18.6 16.9 3.4 0.0 1.7





























2006 5.7 2.1 4.4 1.8 3.2 0.7 1.9 0.2 44.9 2.0 26.5 6.1 10.2 0.0 8.2 2.0
2007 5.2 2.3 4.8 2.3 2.7 0.9 1.6 0.3 38.3 4.3 29.8 14.9 4.3 0.0 6.4 2.1
2008 5.7 2.7 3.8 2.3 3.2 0.0 2.0 0.4 37.8 6.7 15.6 11.1 17.8 0.0 8.9 2.2
2009 5.0 2.4 4.7 2.4 2.5 0.4 2.2 0.4 34.9 7.0 23.3 9.3 11.6 0.0 11.6 2.3
2010 5.3 1.6 4.2 3.2 3.0 0.3 2.4 0.0 31.4 2.9 25.7 14.3 11.4 0.0 14.3 0.0
2006 5.2 4.0 2.4 2.0 1.8 1.9 1.8 0.8 33.8 20.6 11.8 8.8 7.4 5.9 7.4 4.4
2007 5.2 3.4 2.8 2.9 1.6 1.7 1.6 0.8 36.7 13.3 11.7 18.3 6.7 1.7 6.7 5.0
2008 5.6 3.6 2.9 2.3 2.0 1.6 1.2 0.9 34.6 15.4 15.4 13.5 9.6 3.8 3.8 3.8
2009 5.7 3.0 2.7 2.9 1.9 1.2 1.8 0.9 41.0 8.2 11.5 16.4 6.6 1.6 9.8 4.9
2010 5.5 3.3 2.8 2.9 1.6 1.4 1.8 0.7 38.7 9.7 9.7 17.7 6.5 4.8 11.3 1.6
2006 5.4 4.0 2.6 3.3 3.0 0.9 0.7 0.0 40.5 19.0 8.3 15.5 11.9 1.2 3.6 0.0
2007 4.9 4.0 3.0 3.7 2.6 1.0 0.8 0.0 33.3 21.8 14.1 20.5 5.1 1.3 3.8 0.0
2008 5.2 4.0 2.2 3.9 3.2 0.7 0.7 0.2 38.8 20.9 7.5 16.4 11.9 0.0 3.0 1.5
2009 4.9 4.2 3.0 3.7 2.3 0.8 0.6 0.4 37.3 21.3 12.0 18.7 5.3 0.0 2.7 2.7
2010 5.1 4.1 2.9 3.7 2.6 0.9 0.5 0.2 34.3 22.9 14.3 15.7 7.1 0.0 4.3 1.4
2006 5.8 2.9 3.5 2.8 4.0 0.9 0.1 0.0 42.2 10.8 18.1 9.6 19.3 0.0 0.0 0.0
2007 5.5 2.9 3.6 3.1 4.1 0.8 0.1 0.0 36.7 8.9 20.3 13.9 20.3 0.0 0.0 0.0
2008 5.6 3.3 3.1 3.2 3.9 0.6 0.1 0.1 37.3 11.9 16.4 13.4 20.9 0.0 0.0 0.0
2009 5.2 2.9 3.4 3.4 3.8 0.8 0.2 0.2 33.3 10.3 16.7 16.7 21.8 0.0 0.0 1.3
2010 5.2 2.6 3.3 3.9 4.3 0.6 0.1 0.0 36.8 8.8 14.7 17.6 22.1 0.0 0.0 0.0
2006 5.0 1.5 3.3 4.2 3.6 2.3 0.2 0.0 32.4 0.0 17.6 29.4 11.8 8.8 0.0 0.0
2007 4.9 2.8 2.0 4.0 4.2 1.9 0.2 0.0 32.5 10.0 5.0 22.5 20.0 10.0 0.0 0.0
2008 5.6 2.1 2.0 3.4 4.3 2.1 0.2 0.3 40.6 3.1 3.1 18.8 15.6 15.6 0.0 3.1
2009 6.2 2.0 2.3 4.1 3.7 1.3 0.2 0.2 43.6 5.1 7.7 20.5 15.4 7.7 0.0 0.0



























人材育成を含めての整備が必要。 1   4   5 4   5   1
予算強化が必要。 1   3   4 1   3   5
研究者の減少。 3   1   5 1   3   5
事業仕分けの影響。 1   8   2 1   5   2
研究者の減少。 3   2   5 1   3   5
事業仕分けの影響。 1   8   2 1   5   2
政策的サポート必要に。 2   3   5 4   5   8
研究費削減の危機。 1   3   5 5   1   3
国際政治を見据えた開発・研究が益々必要になる。 2   4   7 2   4   6
研究費削減の危機。 1   5   2 5   1   2
対象が広いので分野間の協力が必要。 1   4   5 4   3   1
応用展開において産学の連携は重要。 1   4   7 1   2   3
研究費削減の危機。 1   5   2 5   1   2
実用化に向けた研究開発が求められるので。 8   1   2 3   2   5
希少資源不足が深刻な状況にあり、国際展開が最重要である。 1   4   6 6   4   2
事業仕分けの影響。 1   8   2 1   5   2
資金は重点投資されているので。 3   5   1 3   2   1
事業仕分の影響。 1   8   2 1   5   2
資金の確保が今後より困難になると予想される。 1   8   3 1   5   3
人材の大量投入が必要。 2   3   5 2   3   5
研究→開発へとステージが変更してきている。 4   3   2 3   2   4
資金の拡充が必要と考えられるようになった。 3   2   8 3   2   5
自由記述 2009
産業界でこの分野がかなり活発になってきたので。 1   5   3 2   5   3
2010






























D10 公的 運用をどうするかのフェーズに。 5   4   2 1   2   6
事業仕分けの影響。 1   8   2 1   5   2
他との交流。 1   4   2 3   2   6
予算強化が必要。 1   4   2 2   1   5
事業仕分けの影響。 1   8   2 1   5   2
スタート時の規制緩和が大切と考えられるので。 4   3   1 7   4   3
資金の重要性が増している。 1   3   5 1   5   3
事業仕分けの影響。 1   8   2 1   5   2
技術の安全性に対する意識が高くなった。 3   6   7 3   6   8
安全基準づくり、安全研究基盤づくり。 4   3   5 4   3   5
資金の重要性が増している。 1   2   4 1   2   5
製品化、臨床応用に規制が強すぎる。 1   3   7 1   7   3
資金の拡充はなされているので。 5   7   3 7   4   3
豊富な研究費と多くの人材が必要。 1   5   4 5   1   6
社会科学視点の研究促進。 4   3   2 3   2   1
SICデバイスで世界に！お金と人を注入すべき。 3   4   5 3   4   5
国際展開が重要だから。 5   2   4 6   2   1
強い基盤整備と人材育成が必要。 1   3   5 5   4   1
事業仕分けの影響。 1   8   2 1   5   2
イノベーションのためには、規制緩和が重要。また重点化が必要。 4   3   1 5   7   3
強い基盤整備と人材育成が必要。 1   4   5 5   4   1
国内研究者のみでは無理。 1   4   6 6   1   4














D01 -0.02 7 47 8 0.24 0.02
D02 0.34 6 34 15 0.38 0.16
D03 0.13 8 52 9 0.25 0.01
D04 0.08 17 30 13 0.5 -0.07
D05 -0.4 11 37 5 0.3 -0.11
D06 -0.01 4 18 7 0.38 0.1
D07 0.42 5 37 8 0.26 0.06
D08 0.3 5 44 7 0.21 0.04
D09 -0.08 6 44 5 0.2 -0.02
D10 0.29 1 22 6 0.24 0.17








































































戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
D01　　その 5 5 0
D01　　大学 4 4 0
D01　　大学 5 4 -1
D01　　公的 5 4 -1
D02　　民間 3 4 1
D02　　大学 4 3 -1
D02　　公的 5 3 -2
D04　　大学 3 4 1
D04　　公的 2 2 0
D04　　大学 4 3 -1
D05　　大学 5 5 0
D05　　大学 5 3 -2
D05　　大学 5 3 -2
D06　　民間 3 2 -1
D07　　公的 3 2 -1
D08　　その 3 4 1
D08　　公的 5 5 0
D08　　大学 3 1 -2
D09　　大学 1 1 0
D09　　公的 5 4 -1




































E01 0.53 6 20 11 0.46 0.14
E02 0.6 3 24 8 0.31 0.14
E03 0.13 3 32 9 0.27 0.14
E04 0.23 3 28 9 0.3 0.15
E05 0.55 5 25 18 0.48 0.27
E06 -0.22 4 25 6 0.29 0.06
E07 -0.06 11 30 9 0.4 -0.04
E08 0.47 3 25 12 0.38 0.23


















































































E10 -0.29 6 22 5 0.33 -0.03
E11 0.71 2 22 11 0.37 0.26
E12 -0.27 5 23 2 0.23 -0.1
E13 -0.3 5 15 10 0.5 0.17
E14 0.26 8 15 11 0.56 0.09
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
E01　　大学 5 1 -4
E02　　その 2 6 4
E02　　大学 4 5 1
E02　　大学 5 5 0
E02　　公的 4 3 -1
E02　　大学 5 3 -2
E03　　大学 4 5 1
E03　　民間 3 4 1
E03　　大学 5 3 -2
E04　　民間 3 5 2
E04　　大学 3 4 1
E04　　民間 5 4 -1
E04　　大学 4 2 -2
E05　　大学 4 6 2
E05　　民間 5 6 1
E05　　公的 4 3 -1
E05　　大学 6 4 -2
E05　　大学 5 1 -4
E06　　大学 3 3 0
E06　　大学 5 2 -3
E07　　公的 3 4 1
E07　　大学 6 5 -1
E07　　大学 3 2 -1
E07　　大学 5 3 -2
E07　　大学 6 1 -5
E08　　民間 3 6 3
E08　　大学 5 6 1
E08　　大学 4 5 1
E08　　大学 5 4 -1
E08　　大学 6 5 -1
E08　　大学 4 2 -2






























































E09　　大学 5 6 1
E09　　大学 4 5 1
E09　　公的 4 3 -1
E09　　大学 5 2 -3
E10　　大学 4 3 -1
E11　　大学 3 5 2
E11　　民間 4 3 -1
E12　　その 2 5 3
E12　　大学 4 3 -1
E12　　民間 4 3 -1
E12　　大学 4 2 -2
E13　　大学 2 6 4
E13　　大学 4 5 1
E13　　大学 3 4 1
E13　　民間 4 4 0
E13　　大学 4 4 0
E13　　公的 5 4 -1
E14　　大学 3 6 3
E14　　大学 4 5 1
E14　　大学 5 5 0



























































2006 3.2 3.8 3.7 2.2 2.6 0.1 3.6 0.8 23.6 16.4 18.2 5.5 7.3 0.0 23.6 5.5
2007 3.0 3.9 3.7 2.0 2.7 0.4 3.6 0.9 19.7 18.0 14.8 8.2 6.6 0.0 26.2 6.6
2008 3.7 3.2 3.4 2.2 2.4 0.3 3.6 1.1 27.5 9.8 11.8 7.8 7.8 0.0 27.5 7.8
2009 3.9 3.0 3.4 2.0 2.6 0.2 3.8 1.1 25.4 8.5 13.6 8.5 8.5 0.0 27.1 8.5
2010 3.3 3.4 3.6 2.0 2.5 0.4 4.0 0.9 24.4 11.1 15.6 6.7 11.1 0.0 24.4 6.7
2006 2.9 4.3 3.9 1.9 2.1 0.4 3.9 0.6 17.0 22.6 15.1 5.7 9.4 0.0 26.4 3.8
2007 3.1 3.7 3.7 1.8 2.4 0.4 4.2 0.8 15.5 20.7 10.3 5.2 10.3 0.0 32.8 5.2
2008 3.9 3.9 3.2 1.5 2.4 0.1 3.9 1.0 25.0 18.8 6.3 4.2 12.5 0.0 27.1 6.3
2009 3.9 3.2 4.0 1.8 2.6 0.3 3.7 0.6 25.0 12.5 16.7 6.3 12.5 0.0 22.9 4.2
2010 3.3 3.6 3.7 1.7 2.4 0.3 3.8 1.3 22.5 17.5 12.5 5.0 12.5 0.0 22.5 7.5
2006 4.2 4.9 2.6 3.3 3.6 0.5 0.9 0.0 25.0 25.0 10.7 16.1 19.6 0.0 3.6 0.0
2007 3.9 4.6 3.0 2.8 3.9 0.7 0.8 0.2 17.5 28.1 12.3 10.5 24.6 0.0 5.3 1.8
2008 4.4 4.7 3.5 1.7 3.9 0.8 1.0 0.0 28.6 22.4 16.3 6.1 20.4 0.0 6.1 0.0
2009 5.5 4.1 2.8 1.9 4.3 0.4 1.0 0.0 36.1 21.3 9.8 8.2 19.7 0.0 4.9 0.0
2010 4.8 4.2 2.5 2.7 3.9 0.8 1.1 0.0 34.0 24.5 11.3 9.4 17.0 0.0 3.8 0.0
2006 4.1 4.3 2.4 3.4 4.0 0.4 1.1 0.3 24.6 12.3 14.0 19.3 22.8 1.8 3.5 1.8
2007 4.3 4.0 2.5 2.3 4.8 0.5 1.5 0.2 28.1 14.0 12.3 8.8 26.3 1.8 8.8 0.0
2008 4.6 4.6 2.9 1.3 4.2 0.1 1.8 0.4 34.7 20.4 10.2 4.1 18.4 0.0 12.2 0.0
2009 5.2 4.0 2.7 1.8 4.2 0.2 1.9 0.1 36.5 15.4 9.6 7.7 19.2 0.0 11.5 0.0
2010 5.1 4.3 2.6 2.1 3.6 0.5 1.6 0.2 37.5 22.9 8.3 4.2 16.7 2.1 8.3 0.0
2006 3.2 4.5 2.2 3.1 3.4 1.0 1.8 0.7 21.4 21.4 2.9 15.7 21.4 2.9 10.0 4.3
2007 3.4 3.8 2.8 2.6 3.9 0.8 1.9 0.7 24.6 18.5 9.2 9.2 21.5 3.1 9.2 4.6
2008 4.1 3.5 2.5 2.4 3.6 0.8 2.3 0.7 29.0 12.9 8.1 9.7 21.0 1.6 12.9 4.8

































2010 4.2 2.9 2.6 2.8 3.4 1.0 2.2 0.8 27.1 8.5 8.5 11.9 22.0 8.5 8.5 5.1
2006 3.0 5.2 1.6 2.5 4.0 1.5 1.9 0.2 18.0 34.0 0.0 12.0 22.0 6.0 6.0 2.0
2007 3.2 3.5 2.8 2.9 4.2 1.1 1.8 0.3 20.4 20.4 10.2 8.2 26.5 2.0 10.2 2.0
2008 3.5 4.2 2.3 2.6 3.8 1.1 1.8 0.7 25.0 18.2 4.5 15.9 20.5 2.3 9.1 4.5
2009 4.6 3.2 2.0 2.4 3.5 1.8 1.9 0.6 30.2 11.6 7.0 18.6 11.6 4.7 11.6 4.7
2010 3.7 3.9 1.9 2.8 3.5 1.4 2.2 0.6 23.3 18.6 4.7 18.6 16.3 4.7 9.3 4.7
2006 3.9 3.4 2.6 2.6 4.6 1.1 1.3 0.6 24.4 11.5 11.5 12.8 26.9 3.8 5.1 3.8
2007 4.0 3.8 2.8 2.8 4.2 0.7 1.2 0.5 25.7 17.6 9.5 14.9 20.3 2.7 5.4 4.1
2008 4.3 3.7 2.6 2.9 4.1 0.7 1.4 0.3 26.6 14.1 9.4 15.6 21.9 1.6 9.4 1.6
2009 4.3 3.6 2.9 2.5 4.0 0.7 1.5 0.4 27.9 13.2 11.8 13.2 20.6 1.5 8.8 2.9
2010 3.6 4.4 2.6 2.6 3.9 1.0 1.4 0.6 20.0 23.3 10.0 11.7 21.7 3.3 6.7 3.3
2006 3.0 3.7 3.0 2.9 3.8 2.2 1.0 0.4 14.1 14.1 9.4 18.8 21.9 15.6 3.1 3.1
2007 3.3 3.6 2.7 2.5 4.2 1.9 1.5 0.3 17.7 16.1 6.5 12.9 27.4 11.3 6.5 1.6
2008 3.5 3.8 2.2 2.7 4.2 1.5 1.7 0.4 17.6 17.6 0.0 17.6 27.5 7.8 9.8 2.0
2009 3.8 3.5 2.3 1.8 3.9 1.8 2.3 0.6 21.7 15.0 5.0 11.7 18.3 11.7 13.3 3.3
2010 3.4 4.1 1.9 2.4 3.3 2.3 2.1 0.5 17.6 19.6 3.9 17.6 15.7 13.7 9.8 2.0
2006 3.7 3.3 2.8 3.6 3.9 0.5 1.8 0.4 21.1 15.8 14.0 21.1 21.1 0.0 5.3 1.8
2007 3.6 3.3 2.7 3.2 4.2 0.4 2.3 0.4 22.2 12.7 7.9 19.0 25.4 1.6 9.5 1.6
2008 3.8 3.4 2.3 3.8 3.8 0.3 2.1 0.5 27.5 15.7 5.9 19.6 19.6 2.0 7.8 2.0
2009 4.0 2.8 2.9 3.1 3.8 0.3 2.8 0.3 27.4 11.3 9.7 16.1 17.7 0.0 16.1 1.6
2010 4.1 2.8 2.4 3.4 3.8 0.4 2.4 0.8 22.9 14.6 6.3 16.7 25.0 2.1 10.4 2.1
2006 3.2 3.9 3.2 3.6 4.1 0.9 1.0 0.2 17.6 21.6 7.8 21.6 23.5 2.0 5.9 0.0
2007 3.6 2.9 2.7 3.9 4.6 0.9 1.4 0.1 20.4 13.0 5.6 20.4 31.5 1.9 7.4 0.0
2008 3.3 3.7 2.9 3.6 3.5 1.2 1.5 0.3 16.3 18.6 7.0 18.6 18.6 9.3 11.6 0.0
2009 2.8 4.1 2.4 3.1 5.0 1.5 1.1 0.1 15.6 22.2 6.7 13.3 28.9 6.7 6.7 0.0
2010 2.9 4.3 2.2 3.0 4.0 1.8 1.3 0.5 12.8 20.5 5.1 12.8 28.2 12.8 7.7 0.0
2006 4.8 3.6 2.1 2.3 3.3 2.2 1.4 0.4 31.9 21.3 8.5 4.3 14.9 12.8 6.4 0.0
2007 5.0 3.2 2.0 2.3 3.2 2.6 1.5 0.2 38.6 13.6 4.5 6.8 13.6 11.4 9.1 2.3
2008 5.5 2.6 1.8 1.9 3.3 2.7 1.8 0.5 38.9 13.9 5.6 5.6 11.1 11.1 11.1 2.8
2009 5.3 2.8 2.1 2.2 3.1 2.4 1.7 0.4 37.0 15.2 0.0 6.5 10.9 15.2 13.0 2.2
2010 4.9 3.4 1.3 2.1 3.1 2.6 2.1 0.4 30.0 20.0 2.5 2.5 12.5 15.0 15.0 2.5
2006 4.6 3.3 1.7 3.5 2.1 1.5 2.5 0.7 29.8 21.3 4.3 17.0 4.3 2.1 19.1 2.1
2007 5.1 3.1 1.8 2.8 2.2 1.3 3.1 0.6 36.0 18.0 4.0 10.0 8.0 2.0 20.0 2.0
2008 3.7 2.9 2.3 2.3 2.3 1.9 3.6 1.0 21.1 15.8 5.3 7.9 10.5 7.9 26.3 5.3
2009 3.9 2.6 2.7 3.3 2.2 1.6 2.8 0.8 24.4 17.8 6.7 17.8 4.4 4.4 20.0 4.4
2010 4.3 3.1 2.0 2.8 2.0 2.0 3.6 0.2 26.5 20.6 5.9 8.8 5.9 5.9 26.5 0.0
2006 4.7 3.4 1.2 3.9 3.5 3.0 0.5 0.0 27.3 15.9 2.3 20.5 15.9 15.9 2.3 0.0
2007 5.3 2.9 1.0 3.7 3.9 2.4 0.8 0.0 34.9 9.3 2.3 14.0 23.3 11.6 4.7 0.0
2008 5.6 2.1 1.0 3.5 3.4 3.0 1.1 0.3 36.8 7.9 0.0 10.5 18.4 15.8 7.9 2.6
2009 4.6 2.7 1.2 4.2 3.3 2.7 1.1 0.3 25.6 15.4 2.6 20.5 15.4 12.8 7.7 0.0
2010 5.9 2.6 0.5 4.0 2.9 2.3 1.5 0.3 35.3 11.8 0.0 17.6 14.7 11.8 8.8 0.0
2006 4.9 1.7 2.1 2.4 3.0 5.7 0.1 0.1 25.6 7.7 2.6 2.6 15.4 46.2 0.0 0.0
2007 5.9 1.9 1.7 2.5 3.1 4.6 0.3 0.0 37.2 7.0 2.3 4.7 16.3 32.6 0.0 0.0
2008 5.7 2.3 1.6 2.2 3.2 4.7 0.1 0.3 30.8 10.3 2.6 5.1 15.4 33.3 0.0 2.6
2009 5.9 1.9 1.5 2.4 3.6 4.7 0.1 0.0 30.2 9.3 2.3 7.0 18.6 32.6 0.0 0.0






























































資金は潤沢になって来ている。 4   1   5 4   1   2
国際展開が重要。 1   4   5 6   2   1
研究を次の段階に進める時期に来ている。 1   2   5 4   5   1
国際展開が重要。 1   4   5 6   2   4
開発資金の長期的な裏づけがないと、メーカー、電気事業の体力が続かない。 6   1   5 5   6   1
再検討を要する。 1   3   2 3   2   7
国際展開が重要。 1   3   4 6   2   1
立地問題が最もネックとなっている。 7   8   2 7   6   1
国際展開が重要。 1   2   5 2   3   6
資金は減らしてよい。 7   8   5 7   8   0
人材が減少しているように思われる。 7   6   2 7   6   1
メーカーは、METIから予算をもらえばやるという立場。自費ではやらない基盤技術の継承、育成に
有効に予算を使うべき。 7   2   1 7   4   1
スマートグリッド対応は再検討が必要。 1   2   4 7   1   2
資金よりは国際展開が重要ではないか。 1   2   4 2   5   1
人材の確保が大切。 1   5   4 1   2   3
だまっていてもメーカーは開発に注力する。オールジャパンで国際的にリードする必要があり。 2   3   7 6   8   3
リチウム電池のカスケード再利用（電気自動車→電力貯蔵）を促進することが重要。 3   6   1 4   3   2
人材は十分になりつつある。 7   1   0 7   0   0
人材の登用が大事。 1   5   4 1   3   6
だまっていてもメーカーは開発に注力する。オールジャパンで国際的にリードする必要があり。 7   3   2 6   8   3
だまっていてもメーカーは開発に注力する。オールジャパンで国際的にリードする必要があり。 2   3   7 6   8   3
国際的な競争が激化しており、加速するための資金が必要。 6   8   2 6   8   5
シリコン系以外にシフトすべき段階に来ている。 2   1   7 5   1   3
資金よりは国際展開が重要ではないか。 1   2   3 2   5   1
研究開発の現状に照らして再検討した。 7   5   3 4   5   7
これから腰を据えて開発すべきものか。 2   3   7 1   4   5
資金よりは国際展開が重要ではないか。 1   2   5 2   6   1
世界市場を直視して国際競争力のある低コスト技術の開発を強力に推進する必要あり。 3   2   5 2   6   5
これから腰を据えて開発すべきものか。 2   3   7 1   4   5
研究基礎の弱体化を実感した。 1   2   7 5   4   3
資金、人材、連携が大切。 1   2   5 5   2   1
法的整備が遅れている。 7   5   2 7   8   5
黙っていてもメーカーは開発に注力する。オールジャパンで国際的にリードする必要があり。 2   3   7 6   8   3
国際展開の前に実力をつけることが必要、関係省庁の壁を取り払って開発することが必要。 7   6   5 7   5   3
資金、人材、連携が大切。 1   2   4 5   2   1
実用化を進める段階。 8   1   6 3   6   7
分野の関連は十分行われているのでは。 1   2   3 1   4   2
実用化を進める段階。 3   5   6 3   6   7
人材が不足している。 2   1   3 1   3   2
研究開発の現状に照らして再検討した。 7   4   2 5   4   7
人材と分野間連携は進みつつある。 7   3   1 7   0   0
パワーデバイスを想定するとシリコンに替わる化合物デバイスの本格実用化には、海外市場も含め
た生産のマスが必要。 5   7   3 5   6   2
国際競争力をつけるための大きな開発資金が必要。 1   5   2 5   1   2
分野の関連は十分行われているのでは。 1   2   3 1   4   2
産官学連携の意識は高まってきている。 2   1   7 7   1   4
技術の応用段階に来たと思うので。導入のインセンティブを「8」で与える必要があると思う。 6   4   1 8   2   1
自由記述 2009
産官学連携の意識は高まってきている。 2   1   7 7   1   4
2010
海外のスマートシティー構想に乗る方が、産業力も技術力も強化できそう。日本はエネルギー供給














E01 0.57 7 21 7 0.4 0
E02 0.52 2 27 3 0.16 0.03
E03 0.2 2 35 4 0.15 0.05
E04 -0.04 4 30 3 0.19 -0.03
E05 0.3 1 33 13 0.3 0.26
E06 0.26 3 26 5 0.24 0.06
E07 0.19 6 34 10 0.32 0.08
E08 0.11 4 28 7 0.28 0.08
E09 0.45 1 25 12 0.34 0.29






































































E10 -0.15 6 23 3 0.28 -0.09
E11 -0.1 3 22 9 0.35 0.18
E12 -0.44 2 24 3 0.17 0.03
E13 -0.34 3 21 5 0.28 0.07
E14 -0.3 2 27 3 0.16 0.03
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
E01　　民間 4 3 -1
E02　　公的 4 5 1
E02　　民間 6 6 0
E03　　民間 4 5 1
E03　　大学 5 4 -1
E04　　大学 5 5 0
E04　　民間 6 5 -1
E05　　大学 5 4 -1
E05　　大学 6 3 -3
E06　　大学 4 3 -1
E08　　公的 6 5 -1
E08　　大学 5 4 -1
E09　　大学 5 5 0
E10　　その 5 6 1
E10　　民間 5 3 -2
E11　　民間 3 4 1
E11　　大学 5 6 1
E12　　その 3 5 2
E12　　大学 5 4 -1
E13　　大学 5 6 1
E13　　大学 5 4 -1






























































F01 -0.08 7 42 13 0.32 0.1
F02 -0.03 8 41 13 0.34 0.08
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
F01　　民間 2 4 2
F01　　民間 2 4 2
F01　　大学 4 5 1
F01　　大学 4 5 1
F01　　大学 3 3 0
F01　　大学 5 4 -1
F01　　民間 4 3 -1
F01　　大学 5 3 -2
F01　　公的 6 3 -3
F01　　大学 5 2 -3
F02　　大学 2 4 2
F02　　民間 2 4 2
F02　　大学 4 5 1
F02　　大学 5 4 -1
F02　　民間 3 2 -1
F02　　公的 5 3 -2



























































































2006 7.4 2.9 1.9 2.8 3.7 0.9 0.4 0.0 56.2 6.7 7.9 10.1 15.7 1.1 2.2 0.0
2007 7.4 2.7 2.2 3.2 3.4 0.8 0.3 0.0 58.4 5.6 4.5 12.4 15.7 2.2 1.1 0.0
2008 6.9 2.4 2.7 3.0 4.0 0.8 0.3 0.0 48.8 7.5 7.5 15.0 18.8 1.3 1.3 0.0
2009 6.9 2.4 2.8 3.1 3.9 0.5 0.4 0.0 54.5 6.8 9.1 13.6 15.9 0.0 0.0 0.0
2010 7.1 2.2 2.5 3.0 4.3 0.5 0.4 0.0 56.6 5.3 7.9 11.8 18.4 0.0 0.0 0.0
2006 7.0 3.0 2.5 2.7 3.4 0.8 0.5 0.2 55.2 9.2 8.0 8.0 16.1 1.1 2.3 0.0
2007 7.5 2.7 2.4 2.8 3.1 0.8 0.5 0.2 57.8 7.2 6.0 8.4 15.7 2.4 1.2 1.2
2008 6.8 2.7 2.8 2.6 3.4 1.1 0.5 0.2 49.3 8.2 11.0 8.2 17.8 2.7 2.7 0.0
2009 6.6 2.7 2.9 2.8 3.2 1.0 0.6 0.2 51.8 7.2 9.6 10.8 13.3 3.6 3.6 0.0























人材と基盤の整備が遅れている。無用な規制の早期廃止でこの整備を加速させる。 1   5   3 1   4   7
基盤の整備が遅れだした。 5   2   3 5   4   3
新しい発想が必要、国際連携前提。 3   1   6 3   6   4
大学では外部資金獲得の有利な分野に多くの研究が集まる傾向が顕著になったから。 2   1   3 2   5   3
大学教員の立場から、最近理工系の学生の質の低下を痛感している。 5   6   1 1   4   5
設備の陳腐化が生じている。 1   6   5 1   4   5
研究開発資金が不足している。 2   3   1 2   5   1
質の高い教育研究の場をつくられなければ育成は難しい。資金と基盤整備がそのためにも必要。 3   6   1 1   5   4
グローバルスタンダードにする「しかけ」が重要。 1   3   2 1   3   6
やはり“ものづくり”に研究資金が回っていない。 1   3   6 1   3   5
大学では外部資金獲得の有利な分野に多くの研究が集まる傾向が顕著になったから。 2   1   3 2   5   3
人材と基盤の整備が遅れている。無用な規制の早期廃止でこの整備を加速させる。 1   5   3 1   4   7
産業界が目先の利益追求に走っている、頼りにならない。 1   2   4 1   6   5
技術的に人材育成を見直すべき。 1   3   7 1   1   1
質の高い教育研究の場をつくられなければ育成は難しい。資金と基盤整備がそのためにも必要。 3   6   7 1   5   4
大学教員の立場から、最近理工系の学生の質の低下を痛感している。 4   5   3 1   4   5
若手の育成の重要性。 5   7   2 5   7   1
研究開発資金が頭打ちになり、不足している。 2   3   1 2   5   1
やはり“ものづくり”に研究資金が回っていない。 1   3   6 1   3   5
2009自由記述 2010





























F01 0.14 5 47 9 0.23 0.07
F02 -0.23 10 44 7 0.28 -0.05
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
F01　　大学 2 3 1
F01　　大学 6 6 0
F01　　大学 4 4 0
F01　　民間 3 3 0
F01　　民間 3 2 -1
F01　　公的 6 3 -3
F02　　大学 6 6 0
F02　　民間 3 2 -1
F02　　民間 5 3 -2














































G01 0.12 8 41 10 0.31 0.03
G02 0.5 4 37 12 0.3 0.15
G03 0.05 5 31 7 0.28 0.05
G04 0.09 4 34 7 0.24 0.07
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
G01　　その 2 4 2
G01　　大学 2 3 1
G01　　民間 4 5 1
G01　　大学 4 4 0
G01　　大学 5 4 -1
G01　　民間 5 3 -2
G02　　公的 4 5 1
G02　　大学 2 3 1
G02　　その 1 2 1
G02　　その 3 3 0
G02　　民間 4 3 -1
G03　　大学 2 4 2
G03　　大学 5 6 1
G03　　大学 3 3 0
G03　　大学 3 2 -1
G04　　大学 4 5 1
G04　　大学 2 3 1
G04　　大学 4 2 -2







































































































2006 5.9 2.7 2.9 3.1 3.4 0.8 0.9 0.3 44.1 12.9 11.8 11.8 15.1 1.1 3.2 0.0
2007 5.7 2.2 2.9 3.2 3.7 1.0 0.9 0.4 44.4 10.0 12.2 13.3 16.7 0.0 3.3 0.0
2008 6.5 2.6 2.6 2.8 3.4 0.9 0.8 0.3 53.1 8.6 12.3 8.6 13.6 1.2 2.5 0.0
2009 6.1 2.7 2.8 2.5 3.6 1.0 0.9 0.4 50.6 10.8 13.3 7.2 13.3 0.0 4.8 0.0
2010 6.6 2.4 2.7 2.5 3.7 0.9 0.9 0.4 54.8 8.2 13.7 11.0 8.2 0.0 4.1 0.0
2006 6.6 3.5 2.9 2.3 2.4 1.0 1.1 0.3 55.8 16.9 9.1 7.8 2.6 2.6 3.9 1.3
2007 6.3 2.9 3.7 2.3 2.7 1.0 0.8 0.3 52.6 13.2 13.2 9.2 6.6 1.3 3.9 0.0
2008 6.8 3.0 3.1 2.0 2.6 1.0 1.0 0.4 54.4 16.2 7.4 5.9 7.4 1.5 4.4 2.9
2009 6.6 3.2 3.1 1.9 3.0 1.0 0.8 0.3 57.1 12.9 10.0 4.3 7.1 2.9 2.9 2.9
2010 6.4 3.1 3.6 2.1 3.0 0.9 0.7 0.2 56.3 9.4 12.5 4.7 10.9 1.6 3.1 1.6
2006 6.0 3.5 3.0 2.6 2.3 0.6 1.7 0.3 40.8 16.9 9.9 14.1 7.0 1.4 8.5 1.4
2007 6.1 3.2 2.8 2.7 2.2 0.7 2.0 0.3 42.0 14.5 13.0 13.0 7.2 2.9 5.8 1.4
2008 6.2 3.0 2.7 2.6 2.5 0.5 2.1 0.5 48.3 12.1 13.8 8.6 8.6 0.0 5.2 3.4
2009 6.0 3.0 2.9 2.1 2.5 1.0 2.1 0.4 43.9 14.0 14.0 5.3 8.8 3.5 7.0 3.5
2010 6.4 2.9 3.0 1.9 2.7 0.9 1.8 0.4 47.3 12.7 14.5 5.5 10.9 1.8 3.6 3.6
2006 4.7 3.4 2.0 3.5 3.5 0.9 1.7 0.2 31.0 15.5 7.0 16.9 16.9 2.8 8.5 1.4
2007 4.7 3.2 2.3 3.2 3.5 1.1 1.8 0.1 30.3 13.6 12.1 13.6 19.7 3.0 7.6 0.0
2008 5.0 3.3 2.4 2.5 3.5 1.4 1.9 0.1 33.9 11.9 13.6 8.5 20.3 3.4 8.5 0.0
2009 4.9 3.5 2.2 2.7 3.8 1.0 1.8 0.2 31.7 16.7 8.3 8.3 25.0 1.7 8.3 0.0











G03 大学 研究も開発も実プロジェクトなしでは進まない。 5   3   4 5   0   0
場合によっては連携によって資金が集まるわけでもなく、研究開発資金の拡充が必要であることが
分かった。 3   2   1 3   5   1
人材がない。 3   2   7 3   2   1
大型研究者の必要性。 2   3   4 5   3   4
国内での強化で充分と再認識。 1   3   6 3   2   4
人材がない。 3   2   7 3   2   1
重点的な基盤整備が必要。 5   4   2 4   5   2
場合によっては連携によって資金が集まるわけでもなく、研究開発資金の拡充が必要であることが
分かった。 3   2   1 3   5   1
2009自由記述 2010































G04 その 設備の充実は大切。 5   4   2 4   1   2
規制緩和の重要性。 1   5   4 7   5   4
危険なものが身近に使われるようになった(例:水素)。 2   0   0 2   8   0
規制が多い。 2   3   1 7   2   3
資金もさることながら、アイディアが不足。自分の興味の範囲で研究テーマを選んでおり、審査も新
しい視点が不足している。 5   1   2 5   1   2
設備の充実は大切。 1   2   4 4   1   2
場合によっては連携によって資金が集まるわけでもなく、研究開発資金の拡充が必要であることが
分かった。 3   2   1 3   5   1
産業界の投資の段階。 3   2   7 2   7   6
福祉・共生の社会・地域づくりに3が必要。 6   1   2 3   1   2
場合によっては連携によって資金が集まるわけでもなく、研究開発資金の拡充が必要であることが














G01 0 8 45 8 0.26 0
G02 0 4 39 10 0.26 0.11
G03 -0.13 5 32 7 0.27 0.05
G04 0.28 2 36 6 0.18 0.09
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
G01　　大学 3 5 2
G01　　民間 5 5 0
G01　　民間 5 4 -1
G01　　その 6 4 -2
G01　　大学 5 3 -2
G02　　大学 3 4 1
G02　　その 3 3 0
G02　　民間 5 5 0
G02　　民間 4 3 -1
G02　　大学 5 3 -2
G03　　大学 2 4 2
G03　　大学 2 2 0
G03　　大学 5 3 -2
G04　　大学 2 2 0



































































H01 -0.3 4 19 9 0.41 0.16
H02 -0.01 3 28 6 0.24 0.08
H03 0.03 5 17 8 0.43 0.1
H04 0.18 3 16 5 0.33 0.08
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
H01　　民間 1 3 2
H01　　大学 4 5 1
H01　　公的 3 3 0
H01　　民間 5 2 -3
H02　　大学 3 5 2
H02　　大学 3 4 1
H02　　大学 4 5 1
H02　　民間 2 3 1
H02　　公的 1 1 0
H03　　公的 2 3 1
H03　　民間 3 4 1
H03　　大学 3 3 0
H04　　大学 4 5 1
H04　　その 3 4 1
H04　　大学 2 3 1






































































































2006 4.8 3.1 1.2 2.9 5.3 1.6 1.1 0.1 30.0 14.0 4.0 6.0 32.0 10.0 4.0 0.0
2007 5.0 2.6 1.3 3.0 5.5 2.0 0.7 0.1 32.7 10.2 0.0 8.2 32.7 14.3 2.0 0.0
2008 4.4 2.7 1.7 2.7 5.3 2.5 0.7 0.0 27.8 11.1 5.6 2.8 33.3 16.7 2.8 0.0
2009 4.7 2.6 1.1 3.0 5.6 2.3 0.6 0.0 28.6 4.8 2.4 4.8 40.5 16.7 2.4 0.0
2010 4.8 2.6 1.3 2.3 5.8 2.5 0.6 0.0 31.0 4.8 2.4 0.0 40.5 19.0 2.4 0.0
2006 4.8 2.1 2.5 2.8 5.3 1.1 1.3 0.0 27.8 7.4 9.3 9.3 35.2 3.7 7.4 0.0
2007 5.1 2.3 2.0 2.9 5.4 1.1 1.2 0.0 33.3 9.8 2.0 9.8 33.3 3.9 7.8 0.0
2008 4.9 2.5 2.6 3.1 4.9 1.0 1.0 0.0 35.9 10.3 7.7 10.3 30.8 0.0 5.1 0.0
2009 4.9 2.6 2.0 3.5 5.2 0.9 1.0 0.0 34.0 10.6 4.3 10.6 34.0 0.0 6.4 0.0
2010 4.5 2.8 2.7 3.1 5.1 0.7 1.0 0.0 26.7 15.6 8.9 6.7 35.6 0.0 6.7 0.0
2006 5.4 1.9 2.9 2.9 4.6 1.4 0.9 0.1 38.3 8.5 8.5 6.4 27.7 4.3 6.4 0.0
2007 5.7 2.0 2.3 3.0 4.8 1.6 0.4 0.2 40.0 10.0 6.0 10.0 26.0 4.0 2.0 2.0
2008 5.9 1.9 2.1 3.3 4.9 1.2 0.5 0.2 45.5 4.5 6.8 9.1 27.3 2.3 2.3 2.3
2009 5.8 2.2 2.2 2.7 4.9 1.5 0.5 0.2 45.2 4.8 9.5 2.4 26.2 7.1 2.4 2.4
2010 6.0 2.4 2.2 2.7 5.0 1.2 0.4 0.3 45.0 2.5 10.0 5.0 27.5 5.0 2.5 2.5
2006 4.2 3.1 1.8 3.1 5.0 1.3 1.5 0.0 22.9 8.6 5.7 8.6 37.1 5.7 11.4 0.0
2007 5.0 3.0 2.2 2.6 5.1 1.3 0.9 0.1 25.0 13.9 5.6 5.6 38.9 5.6 5.6 0.0
2008 4.6 3.2 2.0 3.1 5.2 1.0 0.8 0.1 24.1 13.8 3.4 6.9 41.4 6.9 3.4 0.0
2009 4.3 2.9 1.8 3.2 5.8 0.8 0.7 0.4 24.2 9.1 6.1 6.1 42.4 6.1 3.0 3.0






































H04 民間 省庁間の調整が障壁。 5   3   2 5   2   7
基盤の整備を進めるべき。ウィンドファームの整備やスマートグリッドの研究。 5   1   2 5   1   4
産学官の他に異分野間の交換が浮体利用には不可欠（複合利用という意味で）。 5   4   2 5   4   3
成果の幅広い活用が重要。 5   2   4 5   2   6
研究の投資額の絶対量不足。 1   4   2 1   4   5
人材確保のためには5と4が必要であるから。 5   1   3 5   4   1
資金が足りない。 1   2   6 1   2   5
国の方針を決め予算を付けないと何も始まらない。 1   5   4 5   4   1
産学官の連携による国際展開が重要になって来ている。 7   5   2 2   7   5
宇宙ステーション補給機「こうのとり」（HTV）の成功等。 5   4   2 6   2   1
信頼性はペーパーの量で決まるのではなく「目利き」を育てる実経験を増やすことで実現する。また
世界の批評に耐えられるように、海外にモノを売っていくべき。 1   2   7 7   6   1
技術の維持向上に向けた人材の育成と確保が重要。 5   2   3 5   2   1
人材確保のためには5と4が必要であるから。 5   1   3 5   4   1
国の方針を決め予算を付けないと何も始まらない。 1   2   0 5   4   1
2009自由記述 2010
技術はペーパーでなく人に残るが、開発が止められると、その継承はできなくなる。イプシロンロケッ














H01 0.55 2 17 12 0.45 0.32
H02 0.45 3 20 12 0.43 0.26
H03 -0.4 5 19 4 0.32 -0.04
H04 -0.21 4 16 2 0.27 -0.09
(2009年度調査から意見を変えた理由)
戦略重点　　所属 2009 2010 回答変化
H01　　民間 1 3 2
H01　　公的 1 3 2
H01　　大学 3 4 1
H01　　大学 4 5 1
H02　　公的 2 4 2
H02　　民間 2 3 1
H02　　公的 2 3 1
H03　　大学 3 4 1
H03　　民間 2 3 1
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2010 年度分野別定点調査 調査票 
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